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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序　魔ま神じん







　古こ城じよう宴えんが初めて「神」を見たのは七歳さいの時だった。

　七歳のクリスマス・イヴ。

　その日。

　故郷の東京が、神の怒いかりに灼やきつくされた日。

　その日の記き憶おくは永遠に彼かれの中から消え去ることはないだろう。

　暗い虚こ空くうから、白い雪が降っていた。静かに、しかし狂くるおしく、ただひたすらに、地上の全すべての汚けがれを覆おおい尽つくさんとするかのように。

　そして宴の目には、その光景が映る。

　雪崩なだれのように倒とう壊かいしていく高層ビルの群。地平の彼方かなたまで廃はい墟きよと変える悽せい愴そうの風。累るい々るいと積み重なる瓦が礫れき、死体。

　音が聞こえない。人々の絶ぜつ叫きようも、降り積もる雪のカーテンにさえぎられてか、宴のもとには届かない。吹ふきつける寒風に、破れたマフラーをきつく握にぎりしめ、宴は無音の世界に立ちつくしていた。

　技師だった父と、心理学者だった母は、素そ粒りゆう子しレベルにまで分解されて、花びらが散るように宴の目の前で消しよう滅めつした。

　逃にげまどう人々に突つき飛ばされ、宴の小さな身体からだは傷だらけで、汚よごれた雪と乾かわいた血がこびりついていた。

　助けを求めようと声をふりしぼっても声帯はつぶれて咳せきのような音を立てるだけだ。

　涙なみだは乾き、涸かれ果てていた。

　おぼえている。空には金属のような月が、黒い雲海の隙すき間まから、不気味に顔をのぞかせていた。

　あっけなかった。

　無様なほどあっけなかった。

「聖戦」さえも耐たえぬいた「都市」の軍事テクノロジーが、無敵とうたわれた防衛網もうが、為なすすべもなく敗北した。

　たった一人の「神」に、だ。

　その日、宴は、たしかに見た。

　差し込む鉛なまり色の月光の中に。

　降りしきる白い雪に揺ゆれながら。

　摩ま天てん楼ろうにそびえ立つ「神」の黒々としたシルエットを。

　ゆるやかに死の舞ぶ踏とうを続ける十本の腕うでを。

　そして底しれぬ虚きよ無むをたたえた三つの瞳ひとみを。
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「起きな、宴えん！」

　格納庫の作業プラントの陰かげで仮か眠みんをとっていた宴は、乱暴な女の声に叩たたき起こされた。

　枕まくら代わりのターバンから眠ねむそうに黒くろ髪かみをもたげ、どこか女性的な線を感じさせる秀しゆう麗れいな顔立ちを、ごしごしと手の甲こうでこする。

　長衣ジユラバのフードをたくし上げ、声のほうを向くと、ホットパンツからすらりと伸のびた脚きやく線せん美びが宴の目に入った。扇せん情じよう的なスタイルとは裏腹な、男おとこ勝まさりな叱しつ責せきが頭上から飛んでくる。

「宴！　しゃきっとしな！　戦争のお時間だよ。『インドラ』のインジケータと制動ペダル、直ってんだろうね？」

　肉感的な美女リーン・デューハーストは、短く刈かったボーイッシュな金きん髪ぱつをかき上げ、まだ焦しよう点てんの合わない宴の瞳ひとみをのぞき込む。
















「ああ……。リーンさん？　嫌いやな夢見ちゃった」

「お気楽なことを。あんたみたいな平和主義者、いっぺん匡きよう体たいの中に放ほうり込んでやりたいよ。あたしの『インドラ』は直ってんの？」

「……なんかうれしそうですね。いいことでもあったんですか？」

「当たり前さ。一か月ぶりの戦せん闘とうだよ。大おお槻つきのタヌキがやっと重い腰こし上げて……。宴！　いつまで寝ねぼけてんだ！」

　宴はやっと覚かく醒せいした。

　広い格納庫を整備士やエンジニアの仲間たちが血相を変えて飛び回っている。二輛りようの重戦車に灯ひが入り、エネルギーチューブが切り放されようとしている。匡体のハンガーにはチェックボードを抱かかえた人だかりが出来ていて、始動準備に余念がない。

　宴は跳はね起きた。

「す、すいません。インドラの修理、終わってます。計器は完かん璧ぺきですが、制動ペダルはあくまで移動時の飾かざりですから頼たよりすぎないようにして下さい」

　砂色の貫かん頭とう衣いのたっぷりした袖そでから整備マニュアルを取り出すと、大急ぎで担当の匡体へ走る。リーンが大おお股またでそれに続いた。

「宴、どこで油売ってた！」

　メカニックチーフの鵜う飼かい博ひろ文ふみが、ハンガー脇わきで声をかけてくる。

「すいません。僕ぼくのファンだっていう生活班の娘が、どーしても放してくれなくって」

「うそつけ。お前にそんな甲か斐い性しようあるわけない。おおかた寂さびしく、一人ひとり寝ねだろう」

「こいつ、プラントの下で、寝転がってウンウンうなってたよ。あたしが叩たたき起こしたら寝ぼけて『嫌な夢見ちゃった』だとさ」

「ククク……。おまえらしいや」

　鵜飼はひとしきり失しつ笑しようしたあと、ふくれ顔の宴の肩かたを強く叩き、取りなすように、

「まあさ、許してやろうよ、リーンさん。今インドラが動くのだって、こいつが頑がん張ばったおかげなんだから」

　そう言ってハンガーの特とく殊しゆ力場に浮うかんでいる球体に目を移した。

　直径が二メートル程ほどの小型金属ポッドだ。メタリック・ブルーの表面が水すい晶しようのように見事に研けん磨まされていて、正面の外部カメラらしい円形のくぼみ以外は、機械じみた溶よう接せつ部分も見あたらない。リーンが軽く球面に触ふれると、倒たおれるようにハッチが開いて、一人乗りの座席が現れた。内部は電子技術の粋すいが結集されている。

　神しん格かく匡きよう体たい。

　宴たちが見つめている球状のポッドがそれだ。

　かつて、はるかな過去、地球を揺ゆるがす大戦争があった。高度に発達しすぎた機械知性と、その創つくり手である人間が、地球の覇は権けんをかけて争った。「聖戦」といわれる戦いである。激戦は地上の三分の一を砂さ漠ばくに変え、文明のほとんどを喪そう失しつさせた。

　その戦争において、人類が核かくに代わる切り札として使ったものが「神格匡体」と呼ばれる兵器である。たあいもない小さな球が、人と機械と地球を壊かい滅めつ寸前まで追いこんだ。

　機械知性と人間。結局、どちらが勝ったのか分からない。機械知性たちが姿を消し、宴たちが生きているということは、人間が勝ったのかもしれない。一世紀以上も前のことだ。真実は時間の濃こい霧きりに閉とざされていた。

　ドン、と勢いよくリーンが操縦席に飛び込んだ。滑すべるように指がコンソールを叩き、高解像度対外モニター、可変指向性ソナー、電磁波探知索さく敵てきシステムなどをチェックしていく。

　緩かん衝しようフレームが固定され、暗い機内が次々と起動ランプの青い光に満たされていく。最後に足元の制動ペダルを試ためし、満足げに頷うなずくとリーンは匡体のハッチを閉じた。

「いい腕うでしてるよ、宴。帰ったら女の口説きかた教えてやる。宴は素材がいいから、きっといいセンいくよ」

「そんなことより制動ペダル、踏ふみ破らないで」

　哀あい願がんする口調で宴は訴うつたえ、鵜飼が笑った。

　球体は空中を浮ふ遊ゆうし、ゆるやかに底部昇しよう降こう口ぐちへ向かう。両隣どなりのハンガーから二機の球体が発進し、後を追った。

「宴、扉とびらを開けな」

　リーンの声に、宴が開閉パネルを操作する。重々しく格納庫の扉が開き、外の陽光と熱気がなだれ込んできた。

　白熱した視界が回復すると、白い海うな原ばらのような砂漠が、遥はるか地平線の向こうまで広がっている。

　ユーラシア大陸中央部、旧中ちゆう華か人じん民みん共きよう和わ国こく、タクラマカン砂漠。

　荒こう涼りようとした不毛の地。

　聖戦後に残された広大な砂場。

　そこは宴たちが生きていく世界だった。

　三機の神しん格かく匡きよう体たいが、光と熱と砂の舞ぶ台たいへ身を躍おどらせていく。

　十六歳さいの古こ城じよう宴は、それをまぶしげに見送った。




　　　　２




　いつ見ても砂の上を進む空母というのは違い和わ感かんを感じる、とリーンは思う。

　砂さ丘きゆうの上から俯ふ瞰かんする巡じゆん航こう空母「箱はこ舟ぶね」は、類たぐいまれな勇ゆう壮そうさを感じさせる。ダークブルーの色調で統一された三三〇メートルの船体が、陽光を反射して鋭するどく光っている。だが、いくら反重力推進によってわずかに浮いているとはいえ、海洋マトリクス出身のリーンにとっては、船はやはり水上にあるべきものなのだ。

　ましてや住居がわりになって生活感の沁しみついた空母など、リーンの理想とする職場ではない。それでもなお、箱舟で雇やとわれ軍人を続けているのは、非常にプライベートな理由からだった。

　今、リーンの乗る球体「インドラ」のモニターは、匡きよう体たいに続いて箱舟の底部から発進する一輛りようの重戦車を映し出している。

　リーンは後続の二機の匡体を確かめる。

「真しん一いち、シンシア。作戦内容、知ってる？」

　フィードバック信号が音声変へん換かんされ、匡体内部に響ひびく。

「知らないよ。真に教えてくんないんだもん」

「あたしもよく知らなーい」

　若々しい声だ。

　匡きよう体たいの操縦者はシンカーと呼ばれ、特とく殊しゆな能力が要求される。匡体の想像力象しよう化かフレームとの相あい性しようもあるので、誰だれにでも動かせるものではない。

　匡体「キマイラ」のシンカーは藤ふじ井い真一、八歳さい。「アプサラス」のシンカーはシンシア・スカウト、十五歳。

　二人とも、ろくな戦せん闘とう訓練など受けておらず、実戦たたきあげのリーンには、毎度のことながら、はなはだ心細い。

「二人とも、説明するからよーく聞け。目標は七キロ先、蘭らん州しゆうの遺い跡せき」

　シンシアが問いかえす。

「この辺で希土類レア・メタルが出るはずないから……軍事関係の遺跡？」

「そう。聖戦当時のものが小規模だけど発はつ掘くつされたらしいのよ。採掘権を持ってるのはローゼンフェイト・メガテック社」

「それを奪うばっちゃうんだ。ドロボーだね」

「そうじゃないよ、シン。蘭州はもともとウォーレンて街のものなんだ。それを悪い会社がだまして取り上げちゃったのさ。あたしたちは、それを取り返してあげて、ついでにほんのちょっと、出土品をくすねるというか、失敬するというか、上前をはねる、いや、うーんと……」

　説明に苦しむリーンを笑って、シンシアが話題を変える。

「ローゼンフェイトって石油関係の大だい企き業ぎようじゃなかったっけ？　都市ともパイプ持ってるんでしょ。そんなのに手を出して大だい丈じよう夫ぶ？」

「こんな辺境に大戦力は置いてないはず。貰もらうもの貰って知らんぷりして、文句つけてきたら黒焦げにしてやりなさい、と大槻は言ってた」

「あいかわらずの極ごく悪あく人にんね」

「悪い人のいうこと聞いてると、リンリカンの無い大人になるんでしょ？」

「おっ、シン、勉強してるな。でもつまんないもの、身に付けなくていいんだよ。安全を保証してくれる共同体あっての倫りん理り。食い物と、武器と、シンが守る物のために戦え。今はそういう時代」

　地形データをながめているうちに、三機の横に、砂さ塵じんを巻き上げて重戦車が並へい走そうしてきた。車高のあるボディは戦車というより、電源車や移動指揮車に近い。機動性を重視して反重力推進を使わず、キャタピラで動いている。

　戦せん闘とう装そう甲こう車しや輛りようアレキサンダー。

　箱舟に配備されている二輛の戦車の片われである。対匡体用パルス・レーザーを装備したチタンの砦とりでは、まさに王の名にふさわしい威い容ようがある。

　リーン機の映像回線が開き、防護ゴーグルを頭に載せた快活そうな少年を映した。

　戦車の操縦者、折おり原はら祐ゆう太たが、気安くリーンに軽口をたたいてくる。

「リーンさん、制動ペダル、踏ふみ抜ぬくなよ。また男が寄りつかなくなるぜ」

「……宴のやつ、しゃべりまくってるな。やい、祐太。相棒はどうしたんだよ？」

「ギルガメッシュが調子悪いらしくてさ、忍しのぶのアホはお留守番」

　戦車乗りの折原祐太は、箱舟に残っている忍や宴と同じ十六歳さい。

　だが年ねん齢れい不相応な修しゆ羅ら場ばの経験があり、戦術家を自じ称しようしている。口だけでなく、時には、リーンでさえ舌をまく判断力を示すことがあり、若いわりに一いち目もく置かれる存在だった。

「祐太、細かい戦法はどうする？」

「彼を知り、己おのれを知れば……今回は孫そん子しでいこう。リーンさん、感熱探知で敵の戦力、調べてくれ」

　リーンが手慣れた手つきで、いくつか自機の操作卓コンソールを叩たたく。

「……大したことないな。大きめの熱源体が一つと、あとは戦車かホヴァが五、六台」

「よし、匡きよう体たいは一機だなと。そんじゃ俺おれが陽動で正面から突つっ込みます。リーンさんと真一は迂う回かいして側面から。敵の匡体だけ押おさえて下さい。シンシアは残ってバックアップ」

　シンシアが甘あまえた声を出す。

「あたし、そんなのばっか。もしかして祐太、あたしが怪け我がしないように気をつかってる？」

「誰がつかうか、バァカ。おまえがいると邪じや魔まなんだよ！」

　祐太のひとことを皮切りに、しばらく壮そう絶ぜつなバリゾーゴンの応おう酬しゆうが続いたあと、アレキサンダーは進路を離り脱だつしていった。悪口のボキャブラリィを使いきったシンシアの荒あらい息づかいが、通信回線から聞こえてくる。

　お互たがいどうも気があるらしいが、素す直なおになりきれないようだ。

「クソ祐太、あとで毒盛ってやる！」

「わかったから、わかったから……」

　少年少女のお守もり役に、リーンは心底うんざりしながらも、ディスプレイ上の輝き点てんを見て気を引き締しめた。目め指ざす遺い跡せき発はつ掘くつ現場が視界に入ってきていた。

「Ｃエリア到とう達たつ。シンシアはここで待機。真一、右の砂さ丘きゆうの陰かげに伏ふせて〝相〟を帯びる」

「りょうかーい」
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　砂さ漠ばくを渡わたる空母「箱はこ舟ぶね」の艦かん橋きようには、司令部が集中している。

　戦せん闘とう解かい析せき室しつ、戦闘情報室、作戦司令室が、金属錆さびの浮うきでたエレベーターと狭せまい通路でつながっている。

　一局集中を避さけるべきだろうに……所有者がいいかげんだからか？　などと構造について考えながら、宴は作戦司令室に入っていった。

　壁へき面めんスクリーンだらけの部屋の中央では、いいかげんと評された所有者が、リクライニングに腰こし掛かけて読書をしていた。

　黒い軍服の襟えり付いた階級章は中ちゆう尉い。長身で、彫ほりの深い顔立ちをしているが、サングラスと口ヒゲが見るからにうさん臭くさい。

　大おお槻つき守もり正まさ。箱舟の所有者であり、宴たちのキャラバンの指導者である。

　聖戦が終わり、大地の三分の一が砂漠化しても、人間は生き残った。残された者たちは徒党を組み、食料を自給し、住居を確保して未来をつないだ。やがて都市が復興し、秘密結社や、物資を押おさえた企き業ぎようが台頭の兆きざしを見せ始めるようになった。

　宴たちキャラバンは、いわば、そうした実力者たちの間を渡り歩く行商人だ。武ぶ器き塚づか、廃はい墟きよ、遺い跡せき、鉱山などを発掘し、出土品の中から利用価値のある品を売りつける。水、食料、武器、機械部品、雑貨、医薬品、燃料、天然資源、時には武力さえも売る。

　リーダーの選定眼によって、各地から集められた様々な才能が、このキャラバンの構成員となり、宴もエンジニアとしての腕うでを買われて、大槻に拾われた。

　純じゆん粋すいに自分たちの利益を追求。それ以外には何にも縛しばられない、自由の民たみの仲間となったのだ。

「中尉。古城宴、来ました」

　軍組織などとうの昔に滅ほろび、上官のいない「中尉」は、本を閉じると焼きの濃こいサングラスを上げ、眠ねむたげに宴を見た。この男のつかみどころのなさは、伝説的ですらある。

「ああ、よく来てくれました」

「何か仕事ですか？」

「ま、そういうことになるかな。とりあえずは見学ですね」

　事情を把は握あくしきれない宴に、部屋の隅すみでレーダー・ディスプレイの青白い光に囲まれている江え守もり明あき彦ひこが声をかけた。

「リーンたちの戦闘をここで見てろってさ」

　そのかたわらには、寺てら田だ忍しのぶが憮ぶ然ぜんとした表情でつっ立っている。戦車乗りにして、端正な顔立ちがウリの、自じ称しよう「箱舟一ライトな男」。本来ならモニターの中に映っているはずの少年だ。

「忍。おまえ、なんで？」

「最愛のギルガメッシュちゃんが寝ね起おき悪くってさ。きっと低血圧なんだ。純度の高いオイルと交こう換かんしてくんない？」

「おまえも見学？」

「そ」

　壁かべをぐるりと囲むメインパネルに、出しゆつ撃げきした四機からの映像がリアルタイムで表示される。宴たちは目を向けた。

　蘭らん州しゆうの遺い跡せき。砂にめり込んでいる塔とう状の建造物と発はつ掘くつ資材が見えていた。

　まばらに駐ちゆう留りゆうしているローゼンフェイト社の戦車部隊に対して、見慣れた四角い車輛が真まっ直すぐに突つっ込んでいく。

「祐太のヤツ、芸がないなー」

「これから見せるんですよ。右をご覧なさい」

　江守がカメラをパンさせ、リーンたちの匡きよう体たいを拡大する。

　砂さ丘きゆうの陰かげでリーンの神格匡体インドラが〝相〟を帯びようとしていた。

　青白い光の粒りゆう子しが集まり、金属の球体を包み込む。激しい振しん動どうを発しながら、月光のようなきらめきは天に伸のび上がり、三〇メートルほどの巨きよ大だいな人型を形成して、安定した。

　雷らい神じんインドラ。

　古代インドの教典『リグ・ヴェーダ』に登場する雷いかずちの神の姿がそこにあった。

　筋骨たくましい茶ちや褐かつ色しよくの体、赤しやく銅どう色の鎧よろい、炎ほのおのように逆立つ赤い毛もう髪はつ、炯けい々けいとした眼光、手には雷を放つ武具「金剛杵ヴアジユラ」が握にぎられている。

　ルドラ神群を率い、悪あく龍りゆうヴリトラを退治した英えい雄ゆう神しん。

　賛歌はうたう。

『動どう揺ようする大地を固定し、荒あれ狂う山々を鎮しずめ、空間を曲げ、天を支える……人々よ、彼かれこそはインドラ神』

　リーンの想像力に反応して、匡体が創つくり出した〝相〟と呼ばれるパワー・ヴィジョンだ。

　生々しいまでの実在感を伴ともなったその映像は、操縦者を包む精神バリアの一種と考えられている。核かくを含ふくむあらゆる物理攻こう撃げきを受けつけない超ちよう次じ元げん防ぼう御ぎよ壁へき。

　おそらく人間が絶対的強者を想像するとき、神という概がい念ねんが、最もイメージしやすいのだろう。匡体は必ず古代神話の神や悪あく魔まの姿をとるように設計されている。

　真一の匡体キマイラも、同様に〝相〟を帯びていた。四つ足で、獅し子しと山や羊ぎの頭を持ち、尾おは大だい蛇じや。ギリシア神話においてリュキア王国を荒こう廃はいさせた魔ま獣じゆうキマイラである。

　宴は我知らず、食い入るように箱舟のディスプレイを見つめ、匡きよう体たいの放つ、禍まが々まがしいまでの存在感、威い圧あつ感に見入っていた。

「宴君、よだれ出てますよ」

「えっ？」

「匡体に乗りたくて乗りたくてたまらない。そんな眼めをしてますよ」

　大槻に見み事ごとに図星を指されて、宴は狼ろう狽ばいした。

「ちがうんです。ただ……」

「ただ？」

「あの凄すごい力を制せい御ぎよできなかったら大変だなって、考えてました」

　あわててごまかした宴の脳裏には、記き憶おくの中の異い形ぎようの影かげがよぎっていた。振ふり払はらうように、宴は、画面の動きをムキになって見つめる。

　陽動の祐太に対して、ローゼンフェイトの社名ロゴが入った戦車隊が迎げい撃げきを開始していた。誘さそうように後退を始めたアレキサンダーの周囲で、砂柱が上がる。

　戦車隊の後方、遺い跡せきの建物の陰かげからふいに光が伸のび上がり、相を帯びた敵の匡体が立ち上がった。

『キクロペ』だ。ギリシア神話の創世記に出てくる一つ目のティターンきよじん族。

　土をこびりつかせた青黒い巨きよ人じんだった。

　即そく座ざにアレキサンダーが対匡体用レーザーを撃うつが、直撃して〝相〟が乱れるのをおかまいなしにキクロペは前進する。

　戦車隊を両翼よくに展開させたキクロペは、砂をかきわけて、アレキサンダーに向かって直進した。

「まずいな。ずいぶん硬かたい匡体じゃないか」

　映像を見ながら江守が心配そうにつぶやく。

　神格匡体の攻こう撃げき力は、どんな厚いチタン装そう甲こうでも一撃でぶちぬくはずだ。

　逃にげきれずに圧あつ壊かいしたアレキサンダーの姿を思い浮うかべ、宴は思わず拳こぶしを握にぎりしめた。

　キクロペが、ゆらゆらと薄うす気き味み悪い動きで戦車に手を伸ばす。

「だーっ！　やべー！」

　祐太の叫さけびが聞こえた。

　またたき一回分の空白があった。

　キクロペの巨体がふいに大きく真横に吹ふっ飛び、砂さ塵じんの中に頭から沈しずむ。

　リーンのインドラが、傲ごう然ぜんとそこに立ちはだかっていた。赤黒い髪かみの間から鋭するどい眼が爛らんと光っている。

　リーンの叫びが聞こえた。

「〝属性〟を使うよ！　祐太、真一、離はなれて！」

　偉い神しんの右手の金剛杵ヴアジユラから燐りん光こうがこぼれ落ちていた。剣をふるうようにそれを大きく薙なぐと、キクロペに向かって、まばゆい電撃がほとばしった。

　すべての匡きよう体たいは、それぞれの神の持つ攻撃特性を備えている。〝属性〟と称しようせられるもので、例えばインドラの雷いかずち、キマイラの炎ほのおといったように、個々の匡体で差異がある。

　しかしインドラの雷ほど強力な〝属性〟は、この世界でも珍めずらしい。

　バシバシュッ！

　大気が引きちぎれるかのような壮そう絶ぜつな音とともに、白い稲いな妻ずまがキクロペの全身を直撃した。巨きよ体たいがみにくく痙けい攣れんする。

　ヴン、と電子的な音を残して、敵の〝相〟が消しよう滅めつした。後には黒くろ焦こげのポッドが砂に埋うもれて、煙けむりを上げている。

　一撃だった。雷らい撃げきの余波が、砂さ丘きゆうをクレーター状にえぐっている。

　敵の部隊が、踏ふみつけられた蟻ありの列のように動どう揺ようしはじめた。戦車と匡体では、戦う前から勝敗が見えている。一個中隊の戦車隊でも、一機の匡体と渡わたり合えるかどうか、というところなのだ。

　アレキサンダーとキマイラが、すかさず波状攻こう撃げきに入る。フォーメーションの内側に切り込んで、混乱をあおった。火か炎えんとレーザーに翻ほん弄ろうされ、敵は連係を失い、砲ほう弾だんを無駄にばらまくだけになった。

「決まりましたね」

　大槻が箱舟の艦かん橋きようで満足げにつぶやくと同時に、敵は進路を反転し、遺い跡せきを捨て撤てつ退たいに入っていた。

　追撃しようとする気配を見せたインドラに、大槻が艦橋から指示を飛ばす。

「追う必要はありません。遺跡を押おさえて下さい」

　おうむ返しに、通信機からリーンが嚙かみついてくる。

「本隊に逃にげ込まれるわ！　敵を呼ばないうちに、ここで叩たたいとくべきよ！」

「ここで殲せん滅めつしても、連れん絡らくが途と絶だえれば同じことですよ。無む駄だな殺せつ生しようは、よしましょう」

　悟さとりすましたように大槻が言うと、リーンは不承不承したがった。舌打ちと文句が、小声でぶつぶつと通信機から洩もれてくる。宴と忍は思わず笑いをかみ殺した。

「リーンさん、欲求不満みたいだね。近寄らないどこっと」

「あの人は、つねに中ちゆう尉いに対して欲求不満なんだよ。うーん、青春だなあ」

「忍君、何か言いましたか？」

「いいえ、まったく、なんにも」

　あわてる忍に、いつもどおりのノホホンとした顔を大槻が向ける。

「ところで忍君、宴君。遺跡に連中が持ち込んだ発はつ掘くつ機材を見ましたか？」

「ええっと……砕さん岩がん機きと固定剤ざいプールと、作業用のフレキシブル・アームが二、三本ぐらいかな。特別な物はなかったと思いますが」

「使えますか？」

「そりゃオペレーション・システムが合えば動かせ……ますが……」

　非常に悪い予感が、忍と宴の頭にふくれあがっていた。大槻は二人を見み渡わたして、涼すずしげに宣言した。

「箱舟はこれから、南西のオアシスに駐ちゆう留りゆうしている敵の本隊を叩きます。あなたがたは降りて発掘作業を引き継ついでください」

「え──!!」

「うそぉ！」

「二人で、ですか？」

「あと一人くらいなら、誰だれでも連れてってかまいませんよ。二、三日で戻もどります。ギルガメッシュを調整して降ろしますから、そこで寝ね泊とまりして下さい。じゃ、がんばってね」

　大槻は決定事じ項こうのように淡たん々たんと述べると、生あくびをかみ殺しながら読書にもどっていった。
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「……で、俺おれかい!?」

　折原祐太が、成りゆきのあまりの理り不ふ尽じんさに、体を震ふるわせて言った。

「何を言ってるんだ、祐太くん。喜びも苦しみも、三人で分かち合おうと誓ちかった仲じゃないか」

　忍がすかさず茶化してごまかす。

「俺か喜びで、お前らが苦しみと、確かそういう割りふりだったように思うが」

「またぁ、つれないことをおっしゃる。でも、シンシア、そんなとこも好き[image: ハート]」

「……殺す！」

　固定剤のスプレーカンが、瞳ひとみをうるうるさせていた忍の顔面にヒットした。たちまち発はつ掘くつ機材の投げ合いがはじまる。

「てめ、照れかくしに投げつけることないじゃないか！　さては図星だな」

「やかましい！　おまえは生かしておくと俺のためにならん。今を今こん生じようの別れとしてやる」

「いてっ、このやろ！　喰らえ、スパナ爆ばく弾だん！」

「だあーっ!!　やめんか、おまえら！」

　飛び交かう工具に、うんざりしながら宴が叫さけんだ。

「ただでさえ糞くそ暑あついんだ。これ以上疲つかれるようなこと、すんな！」

　蘭らん州しゆうの遺い跡せき。炎えん天てん下かの砂さ漠ばくの中にぽつんと取り残された古代の軍事施し設せつの跡地である。

　宴、忍、そしてまきぞえを喰くった祐太の三人は、砂に埋まい没ぼつした建造物から、使用にたえる物資を発掘する作業を続けていた。

　規模の大きい遺跡ではない。岩がん盤ばんが地表に浮うきでている場所に、申しわけ程度に造られた前線基地らしかった。

　手間をかけてぶんどったはいいが、ローゼンフェイト社が、すでにおおかたの物資を掘ほりつくしたあとのようだ。

　司令塔とうであったらしい建物に沿って縦穴が掘られ、足場が組まれている。メカに強い宴が、作業用の多重アームを運転して穴を掘り進め、下の二人が、崩くずれやすい地質を固定剤ざいで補強していく。そういう役割分担で発掘が続いている。

　箱はこ舟ぶねから降りて、すでに三時間。

　大槻から直じき々じきに命令された宴と忍はともかく、訳のわからないうちに二人にはめられて、艦かんを放ほうり出された祐太としては面おも白しろくない。

　おまけに四〇度を越こえる暑さである。直射日光を肌はだに浴びれば、火傷やけどになるので、長衣ジユラバもターバンもとるわけにはいかない。

　作業をする手が遅おそくなるのに反比例して、文句を言う口は高速回転するようになる。

「アレキサンダーから降りたとたん、引きずり下ろしやがって。おまえら、おぼえてろよ。この恨うらみ、考えつく限りの陰いん険けんな手で、断固晴らしてみせるからな」

「祐太、そういうの得意じゃないだろ。どっちかっつーと大槻さんの専門分野だな」

「戦術家だぞ、俺は！　二度と枕まくら高くして眠ねむれないようにしてやる」

「祐太、忍。仕事してくれよ。ちっともはかどらないじゃないか」

「なにいい子ぶってんだ、宴。だいたい、てめえは女みたいなツラして、性格悪すぎるぞ！」

「そーだ、ぜんぶ宴が悪い！」

「濡ぬれ衣ぎぬだっ！　中ちゆう尉いの機き嫌げん損そこねたのも、祐太を巻きこもうって言ったのも、忍じゃないか」

「やっぱりてめえか！　殺すっ！」

　足場の上で工具の投げ合いが再開された。

　フレキシブル・アームの運転席で、宴は黙だまって操作レバーを倒たおした。鋼鉄製の腕うでが、ゴォッとうなりを上げながら、不毛なけんかを続ける二人の頭上を、風をまいてかすめる。ピタリと二人の動きが静止した。

「暑い。しんどい。腹も減った。僕ぼくとしては早くギルガメッシュへ戻もどりたい」

　レンチだのスパナだのを振ふり上げた状態で石化した二人は、宴の迫はく力りよくに圧おされて、手を下ろした。

「お、おう」

「おまえ、ときどき迫力あんなー」

　三人とも大槻のキャラバンで知り合って以来、どことなく通じ合うものを感じ、連つれだって行動することが多かった。心底いがみ合ってけんかしているわけではなく、じゃれ合う程度の感覚である。

　しかし、そのじゃれ合いをする余よ裕ゆうも、疲ひ労ろうにかなわなくなってきたらしく、祐太が足元をのぞいて、へたりこんだ。

「なあ、そろそろ格納庫ぐらい出てきてもいいんじゃないか」

「そうだよな。もう一三メートルは掘ほってる。土質もずいぶん弱くなってきてるし、これ以上掘り進むと最悪、祐太と生き埋うめ。ああっ、想像するのもイヤ」

「心配するな、二人とも。そんときゃ僕が、ちゃんと上に墓石建ててやるから」

「やろー、戦術家を殺すと末代まで祟たたるぞ。あー、腹が立つ。なんでこんなことしてるんだろ。だいたいこの辺境の、ちっぽけな軍施し設せつに、ご大層なモンがあるわきゃねーじゃねえか」

「いんや、けっこう不ふ発はつ弾だんとか埋うまってたりして。中国大陸の中央部っていや、聖戦の時の激戦区だろ」

「縁えん起ぎでもないことをポンポンと、よく考えつくな、おまえは」

「砂に流されて、むき出しの状態で埋まってたりしたらアウトだな。宴が、そのでっかい腕うでで信管ぶちぬいてドッカーンとか……」

「……笑えない、笑えない」

　ガツン、と硬こう質しつの金属同士がぶつかる音が響ひびきわたった。

　フレキシブル・アームの動きが不自然に止まる。

　心臓も止まるかのような沈ちん黙もくが続いた。下の方を見ないようにしながら、宴のいるアームの制せい御ぎよ台を、忍と祐太はおそるおそる見上げた。

「……おい、宴。どうした？」

「……なんか硬かたいモン、殴なぐった……」

「ほんとにミサイルじゃないだろうな」

「わからん。忍、ギルガメッシュのコンプレッサ、起動させてくれ。底の砂を吸い上げる」

　忍が青ざめながら昇しよう降こう機きに向かい、祐太は腰こしが引けたまま作業アームの先せん端たんにノズルの口をつなぐ。

　小一時間つづいた砂の吸引作業は、最悪だった。

　忍がよけいな憶おく測そくをしたせいで、三人ともすっかり落ち着かない。作業を進めながらも、悪い妄もう想そうばかり無限大に膨ふくらんでいく。

「箱舟はさぁ、敵の本隊、叩たたきに行ったんだよな。べつに安全圏けんへ逃にげて、その間に俺たちに危険物、掘ほらせようなんて……」

「いや、あの陰いん険けん中年なら、それぐらい考えるぞ。中ちゆう尉いって人は、姑こ息そくさと陰険さには定評あるからな。黙だまって座すわってりゃシブい中年で通るんだが」

　はんぶん本気で陰かげ口ぐちを叩く。

「おい、出てきたぜ」

　忍の言葉どおり、砂の中から丸みを帯びた金属が姿をあらわしはじめた。その周囲で、石英質の多い砂が大気中に舞まい、陽光を反射して、きらきらと鱗りん粉ぷんのように輝かがやく。どうやらミサイルの類たぐいではないようだ。

　作業を見ていた宴は、ほっとする反面、不思議な胸むな騒さわぎを感じた。胸がドキドキする。原因不明だ。まるで誰だれかに急せかされているような気分だ。抑おさえることができずに穴の底に飛び降りる。

　すり鉢ばち状じようの穴の底は地じ盤ばんがゆるく、足場も悪い。吸引バルブのモーター音と、立ちこめる砂すな煙けむりに慣れるまで、しばらくは動けなかった。

　不思議な胸騒ぎは止まらない。高こう揚よう感と、根こん拠きよの無い不安が、宴の中に共在していた。

　砂さ塵じんの間になめらかな曲面の金属がちらりと顔を覗のぞかせた。見覚えがあるような気がする。引き寄せられるように体が前に傾かたむいた。

　砂の中から、それはゆっくり姿を現した。

　長い間、砂の中で眠ねむっていたそれは、ようやく現実世界に帰き還かんした。

　それは宴と出会った。

　宴の背を、戦せん慄りつが駆かけ抜ぬける。その戦慄が、そのまま喉のどを駆けのぼり、言葉となって口をついて出た。

「匡きよう体たいじゃないのか、これは……」
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　不気味な闇やみの中に、焰えん光こう院いん香か澄すみは立っていた。

　真の闇ではない。ところどころに燐りん光こうが点ともっていて、そこに潜ひそむ異い形ぎようの者たちを照らし出していた。

　はっきりは見えない。だが、ぬらりと動物的な動作をする一いつ瞬しゆん、鱗うろこの生えた手足だとか、背中に滲しみでている膿うみ、奇き怪かいにねじれた翼つばさなどを見てとることができた。

　闇の果ては見えない。地平線の彼方かなた、永遠の終わりまで続くかのような闇の世界に、彼かの女じよは一人、閉じこめられていた。

　細ほそ面おもてで、切れ長の目の、純日本風の美女である。白色の肌はだがよく映はえる。あでやかな吹ふき流しの小こ袖そでに身を包んでいる。艶つややかな長い黒くろ髪かみを後ろでまとめて背に垂らしていた。二十歳はたち前後だろうか。まさに繚りよう乱らんと咲さき誇ほこる華はなを連想させる女性だった。

　一本の刀を携たずさえている。

　おびえている様子は少しもない。ピン、と張りつめた清せい澄ちような気が、彼女の周囲にだけ、漂ただよっているかのようだ。

　闇がざわつきはじめた。魔ま性しようの者たちが一いつ斉せいに目を覚まし、苦く悶もんの声を上げ始める。

　香澄が、短く息を吐はいた。

「まわりくどいやり方は好まぬ。言いたいことがあるなら、言えばよかろう」

　可か憐れんな唇くちびるから洩もれる言葉には、男のような威い厳げんがあった。

　闇が、その美しさを妬ねたむかのように、再びうねった。獣けものの声ではなく、明らかに人語と思われるものが、各所にあがる。

「熱い」

「痛いぞ」

「体が崩くずれていく」

「焰光院」

「呪のろわれた一族よ」

「まきそえに何人殺す」

「俺おれの腕うでが……」

「何人殺した」

「一千人か」

「一万人か」

　延々と引きずるような調子で、怨えん恨こんと、すすり泣きの声が続く。

　声を聞いて、初めて焰光院香澄の頰ほおに動どう揺ようが走った。振ふり払はらうように勝ち気な瞳ひとみがランと輝かがやき、右手に持っていた日本刀が鞘さや走ばしった。

「戯たわむれが過ぎる。幻力マーヤーのまねごとにつき合うつもりはないぞ」

　正せい眼がんに構えると悽せい愴そうな鬼き気きが彼女を包んだ。

　ポッ、と彼女の周囲を四つの燐りん光こうが囲んだ。異形の怪かい物ぶつたちが燐光を背に出現していた。

　四体の化け物。大おお鎌かまをかついだ首くび斬きり人、フードを被かぶった魚、狼おおかみの面の男、下半身が溶とけている赤ん坊ぼうである。

　瘴しよう気きを吐はくように首斬り人が口を開いた。

「しくじったな。焰光院」

「あの遺い跡せきのことか」

「そうよ、封ふう印いんの遺跡のことよ」

「どこぞの馬の骨に奪うばわれたそうではないか」
















　他の三匹びきの怪物も、次々に人語を使い始めた。香澄は慎しん重ちように反論していく。

「蘭らん州しゆうの遺跡が、それとは限るまい」

「いや、まちがいない」

「あそここそ、我らが求めていた地」

「ふざけるな！　あれだけ広大な地域を探たん索さくさせておいて、今になって場所が特定できたというのか！」

　ケロイド状の腹を揺ゆすって、赤あか子ごが冷ややかな眼めで、香澄をねめつけた。絶対的な優位に立つ者が、弱者に対して向ける眼まな差ざしであった。香澄の怒いかりを涼すず風かぜほどにも感じていないらしい。黙もく殺さつして続けた。

「焰光院よ。時が移る」

「速すみやかに奪だつ還かんすべし」

「一命をかけて励はげめよ」

　必要事じ項こうだけを告げて、四匹の怪物が、急速に遠ざかろうとしているのを感じ、香澄は刀を構え直した。

「待て！　あそこに何が封ふうじられているというのだ？　それほどの危険があるのか？　お前たちほどの力を持つ者が、何をそんなに恐れる？　それほどのものか？」

　すでに魔ま性しようの姿は消え、遠ざかる声だけが無む明みようの闇やみから響ひびいてくる。

「魔よ」

「魔が封じられているのよ」

「甦よみがえらせてはならぬ」

「急げ、我わが手足よ」

　気配が消えていた。くるりと刀の柄つかを回し、白い刃やいばが鞘さやに収める。香澄の中に満ちていたものが、フッと消える。嫌けん悪お感が、香澄の中に澱よどみのようにわだかまっていた。

「魔だと？　くだらぬ。妖よう怪かいどもが魔を恐れるか」

　つぶやいた瞬しゆん間かん、天地の感覚が逆転した。強きよう烈れつな失しつ墜つい感に襲おそわれて彼女は気絶した。地じ獄ごくの底に落ちるような恐きよう怖ふがあった。気絶しても、闇は続いていた。
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「焰えん光こう院いん様、焰光院様」

　気づかわしげな低い声で、焰光院香澄は覚かく醒せいした。眼めの前に副官シャリア・アドルの、心配そうな顔がある。ふだんは若々しさに輝かがやいているブロンド青年の顔が、今は迷子になった子犬のように落ち着かない。

「焰光院様。どこか体の具合でも、お悪いのではありませんか。ひどくうなされておいででした」

「……大事ない。少し疲つかれているだけだ」

　答えて、香澄はすばやく現状を把は握あくした。

　みずからの旗き艦かん「白びやく蓮れん」の艦かん橋きようで、指揮シートに身を預けている自分に気がつく。

　副官のシャリアをはじめ、艦橋につめている主だった部下たちが、みな我わがことのように心配しながら、香澄を見つめていた。

　蘭らん州しゆうの遺い跡せきから離はなれること、南西に三十数キロ。数百年周期で砂さ漠ばくを移動するというオアシスのそばに、焰光院直属の部隊は駐ちゆう留りゆうしていた。

　日系資本の傭よう兵へい部隊である。運営はすべて焰光院香澄に一任されている。現在の雇やとい主はローゼンフェイト社だ。蘭州の遺跡に駐留していた部隊の本隊であった。

　交易と水を頼たよりに細々と暮らす鄭てい鳳ほうの町が近くにある。石造りの町の粗そ悪あくな外がい壁へきわきに、香澄たちの二隻せきの巡じゆん航こう戦艦が錨いかりを下ろしていた。

　どうやら悪夢にうなされていたようだ。いや、夢ではない。闇やみの中の化け物たちは確固たる存在感を持っていた。

「現状に変化はないか？」

　香澄が問うとオペレーターたちが次々に答え始めた。

「白蓮、残ざん鶯おうともに異常なし」

「オアシスからの水の補給、あと一時間かかります」

「鄭鳳の町に出た部隊は、まだ戻もどりません」

「外気温四一度、気圧に急変の気配有り。砂すな嵐あらしが発生する兆候があります」

「発進準備、急がせろ。鄭鳳の補給部隊が戻りしだい、蘭州へ向かう」

　きびきびと命令を発すると、指揮卓たくに立てかけてあった白しろ鞘ざやの日本刀を取り、シャリアに目配せをした。

　作戦司令室を後にして、殺風景な通路を歩いていく。シャリアが影かげのようにつき従った。二人きりになると香澄が口を開いた。

「シャリア。奴やつらが来た」

　一言でシャリアの若々しい鷹たかのような顔がキッと引き締しまる。

「それでは先ほどのは」

「うむ。聖共感ネットワークを使った接せつ触しよくだ。やはり奴ら、聖戦前の失われたテクノロジーを持っている」

　聖共感ネットワーク。

　地球を壊かい滅めつに追い込んだ大戦争以前に、地球を幾いく重えにも取り巻いていた情報提供サービス網もうである。五感を直接に電脳と接続することによって、意識と意識の直接対話形式で情報伝達ができた。科学的なテレパシーのようなものだ。

　香澄が先刻、体験した世界は電気信号を視覚に送り込まれることによって生じた疑ぎ似じ空間である。戦争後もシステムだけは生き残り、まだ人知れず存在しているらしい。むろん現在では失われた技術であった。

「凝こった遊びをする奴らだ」

「ますますもって、油断なりませんな」

「蘭州を是ぜが非でも奪だつ回かいしろと言っていた。蘭州から撤てつ退たいしてきた者たちはどうしている？」

「謹きん慎しんを申し渡わたしました。みな意気消しよう沈ちんしております。『キクロペ』のシンカーだったマードックは人望がありましたゆえ」

　香澄は大きなため息をついた。

「私のせいだな。十分な戦力を割さいてやれなかった。さぞ無念であったろう」

　香澄は眼めを伏ふせた。シャリアが唇くちびるを嚙かむ。

（貴方あなたはご自分を責めすぎる）

　シャリアは胸の中でつぶやいた。毒ばかりを選んで体に溜ため込み、美しい姿が腐くされていくのを静観している。シャリアには香澄がそんなふうに見える。

　香澄の抱かかえている、底知れない苦痛を共有できない悔くやしさが、シャリアをじれさせていた。

　シャリアの思いを知ってか知らずか、香澄は言葉を継つぐ。

「大おお槻つき守もり正まさというのは何者だ？」

「キャラバンとしては大規模なものを経営していて、その筋では顔だそうです。謎なぞの多い人物でして経歴のほうは……」

「歯ごたえのある者だとよいが……。マードック隊の謹慎は解いておけ。復ふく讐しゆう戦せんでは先せん陣じんに立ってもらう」

　シャリアはパッと顔を輝かがやかせて、深く頭を下げた。

「ありがとうございます」

　焰光院香澄が女性でありながら私軍を仕切れるのも、兵との信しん頼らい関係の厚さ、人望のゆえであると言えるだろう。人を寄せつけない凜りんとした雰ふん囲い気きを持っているが、同時に不思議なカリスマ性を備えている女性だった。

　若いシャリアは心しん酔すいしきった表情で香澄の後ろ姿を見つめている。自室の扉とびらの前で香澄が立ち止まった。

「少し休む。他に何かあるか？」

「今度の件、ローゼンフェイトの上層部には報告いたしますか」

「捨て置け。形式上の雇やとい主に過ぎん。奴やつらの操あやつり人形だ」

　扉を後ろ手に閉めながら、香澄は吐はき捨てるように言った。

「いつか糸を手た繰ぐって、引きずり出してやるさ。人形使い師ども」
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　白い神しん格かく匡きよう体たいだった。

　対外カメラの外がい縁えんに、製造番号と形式番号、相形態が刻んであった。

『ハヌマーン』と読める。

　ハヌマーンは、インドの古代叙じよ事じ詩し『ラーマーヤナ』に登場する猿さるの神である。風神の子で、自由に空を飛ぶことができたとされ、中国の『西遊記』に登場する孫そん悟ご空くうの原型にもなった神だ。

　伝説では英えい雄ゆうラーマを助け、魔ま族ぞくにさらわれたその妃きさきを奪だつ回かいすべく、単身、ランカー島に乗り込み、魔王ラーヴァナと死し闘とうを繰くり広げた英雄神でもある。

「こいつがでっかいお猿さんになるわけね」

　すり鉢ばちの底から吊つり上げられた球形ポッドを眺ながめながら、祐ゆう太たが言った。

　蘭らん州しゆう、遺い跡せき。

　砂時計のように、埋うもれていた年数分の砂が、匡体から音もなくこぼれていた。

　そのまま重戦車ギルガメッシュの後部キャビン脇わきに下ろされて、聴ちよう診しん器きのようなセンサーチューブの束につながれる。

　長年の眠ねむりにも拘かかわらず、表面には傷一つ、錆さび一つ見あたらない。こびりついた砂を払はらうと、純白の大理石のような艶つやがあらわれた。

「白い匡体なんて初めて見たよ」

　宴えんがうっとりするようにつぶやいた。黒や青や灰はい褐かつ色しよくの機体は見かけたことがあるが、白はない。

　匡体は、そもそも超ちよう高度な技術の集積体なので、聖戦後の現在では製造不可能になっている。

　相を創つくり出すメカニズムはおろか、動力、素材、製造工程さえも不ふ鮮せん明めいな部分が多い。機体の着色方法も当然のように分からないが、ハヌマーンの白は、名めい匠しようが焼いた磁器のように、内から美しさがにじみ出ていた。

　匡きよう体たいのそばに立っていた二人に、戦車から忍しのぶが拡声器で呼びかけた。

「機能アナライザーとの接続、こっちは済んだぜ。そっちは？」

「こっちもいい」

　宴たちがやろうとしているのは、匡体の機能チェックである。

　匡体は現在の技術力では製造が不可能である。つまり、匡体を手に入れるには、都市に行って目が飛び出るような金をかけて購こう入にゆうするか、どこかから発はつ掘くつするしかない。発掘された匡体も、損そん壊かいして遺い棄きされたものや、動力切れのものが半数を占しめるので、普ふ及きゆう率はおそろしく低い。

　宴たちは今、掘ほりだした白い匡体が、果たして使用に耐たえられるかを探査しようとしていた。

　ギルガメッシュのコクピットに宴と祐太が戻もどると、操作卓コンソールから忍がヘッドホンを投げてよこした。宴が装着し、補助席に腰こしをかける。

「いいよ、忍。やってくれ」

「あいよ」

　忍が操作卓コンソールのパネルに幾いくつか触ふれると、戦車の後部ユニットに装備されたマニュピレーターが稼か動どうし、一千度の熱源を、匡体に接近させた。

　匡体にとりつけたセンサーチューブを介かいして、宴のヘッドホンに匡体内部の反応が送り込まれてくる。

　ピッ、と音がして、匡体の装そう甲こう感熱システムが目覚めた。対外カメラ、赤外線感圧システム、広域可変指向性ソナーが次々に目覚め、外部情報を収しゆう拾しゆうし、中ちゆう枢すうコンピュータに伝達する。

　非常事態対応プログラムが走り、動力炉ろに蓄ちく積せきエネルギーがなだれ込んだ。補助の浮ふ遊ゆうシステムが稼動を開始する。

　ハヌマーンは準臨戦態勢に入った。

「やった。生きてるぞ！」

　宴が感極きわまって叫さけんだ。

「すげえな。文字どおり掘まり出し物ってわけだ。みんなたまげるぜ」

　祐太も興奮を隠かくしきれない様子で言う。忍がマニュピレーターを引き戻して、パネルを調整する。

「宴、集音センサーの感度を上げるぞ。何が聞こえる？」

　宴は目を閉じた。

　数百年ぶりに甦よみがえった神の鼓こ動どうが聞こえる。

　ホイール、シャフト、カムの嚙かみ合う音。光子タービンブレードの立てる静かな旋せん回かい音。解かい析せきコンピュータが高速演算をする電子音。インジケータの注意喚かん起き音。

　正体不明の音も多かった。それらは球形の金属に宿る神が、復活の息い吹ぶきを発しているように宴には思えた。

　宴は音に酔よった。このままずっと機械神の脈動に身を委ゆだねていたいと思った。

　脈動？

　宴の耳に異常な音が飛び込んできた。鼓動だ。生身の人間の心臓の鼓動が聞こえる。まばたきを繰くり返しても消えなかった。

「なん……だ……こいつは？」

　まぎれもない心しん拍ぱく音だ。ゆるやかな呼吸音も聞こえる。音域をしぼると、内臓器官の音や、血管を流れる血液の音も拾うことができた。

「どうした、宴？　変な音でも聞こえるのか？」

　ばっ、と宴はすごい勢いで立ち上がった。ヘッドホンを投げ捨て、興奮して祐太につかみかかる。

「人だ！　中に人がいる！　シンカーが取り残されてるんだ！」

「てめ、苦しいって、宴」

「落ち着けよ。聞き違ちがいだろ。百年は埋うまってたんだぜ。人が残ってたとしても、とっくに成じよう仏ぶつなさってるよ」

「違う、生きてるんだ」

　無理矢理にヘッドホンを押おしつける。二人は交代で掛かけかえて、青くなった。

「ほんとだ。確かに心臓の音が聞こえる」

「何で生きてんだ？　亡ぼう霊れいか？」

　法ほ華け経きようと般はん若にや心しん経ぎようを音声多重で唱えはじめた二人に、いらいらして宴が怒ど鳴なる。

「だあっ！　センサー表示を見ろ。匡きよう体たい内部が極ごく低温に保たれてる。冷れい凍とう冬とう眠みん装置だよ」

　ハヌマーンを見つけたときの不思議な興奮が、再び宴を捕とられていた。

　背をこがすような焦しよう燥そう感かんが、宴を駆かった。

　ギルガメッシュの演算補助コンピュータに向かい、プログラム錠じようの基本パターンを、幾いくつか呼び出す。

「何するんだ？」

「開けるんだ、あの匡体を」

「外部からシンカーもいないのに開けられるの？」

「大だい丈じよう夫ぶ。理論とノウハウ、鵜う飼かいさんから教わった。三〇分でプログラム、組み上げてみせるさ」

　宴の心を、異様にはやらせているものがあった。

「待ってろよ。今、助ける！」
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「３……２……１……ファイアー！」

　かけ声と共に宴が、匡体の環かん境きよう管理コンピュータにプログラムを滑すべり込ませる。

　バン、とくぐもった音を立てて、内気圧に押おされたハッチが倒たおれてきた。そばにつったっていた祐太が危あやうく潰つぶされそうになる。

「あぶねえ！　宴！　おまえ、恨うらみでもあんのか！」

「身に憶おぼえが腐くさるほどあろう。それに緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用ようんもプログラム使うから、危ないよってさんざん注意しといただろ」

　宴は口答えしているが、目は白い匡体から片時も離はなれていない。

　ハッチが開いたハヌマーンは、内部から大量の冷気を放出し続けている。その水蒸気ごしに、コクピットに点ともる起動ランプがぼやけて見える。やがて操縦席と、そこに横たわるが小こ柄がらな人ひと影かげがおぼろげに見えてきた。

　待ちきれずに宴がハッチに飛び乗る。そのまま凍こおりついたコクピットに躍おどり込んだ。忍と祐太が制止する声も、耳に入らなかった。

　急激な温度変化に、内部は水浸びたしになっていた。緩かん衝しようフレームに囲まれた操縦席は、まだ気化した蒸気が立ちこめている。長衣ジユラバのたっぷりした袖そでをふって、霧きりを追い払はらった。

　宴には予感があった。

　重要な何かに遭そう遇ぐうする予感。

　自分の運命と深く関かかわってくるものに出合う予感。

　そして大きな試練の予感。

　運命の輪が、見えないどこかで廻まわり始めているのを、宴は感じていた。

　高こう揚よう感が宴を包んで、大だい胆たんに行動させていた。考えてみれば、率そつ先せんして得え体たいの知れない匡きよう体たいに飛び込むなどという行動パターンは、宴にはなかった。祐太のお株を奪うばった感じだ。それに思い当たって、宴は苦笑いした。

　霧がゆっくりと晴れていった。

　霧のヴェールを脱ぬぐように、シートに横たわった人影が実体を現す。

「あっ……」

　脳の芯しんが痺しびれていく感覚を、宴は味わった。身体からだが硬こう直ちよくしているのが分かる。舌したまでもが麻ま痺ひして、言葉をつむぎ出せない。胸の中に甘あまやかな陶とう酔すいが広がっていった。

　少女だった。

　可か憐れんな少女が操縦席に身を横たえている。

　白い蒸気を全身から立ち昇のぼらせ、少し苦しげに眉まゆの根をきゅっと引き寄せ、桜色の唇くちびるを小さく閉じた少女がそこに眠ねむっていた。

　宴と同じ十五、六歳さいだろうか。白い絹のロングドレスの上に、縫ぬい取りのついた蒼あおいストールをまとっている。肩かたで切りそろえた黒い髪かみから判断して、東洋系の血を持っているのだろう。百ゆ合りのような儚はかなげな美しい顔だちをしている。肌はだは低温のためか、蠟のように白かった。

　まるで現界に迷い込んできた女め神がみのような雰ふん囲い気きを持っていた。

　ハヌマーンに守護された女神。そんなイメージが脳裏に浮うかんだ。

「う……ん」

　少女が小さく寝ね返がえりをうつ。苦しげな表情からみて、どうやら何かの悪夢にうなされているようだ。

　心臓の高鳴りを意識しながら、宴はそっと手を伸のばした。少女の額におそるおそる触さわる。

　ぴくん、と少女の身体が小さく反応した。深みのある、黒くろ水ずい晶しようのような瞳ひとみが開いた。視線が二、三度宙を泳ぎ、焦しよう点てんが宴に合うと、おびえたように身体を強こわばらせる。

「怖こわがらないで」

　慌あわてて宴が言う。胸に湧わき出た想おもいを、言葉に乗せようと必死に言った。

「僕ぼくは古こ城じよう宴。怪あやしい者じゃない。君の味方だよ」

「み、かた……？」

「そうだよ」

「みかた。よかった。あたし、やっと味方の人に会えたんですね」

　ほっとしたように少女が息をつく。思考がまだ定まらないらしく、朦もう朧ろうとして少女がつぶやきだした。

「なんだか……とても怖い夢を見ました。星あかりだけの暗い世界で、とっても大きな人と遭あう夢……。わたしたち、一目でお互たがいが天敵同士だってわかるの。急いで違ちがう方向へ逃にげようとするのだけど、その大きな人が、逃げれば逃げるほど近づいてくるんです。それから頭がとっても痛くなって、いろんなものが見えて……いっぱいの人と火と、船と高い塔とう……」

　語りながら、少女は小刻みに震ふるえていた。瞳に涙なみだが盛り上がっている。置き去られた捨て猫ねこのような寂さびしげな表情を見せた。

「こわい……こわい……」

　何かにとてもおびえていた。

　宴は突つき上げてくる感情を抑おさえられずに、少女をそっと抱だきしめた。言葉が独りでに口からすべりでる。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕がきっと君を守る」

　少女は一いつ瞬しゆん、驚おどろいて瞳ひとみを見開いたが、宴の真しん剣けんな眼まな差ざしを見ると、頰ほおを染めて宴に首を預けた。安心したのか、もたれかかったまま再び寝ね息いきを立てはじめる。

　赤面しながらも、宴は少女が放せなかった。

　匡きよう体たいの入り口で、祐太と忍がニヤニヤしながらのぞき込んでいた。

「きたねーぞ！　この抜ぬけがけ野や郎ろう！」
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　砂混じりの熱い風が、頰ほおを撫なでていく。

　箱はこ舟ぶねのカタパルト・デッキに、大おお槻つきと江え守もり、リーンの三人が立っていた。大槻キャラバンを主しゆ宰さいする、事実上の首脳陣じんだ。

　大槻の基本方針に沿って、江守が技術面で、リーンが実行面で補ほ佐さすることにより、これまで箱舟はやってきた。

　三人とも遮しや熱ねつ用のコートをつけて、高性能の双そう眼がん鏡きようを持っている。箱舟の進行方向に向かって、何度か拡大レンズを切り換かえると、鄭てい鳳ほうの町の石の外がい壁へきが見えた。外壁に身を寄せるように二隻せきの巡じゆん航こう戦せん艦かんが停てい泊はくしている。焰えん光こう院いんの傭よう兵へい部隊である。

「まずいですねぇ」

　大槻がつぶやいて、軍用キャップについたマイクに言った。

「機関停止。一級戦せん闘とう配備のまま待機」

　軽いショックがあって、空母が停止する。

　うなりながら江守が頭を抱かかえる。

「とんだ誤算だな。こんな辺境に、まさか戦艦を二隻も置いてるなんて。かなりの戦力があるぜ」

　リーンも双眼鏡から目を外して言った。

「おそらく契けい約やく傭兵だね。警備会社、相手にするのとはわけが違ちがうよ。レーザー主しゆ砲ほうが二門、電磁レールガンが艦かん橋きよう下に無数、大型のミサイル発射サイロも見える。核かくを積んでるかも。艦隊戦じゃ、勝ち目はなし。匡きよう体たいも、うちより多いだろう」

「暗くなる材料ばかり言わないでくれよ。それでもやるっていうんだろう？」

　江守が嫌いやそうに大槻を見上げる。

「どうしましょう」

　ひとごとのような口調だった。双眼鏡であらぬ方向をのんびり眺ながめている。

「おいおい、しっかりしてくれよ。白旗上げるって手もあるぜ」

「冗じよう談だんじゃない。こっちから売った喧けん嘩かだろ。とは言うものの、さすがに今回は、ちと、きついかもね」

　リーンが悔くやしそうに言う。このあたりのリーンの判断は的確だ。猪ちよ突とつ猛もう進しん型の、状じよう況きよう判断ができない戦せん闘とう屋だったら、大槻の声はかからなかっただろう。

　頭をひねる三人の頭上から、野ぶとい声が降ってきた。

「ここにおったか、じゃじゃ馬むすめ！」

　艦載機指揮室アイランダーに続く非常階段を、アッザム・アルハザードが降りてきた。赤ら顔のイスラム系で、肥満した身体からだが長衣ジユラバの前を膨ふくらませている。そのファッションは、祐ゆう太たたちが粋いきがって真ま似ねしたものだが、この男が着るとどうもズタ袋ぶくろのようだ。

「アラーの神にかけて、リーン、おまえさんに言っとくことがある。また神しん格かく匡きよう体たいの機器を壊こわしたそうだな」

　リーンが辟へき易えきして、大槻の後ろに隠かくれた。

「助けてよ。あたしは、あのての脂あぶらぎった中年、苦手なんだ」

「私も中年ですよ」

　大槻が平然と突つき放す。

「隠れたって無む駄だだ。だいたいおまえさんは、イスラムの女性に、つつましさを学ぶ必要があるな。匡体の部品が一コ、いくらすると思っとる。おまえのそのアーミージャケットが数十着、買えるほどの現金を積まなきゃならんのだぞ。それをこれまでお前はいくつ壊した？」

「ご、ごめん」

　しおらしくよそおってリーンは謝あやまった。アッザムは箱舟の経理を担当している。都市での補給や、企き業ぎようとの金銭的な交こう渉しようは、みなアッザムがあたった。たいへんな倹けん約やく家かで口うるさい人物でもある。

「いーや、今日という今日はごめんでは許さん。ちょうど中ちゆう尉いもいることだし、この女の給料を一〇％削さく減げんし、補修費にまわすことを提案する」

「いいんじゃないでしょうか」

「鬼おに！　悪あく魔ま！　人でなし！」

「さらに五％引きましょう」

　リーンは沈ちん黙もくした。聞こえないように声を伏ふせてぶつぶつと文句を言う。

「たかだか制動ペダル一つで、機能面と道徳面と金銭面から責めやがって。この船は性しよう悪わるの集まりかっ！」

　やりとりを眺ながめていた江守が、すっかりあきれ顔で言う。

「こんな時によく遊んでられるな」

　大槻がやっと双眼鏡を外した。

「遊んでいませんよ。待ってるんです」

「なにを？」

「砂すな嵐あらし」

　言われてみれば、強い風が吹ふき始めていた。砂が捲まき上がり、視界がだんだん利きかなくなっている。

　淡たん々たんと答える大槻に、アッザムが顔を曇くもらせた。不満げに大槻の顔をのぞき込む。

「また戦せん闘とうになるのかい？」

「なるでしょうね」

　アッザムが戦せん艦かんを眺めながら小声でぼやいた。

「やれやれ。ミサイル一発、いくらすると思ってるんだか」
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　鋼はがねの刀身が、ゆるやかに宙を舞まっている。

　美しいだけの装そう飾しよく刀とうではない。ぎらりと光る刃を焼き付けた実用刀である。

　胡こ蝶ちようのような、頼たよりない動きで、上段から下段へ。

　飛び立つ水鳥のような、力強さで、下段から上段へ。

　虚こ空くうに円を描えがいて旋せん回かいし、ひるがえって、思いもよらぬ角度から突つき込まれる。

　空間を突き破ろうとするかのように、そのまま一点で静止し、次の瞬しゆん間かんは閃せん光こうの早さで、左右に斬ざん撃げきがくり出される。

　再び、もとのゆるやかな流れに戻もどると、くるりと柄つかが一回転して、黒こく檀たん製の白しろ鞘さやに収まった。

　不思議な動きだった。

　夢の中の一シーンを見ているような、非現実感をもたらす動きだ。

　かちりと音を立てて銀色の刀身を収めると、焰えん光こう院いん香か澄すみは、大量の呼気を吐はきだした。

　あでやかな白い小こ袖そでに包まれた、細い肩かたが落ちる。

　凜りんとした、清新な雰ふん囲い気きを身にまとった女性だった。

「お見事でございます」

　艦長室の入り口に、副官のシャリアが立っていた。丈たけ高たかい金きん髪ぱつの若者である。

「一段と上達なされたようですね。すでに私ごときでは、仕し太だ刀ちの相手もつとまらないでしょう。あなたは遥はるかな高みに行かれるお方だ」

「そんなことはない。シャリアには、まだまだ教わらねばならぬことが多い。頼たのみに思っている」

「焰光院様。もしも我らが足手まといになる日がきたら、その時は容よう赦しや無く、切り捨てなさいませ。この艦の者は皆みな、あなたの捨すて駒ごまになる覚かく悟ごで集まっております。あなたは世が世なら、焰光院財ざい閥ばつの総そう帥すいたるお方です。このような辺境で、砂にまみれて終わる方ではない。どうか、然しかるべき決断の時には、ご躊ちゆう躇ちよなされぬように」

「やめぬか。私は焰光院に戻るつもりはない。父の汚お名めいを晴らし、復ふく讐しゆうを果たす。それ以外は考えておらぬ。それに……そんな悲しい話は聞きたくない」

　美しい顔を曇くもらせ、太刀を右手に摑つかんで、香澄は艦長室を後にし、白びやく蓮れんの長い通路を艦かん橋きようの方向へ歩きだした。

　無言でシャリアが後に続く。不ふ機き嫌げんに香澄が言った。

「定時連れん絡らく」

「はっ。鄭てい鳳ほうに出ていた補給部隊の収容、完かん了りようしました。反重力推進の調整完了。いつでも出発できます。ただ……」

「何だ？」

「中規模の砂柱が発生して、二時の方向から本艦に接近しています。砂さ漠ばくの中で接せつ触しよくすると、やっかいです」

「ふむ。発進は少し遅おくらせるか」

　突とつ然ぜん、横あいから声がかかった。

「それは納なつ得とくできませんな」

　自室のドアを開けて、カルマン・カーチスが顔を覗のぞかせていた。金髪の、どこか青くささの抜ぬけない顔をした男で、気どっているが目には粗そ野やな光が宿っている。機内服ではなく、背広を着てネクタイを締しめていた。

　シャリアは露ろ骨こつに嫌けん悪おを顔に表した。このカルマンは正式なクルーではなく、ローゼンフェイト社から派は遣けんされてきた、実質的な目付け役なのだ。

　自分の存在を誇こ示じするかのようにカルマンは眉まゆを動かす。

「私は、この地区におけるローゼンフェイトの遺い跡せき資産を任されています。そして管理責任は、契けい約やく傭よう兵へいたる、あなた方にあるはずだ。蘭らん州しゆうの遺跡を奪うばわれたのは、あなた方のミスです」

　香澄は素す直なおに認める。

「確かにその通りです」

「そのミスを私に報告しなかったばかりか、今度は遺跡奪だつ回かいに対して消極的だ。職務怠たい慢まんの謗そしりを受けても、仕方がないのではありませんか」

「何が言いたいのですかな」

「即そつ刻こく、蘭州に出発しなさい。砂すな嵐あらしごとき、理由にはならない。これは命令です」

　傲ごう慢まんにカルマンは言い放った。激げつ昂こうしかけたシャリアを押おさえて、香澄が落ちついた対応をする。

「失礼だがカルマンどのは、砂さ漠ばくを旅した経験がお有りか？」

「無い。それがどうかしたか」

「本ほん艦かんの反重力推進も、船体が砂に埋うもれてしまっては使いものになりません。フライホイールに砂が紛まぎれ込むと、過か剰じよう熱量の原因になる。また、砂嵐と共に大量の地磁気が発生します。羅ら針しん盤ばんやレーダーは、一いつ切さい役に立たない。迷子にさえなりかねないのですよ。たとえたどり着いたとしても、そんな状態では勝てないでしょう」

「やれやれ。焰光院の長女は、勇ゆう猛もう果か敢かんな武人と聞いておりましたが、どうも作り話だったようですな」

　カルマンのあからさまな皮肉を、平然と香澄は受け流した。

「無む謀ぼうで命知らずの人間を武人と言うのならば、私は武人ではないのでしょうね」

「わかりました。貴方あなたの好きにするがいい。そのかわり本社からどんな圧力がきても、私は知りませんぞ」

　いまいましげにカルマンが吐はき捨てる。

「他にお話がないならば、私はこれで」

　まるで役者不足だとでも言うように、そっけなくカルマンをあしらって、香澄は歩き去ろうとした。その背に、憎にく々にくしげな一言をカルマンが浴びせた。

「立派な刀をお持ちですな。今度ぜひ、お手合わせを願いたいものだ。剣けん術じゆつは、お父上から習ったのですか。さぞかし血ち生なま臭ぐさい殺人剣なのでしょうな」

　シャリアが今度こそ激昂して殴なぐりかかるよりも速く、振ふり向きざまに香澄の腕うでから銀光がほとばしった。

　視し認にんできない速度で、冷たい刃が空を裂さき、次の瞬しゆん間かんには、噓うそのように鞘さやに収まっていた。邪じや気きのない笑え顔がおで香澄が声をかける。

「よいネクタイですね。大切になさいませ」

　背を向けるのと、寸断されたカルマンのネクタイが床ゆかに落ちるのとが同時であった。メンツを傷つけられたカルマンが、驚おどろきと屈くつ辱じよくで真っ赤に染まっていく。もう香澄とシャリアは相手にしなかった。

　艦かん橋きようにあがり、司令室に入ると、シャリアが後ろから、怒いかりを抑おさえて静かに声をかけた。

「申し訳ありません。艦内にあのような無礼な男をのさばらせたのは、私の責任です」

「シャリアが謝あやまることではない」

　香澄は短く答えた。

　ふだんどおり冷静に、司令室に詰つめているクルーたちを見み渡わたす。

「発進は砂すな嵐あらしの通過を待つことにする。異常はないか」

「砂柱が右う舷げん二時の方向から本艦に接近中。三分後に最大接近します。このままだと船体の二〇メートル横を通過」

「少し近すぎるな。艦を動かしたほうがよいか」

　香澄が思案に沈しずもうとしたとき、いぶかしげな声がクルーたちから上がった。オペレーターが怪け訝げんな表情で、映像解かい析せきモードで分解処理されたモニターに目を疑らす。

「待って下さい……なんだありゃ？」

　つづいてオペレーターが棒立ちになり、悲鳴のような叫さけびを艦橋に響ひびきわたらせた。

「砂柱の後方に艦かん影えいあり。大型巡じゆん航こう空くう母ぼです！」
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　神しん格かく匡きよう体たいの操縦席で、リーンは精神集中に入った。

　ぐるりと座席を取り囲む緩かん衝しようフレームや操作卓コンソールの外側、匡体の内ない壁へきとなっている想像力象しよう化かフレームに意識を向ける。

　炎ほのおのように逆巻く赤い髪かみを、まずイメージした。

　つづいて、彫ほりの深い貌かおの中心で、炯けい々けいと光る眼光。

　思考の中の影かげをととのえ、浅黒い筋肉質の身体からだを創つくる。

　両腕うでに宿る絶対的なパワー。

　鈍にぶい赤しやく銅どう色の鎧よろいをまとわせる。

　腰こしや両手両足にプロテクターをつける。

　右手には雷いかずちを放つ法具、金剛杵ヴアジユラを。

　リーンはインドラを創り出していた。

　決定されたイメージは、バランサーと呼ばれるヘッドセットを介かいして、想像力象化フレームに伝わり、実体化され〝相〟となる。

　匡体本体を守る、一種の精神バリアーだ。

　ただしバリアー自体が高度の柔じゆう軟なん性せいと攻こう撃げき性能を持っている。

　そう、まさしく神のごとき力を。

　コクピットの前面でインドラを模した立体ホログラムが起たち上がる。全身の環かん境きよう管理モニターだ。

　バランサーからインドラの視みているものが感覚としてリーンに伝わってくる。これらは実際に見えているわけではない。木や砂や風が、そこにあると、意識に直接感じられるのだ。

　雷らい神じんインドラがゆっくりと眼めを開いた。

　砂すな粒つぶの雲が空を覆おおっていて、いつもの灼やけつくような日差しは見えない。

　風が頰ほおに、痛い。砂柱が五〇メートルほど前方を、猛もう烈れつな勢いを上げて進行している。

　ブリキ板やら、ラクダの背せ掛かけ布やらが、強風に翻ほん弄ろうされて宙を舞まっていた。

　その向こうには石造りの町と、二隻せきの巡じゆん航こう戦せん艦かんが見えた。

「行くよっ、真しん一いち！」

「はいっ！」

　緊きん張ちようしながら、かたわらの合ごう成せい獣じゆうが答える。シンカーの真一は、まだ八歳さいだ。

　箱はこ舟ぶねのカタパルトを蹴けると、空気の壁かべを切りさき、身体からだをねじ込むようにして二機の神格匡きよう体たいは竜たつ巻まきの中へ突とつ進しんを開始した。

　いかなる自然現象も、この縮小版の神の進しん撃げきを妨さまたげることは出来ない。できるものがあるとすれば、それは同じ神格匡体だけであろう。

　竜巻を抜ぬけきらないうちから、リーンは戦艦の座標と、強烈な雷のイメージを匡体にインプットした。象化フレームが山やま吹ぶき色に光って反応し、インドラの属性を発揮させる。

　先制攻こう撃げき。

　二隻の戦艦の周囲をものすごい落らく雷らいが襲おそった。竜りゆうの舌のような光の柱が、天空から轟ごう音おんと共に降下し、地上を嘗なめ尽つくす。その幾いくつかが船せん舷げんをかすって黒こく煙えんを上げさせたが、直撃には至らなかった。

「遠すぎるか」

　リーンは舌打ちした。つづけざまに青白い雷光を両手につかみ、水平発射する。

　焰えん光こう院いん部隊の対応はすばやかった。大出力のレーザーが返ってくる。

　雷らい撃げきを撃うった二分後に、戦艦の後部デッキから相を帯びた匡体が三機、出撃してきた。

　巨きよ人じんタイプが二機、蛇じや神しんタイプが一機だった。

「真一！　敵を分断して、しとめる」

　インドラは跳ちよう躍やくし、一〇〇メートルの距きよ離りを一気に埋うめて、砂すな嵐あらしの壁かべを突破し、巨人タイプの匡体に襲いかかった。

「喰くらいなっ！」

　振ふり降ろした金剛杵ヴアジユラは、しかし巨人の幹のような両腕うでにがっしりと受けとめられた。

　インドラは間かん髪はついれず、腕を支点にして再び跳躍し、バランスを立て直しながら巨人の背後に着地した。

　ごおうっ

　追つい尾びしようと振ふり向いた巨人は、猛もう烈れつな炎ほのおを背に受けて横転した。

　真一のキマイラが〝属性〟を発揮し、その山や羊ぎの口から火か炎えんを吐はいたのだ。さらに獅し子しの口が、巨人の喉のど笛ぶえを求めてかみつく。

　巨人は思わぬ敏びん捷しようさでそれをかわし、鉄球のような拳こぶしを飛ばしながら跳はね起きた。キマイラがなおも追いすがり、砂をまきちらしながらの格かく闘とうになった。

　インドラは残る二機と向かい合っている。蛇神に巻き付かれるのを警けい戒かいして距きよ離りをとり、属性で攻こう撃げきする。

　雷光が戦場を縦横無む尽じんに飛び散り、相と相とが触ふれ合う鈍にぶい電子音が、繰くり返し響ひびきわたった。攻撃の度たびに、砂が数百メートルも宙に吹ふき上がり、衝しよう撃げきで空気が震ふるえる。

　生身の人間がこの戦場にいたら、立つことはおろか顔を上げることさえ出来ないだろう。

　上空には戦せん艦かんと空母から発射された電子砲ほうやレーザーが、イルミネーションのように交こう錯さくし、白や朱しゆの彩いうどりを添そえる。

　生き物をしめ出して、砂さ漠ばくの真ん中にぽっかりと、神々の領域が出現していた。
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「気にいらんな」

　白びやく蓮れんの艦橋で、指し揮きシートに腰こしを降ろし、日本刀を肩かたに掛かけるように抱かえながら香澄はそっとつぶやいた。

　突とつ然ぜんの敵の出現に色を失っていた白蓮のクルーたちも、シャリアに一いつ喝かつされ、香澄がいつもどおり無言で指揮シートにつくと、恐きよう慌こうは噓うそのように退ひいていった。

　香澄だけは自分たちが守るという共通の目的意識が、彼かれらを結びつけている。

　若い副官のシャリアは、矢や継つぎ早に飛んでくる状じよう況きよう報ほう告こくをまとめながら、クルーたちの気き概がいに満足していた。だが忠誠を一身に集める当の本人は、メイン・ディスプレイの戦況を見守りつつも、なにか別のことを考えているらしい。

「焰えん光こう院いん様、何かお気にかかることでも？」

「シャリア、連中の戦法、どう思う？」

「蘭らん州しゆうを陥おとしておきながら、そこに固こ執しゆうせずに先制攻撃をかけてくるやり方。砂すな嵐あらしを盾たてにした見事な奇き襲しゆう戦法。大槻という人物、なかなかの切れ者だと思います。ただ、いかんせん我らを甘あまく見過ぎましたな。戦力差は歴然としています」

「そこよ。連中にとってこの奇襲、どんな意味があるのだ？　まさか本気で我らが潰つぶせると考えているのか。大兵力の伏ふく兵へいでもあるならともかく」

「考え過ぎでございますよ、焰光院様。奴やつらも死にものぐるいなのでしょう」

「だといいのだが。この奇襲の手て際ぎわの良さと戦略構想のお粗そ末まつさが、どうもアンバランスで気になる」

　香澄がそう言ったとき、着ちやく弾だん音おんとともに船体が大きく揺ゆれ動いた。シャリアがよろけつつオペレーターに叫さけぶ。

「どうした？」

「敵空母よりミサイル攻こう撃げき。右う舷げん砲ほう塔とう部に被ひ弾だん、第23、28砲座、沈ちん黙もく。消火作業、急がせます」

「第二波、来ます。二時方向、距離一三〇〇」

「迎げい撃げきミサイル発射。レーザー主砲、エネルギーチャンバー充じゆう塡てん、全自動射撃用意」

　シャリアの的確な指示が飛ぶ。閃せん光こうがひらめき、飛来したミサイル群が次々に破は壊かいされていく。シャリアが反撃の指示を発しようとしたとき、香澄がそれを止めた。

「待て！　主砲、照準固定のまま待機」

「なぜです？」

「連中、退ひく気だ」

「退く？」

「砂嵐とともに接近し、適度に撃うち合って後退する。磁気のせいでこちらが自動追つい尾び型の兵器を使えない分、優位が保てるからな。見事なヒット・アンド・アウェイだ。ならばこちらは弾幕を厚くして被ひ害がいを最小限に抑おさえる。力を入れるとすれば追撃戦だ」

「なるほど。しかし何な故ぜそんな奇襲を？」

「それがさっきから気になっているのだ。陽動か、それとも脅きよう迫はくのつもりか。どちらにしろ逃にがしはしない。反応炉ろを臨界まで上げておけ」

　釈しやく然ぜんとしない様子で香澄が言ったとき、再び艦かん橋きようが大きく揺れた。

「ホーミング・レーザーです。右舷甲かん板ぱんに命中。第一装そう甲こう中破」

「エネルギー拡散粒りゆう子しの散布はどうした？」

「風のせいで思うようにフィールドが張れません」

「くっ。空母にしては重装備なことだ」

　いまいましげにシャリアが吐はき捨てる。

　通信士がヘッドホンをおさえて振ふり向き、告げる。

「ローゼンのカルマン殿どのが出撃要よう請せいを出しています。自機の匡きよう体たいで出たいと。どうします？」

　シャリアは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「勝手な真ま似ねをさせるな。引っ込んでいろと言え」

「引っ込んでろ」

　通信士がマイクにそのまま伝えたため、緊きん張ちようしていた艦内に笑いが生まれる。カルマンをうっとうしく感じているのはシャリア一人ではないらしい。

　香澄もわずかに微び笑しようして、モニター内の匡体戦に眼めを移した。

「匡体は何を出した？」

「巨きよ人じんアトラスと巨人ギガース、蛇じや神しんセトの三機です。いずれもシンカーはマードック隊の者です」

「敵は二機か。キマイラと……インドラだな。細かいデータが取れるか？」

「魔ま獣じゆうタイプ、神格値１２００、相密度３。ほぼ平均値です。雷らい神じんタイプは……し、神格値５０００、相密度６」

「ほう、手ごわいな」

　香澄はモニター内で二機の匡体を相手にしているインドラの力強い動きに見入った。

　インドラは両拳こぶしに輝く雷いかずちを握にぎりしめ、セトの尻尾しつぽの一いち撃げきをかいくぐり、その首を抱かかえ込むと蛇頭を強打した。電光がスパークし、さしもの蛇神も苦しげに悶もだえた。打たれた蛇の眼の付近の相が、白くかすんで効力を失っている。

　巻き込んで捕とらえようとする蛇体から、いち早く抜ぬけ出したインドラは、背後から接近していたアトラスを見み透すかしたように、自らの足元に雷撃を放った。

　砂が天高く吹ふき上がり、アトラスのシンカーは一いつ瞬しゆん、インドラの姿を見失った。視界が戻もどったとき、アトラスの背中の相に、異物がめりこんだ。一瞬の隙すきをつき背後に回ったインドラが、金剛杵ヴアジユラを深く背筋に打ち込んでいた。

「いかん」

　香澄の叫さけびと同時にインドラが印を結び、金剛杵ヴアジユラの柄つかに雷撃を送り込んだ。弾はじけるようにアトラスの相が四散し、消しよう滅めつした。球形の匡体本体がむき出しになる。逃にげようとする球を、インドラの無骨な手が捕らえた。掌てのひらから光がこぼれ、それきり匡体球は沈ちん黙もくした。

「なんて奴やつだ！」

　シャリアが全身を震ふるわせながら、モニターに怒いかりをぶつけた。

「逃げようとするシンカーにとどめを刺さした」

「違ちがうな、助けたのよ。微び弱じやくな電気でシンカーを気絶させたのだ。殺す気なら黒くろ焦こげにしているさ。味な真似をするではないか」

　香澄の紅あかい唇くちびるに笑えみが浮うかんでいた。艶つややかな花のつぼみがふいに開花したような笑いだった。すっと指揮シートから立ち上がる。

「出るおつもりですか」

「あの雷らい神じん、良い動きをする。あのような敵、久しく巡めぐりあわなかった。血が騒さわいで止められない」

　このたおやかな女性は、戦せん闘とうの歓よろこびに沸わき立つ血を持っているのだ。やれやれとでも言いたげにシャリアは香澄を見た。

「お父上の血筋ですかな。私の祖父も手を焼いたとこぼしておりました」

「苦労をかけてすまぬ。後を頼たのむ」

　身を翻ひるがえして香澄が艦かん橋きようを出ていく。振ふり袖そでが白い軌き跡せきを描えがいて回転した。その残像はシャリアの眼めに、幻まぼろしのように残った。
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「これで二対二」

　ふうっと肩かたで大きく息をつき、リーンはインドラの視覚で周囲を確かく認にんする。足元に無む抵てい抗こうになった匡きよう体たいを転がすと、砂の上でとぐろを巻き、憎ぞう悪おに燃えた眼で威い嚇かくしている蛇じや神しんに向き直った。

「リーンさーん。援えん護ごたのみますよー」

　通信機から真一の情けない声が聞こえてくる。

　キマイラはまだギガースと壮そう絶ぜつな格かく闘とう戦せんを繰くり広げていた。巨きよ人じんの棍こん棒ぼうのような腕うでで山や羊ぎの首を摑つかまれたキマイラは、苦しげにもがいている。

「もたせな、シン。男の子だろ」

「女でいいから助けてよー」

　こりゃ時間はかけられないなと思いつつ、リーンは、突とつ進しんしてくる蛇神セトに雷らい撃げきを放つ。空気を裂さいて走る閃せん光こうを、蛇へび特有のぬらりとした動きでかわしたセトは、燃えるように赤い口を全開にしてインドラに襲おそいかかる。

　インドラの腕が、寸前で蛇の両顎あごを捕とらえた。吞のみ込もうとするセトと、口を引き裂さこうとするインドラの間で力比べがはじまった。万まん力りきのようにのしかかってくるセトのパワーに、インドラは押おされ始めた。

「ちっ。パワーじゃ負けるのか。ならば！」

　リーンが思念を集中すると、インドラの腰こしの金剛杵ヴアジユラが、ひとりでに宙に浮うかび始めた。それはゆっくりと上じよう昇しようすると、開きっ放しのセトの口内に突つき刺ささった。

　蛇神が苦く悶もんの表情を示して大きくくねる。インドラはその口を閉めて片腕の脇わきで抑おさえ込み、金剛杵ヴアジユラに印を送った。

　ばふぅっ！

　蛇の口の中から電光が爆ばく発はつ的に四散し、一いつ瞬しゆんでセトの頭を吹ふき飛ばした。蛇体が二、三度のたうち、やがて実在感を失って消えていった。本体の球をインドラが蹴け飛とばす。

「二丁上がり。シン、待ってな。今行く」

「リーンさん、新手です！」

　真一の声に振ふり向いたリーンの足元を、滑すべるように走り抜ぬけた匡きよう体たい球きゆうがあった。

　インドラのそばをからかうように走行しながら、ゆっくりとそれは相を帯びた。相が固定すると、こちらに向き直る。

　男神である。髪かみをみずらに結ゆっているが、所々ほつれており、それが精せい悍かんさを際きわ立だたせている。見る者の眼めに沁しみ入るような白い貫かん頭とう衣いを着けて、刀かたな帯おびで腰こしの所を止めている。首には曲まが玉たまを連ねた首くび飾かざり。鋭するどい眼まな差ざしを持った日本神話系の神だった。長大で美しい剣を握にぎっている。

　リーンはただならぬものを感じて身構えた。

　インドラの操縦席の通信機が雑音を上げ始める。通信回線に、誰だれかが無理矢理侵しん入にゆうしてきたのだ。ややあって若い女の声が洩もれてきた。リーンは目前の匡きよう体たいのシンカーであることを直感した。

「聴きこえるか、インドラのシンカー。名を訊ききたい」

「そっちこそ何者だい？」

「なんと、女か。それもまだ若いな」

「あんただってそうだろう」

　屈くつ託たくのない笑い声が響ひびいてきた。

「確かにそうだ。私は焰えん光こう院いん香澄。敵の総大将といったところかな」

「焰光院？　ジャパンの焰光院財ざい閥ばつの一族か？　あのバカ、とんだ相手に喧けん嘩か売ったもんだ」

「バカというのは大槻守もり正まさという男のことか。悪あしざまに言うのだな。何だかかわいそうだ」

　今度はリーンが吹ふきだした。

「面おも白しろい女だね。気に入ったよ。あたしはリーンて名だ」

「リーン？　リーン・デューハースト？　西海岸マトリクスの出身か？」

「あたしはあんたみたいに有名人じゃないのに、よく知ってるね」

「シャリアにきいたことがある。匡体戦では右に出る者のない女じよ傑けつだと」

「よろしく言っといてよ、そのシャリアに。で、何の用だい？」

「聞きたいことがあってな。先ほど世話になったうちのシンカーのことだ。なぜ助けた？」

「殺せばよかった、って？　冷たいんだね。がっかりした。あんたは笑うかもしれないが、人間の命は使い捨てに出来るほど軽くないとあたしは思ってる。他人を犠ぎ牲せいにすることが、支配者の特権だと勘かん違ちがいしたバカどもが、地球をこんなにしちまったんだ。あたしは出来る範はん囲いで生命を大切にしてる。うちの大槻は確かにバカで陰いん険けんだけど、あんたみたいな冷たいことは言わないよ」

「怒おこるな。礼を言いたいのだ」

　声は、リーンの思わぬ激げつ昂こうに、少し当とう惑わくしているようだった。

「本当におかしな匡体乗りだな。おっと、愚ぐ弄ろうしているのではないぞ。誉ほめているのだ。私もお前の意見には共感する。共感はするが……」

　言葉がいったん途と切ぎれ、何か思案する気配があった。

「やはりそれとこれとは別だ。残念だがおまえを斬きらねばならん。我わがスサノオが相手をしよう」

「そうこなくっちゃね。矛む盾じゆんしてるかもしれないけど、あたしは戦せん闘とうが大好きさ。このゾクゾクする感じがたまらなくいい」

　言いながらリーンは金剛杵ヴアジユラをイメージした。空間に染しみのように浮うかび上がった金剛杵ヴアジユラが、インドラの手におさまる。

「私もだよ。私たちはよく似ているな。短い間だったが楽しかった」

　スサノオが水すい晶しようのように透すき通った剣の切っ先を、ゆっくりとインドラに向けた。日本神話においてヤマタノオロチの胎たい内ないより取りだしたと伝えられる神剣、草くさ薙なぎの剣つるぎである。

「またね。機会があれば」

　通信が途切れた。

　それは戦闘開始の合図でもあった。

　ゴォッと、幾いく条じようもの雷の竜りゆうが、先を争ってスサノオに殺さつ到とうする。スサノオ＝香澄は動かなかった。まるで微び風ふうにでもあたろうかとする風ふ情ぜいで光の束を眺ながめていたかと思うと、剣に両手を添そえ、雷の到達しようとする空間を、さっと薙ないだ。その一連の動作はため息が出るほど洗練されて美しく、フィルムのコマ送りのように網もう膜まくに灼やき付いた。雷たちが、その剣の軌き跡せきを追うかのように、不意に屈くつ折せつし、大気中に拡散した。

「炎ほのおさえ斬る草薙剣。生なま半はん可かな属性は効かぬよ」
















　インドラは突とつ進しんした。牽けん制せいの雷を放って剣の切っ先をそらす。雷属性を払はらうため、スサノオの剣が再び流れた。その瞬しゆん間かん、インドラの巨きよ体たいは沈しずみ込み、雷を帯びた拳こぶしを、スサノオの腹部に叩たたき込む。

　いや。叩き込むつもりだった。

　雷を払いにいった剣が、信じられぬスピードでひるがえり、斜ななめ上方から袈け裟さがけに打ち降ろされた。

「なにっ！」

　リーンは驚きよう愕がくした。前ぜん傾けい姿勢になっているインドラを、そのまま砂に倒たおれこませ、両手をバネにして、勘かんまかせに横っ飛びに逃のがれた。ほとんど無意識の回かい避ひ行動だった。考えていたら、間ま違ちがいなく、一刀両断にされていただろう。

　そのインドラの肩かたから背にかかるあたりを、草薙剣はとらえていた。赤しやく銅どう色の鎧よろいに鋭するどい亀き裂れつが走り、相が大きく乱れた。

　リーンは必死で相を修復し、体勢を立て直そうとする。砂の上を二転三転して距きよ離りをおくインドラを、スサノオは追わなかった。一歩も動かず、ぴたりと剣を正せい眼がんに構え、不動の姿勢を保っている。

「ほう、あれをかわしたか。さすがにシャリアの口にのぼるだけのことはある」

　香澄の賛辞に、答えるだけの余よ裕ゆうはリーンにはなかった。

　リーンの経験の中で、おそらく最強の敵であることが、いまの一瞬の攻こう防ぼうでわかっていた。これまで数多くの匡きよう体たい戦せんをこなし、優すぐれた体術を使う敵や、強力な属性を使う敵を、リーンはすべて打ち破ってきた。だが眼めの前の敵は格が違った。それでも不思議と恐きよう怖ふは感じない。逆に闘とう志しが沸わき上がってきた。

　インドラの前にふいに四つの金剛杵ヴアジユラが出現し、鳥のように宙を駆かけたかと思うと、スサノオを包囲するように砂地に突つき刺ささった。金剛杵ヴアジユラの尻しりには小さな紫し電でんが躍おどっている。インドラが跳とびすさって距きよ離りをとった。

「最大属性、インドラの矢。受けてみな」

　叫さけびとともに金剛杵ヴアジユラから雷が天に駆かけ昇のぼった。光の柱が暗雲に吸い込まれて消えた直後、耳をつんざく轟ごう音おんと共に、超ちよう特大の雷が光速で降下してきた。

　閃せん光こう。衝しよう撃げき。

　四つの金剛杵ヴアジユラの対角線の交点を正確に射い抜ぬき、落下点の砂を根こそぎ蒸発させ、それでも余ったエネルギーが放射状に地表を走った。光の強さに視界がブラックアウトし、次の瞬しゆん間かんは黒く灼やけ焦こげたクレーターが出現した。

「やったか！」

　思わず叫んだリーンは周囲を見み渡わたす。香澄の匡体は跡あと形かたもなかった。キマイラとギガースが動きを止めて、こちらを見入っている。動く物はない。

　リーンはほっと息をつき、額の汗あせをぬぐった。

「大槻、どうやら勝ったみたいだよ」

　背もたれに体重を預けながら、通信機に言ったリーンは、次の瞬間に絶句した。

　すり鉢ばち状にえぐれ、黒こく煙えんを上げる砂地の縁ふちに、スサノオがゆっくり立ち上がった。傷ついている様子はない。匡体内に再び香澄の声が響ひびいた。

「凄すごかったぞ、今のは。直撃していたら、さすがにスサノオも危なかった。だが次はこちらの番だな」

　声と同時に、初めてスサノオが動いた。地にかざした剣の切っ先を擦するようにして疾しつ走そうし、インドラの懐ふところに超スピードで飛び込んだ。

　リーンが動どう揺ようした一瞬のすきを突ついての攻こう撃げきだった。それでもリーンは無意識に上半身を後方へ反そらす。そのインドラの喉のど元もとを草くさ薙なぎの剣つるぎが裂さいた。インドラの相を構成している光こう粒りゆう子しが、血潮のように飛び散る。

「うぐっ」

　仰あお向むけに倒たおれたインドラの動きを、スサノオが足で封ふうじた。

　リーンは死期を悟った。のぞき込んで剣を振ふり上げるスサノオの姿が見える。頭が麻ま酔すいをかけられたように上う手まく働かなかった。

「大槻……」

　つぶやいて眼めを閉じる。だが死の剣は降ってこなかった。

「リーンさん！」

　叫さけび声に眼を開けると、スサノオに躍おどりかかっていくキマイラの姿が見えた。

「だめだ、シン！　よせ！」

　悲痛な声はすでに遅おそかった。キマイラに向かって、しなやかな銀光がほとばしり、果実のように山や羊ぎの首がはねとばされ宙を舞まった。キマイラの相が搔かき消え、むき出しの匡きよう体たい球きゆうが砂地に激げき突とつしてボールのように弾はずんだ。

「シン！」

　リーンの中に黒い怒いかりが吹ふき抜ぬけた。

「きさまっ！」

　リーンの激情に反応して、インドラの相が一時的に活性化した。

　跳はね起き、猛もう然ぜんと突とつ進しんする。防ぼう御ぎよもくそもない、力まかせの突進だった。

　スサノオの剣が、インドラの頭頂に真っ直すぐに振り降ろされる。かまわずインドラは右の二の腕うででそれを受けた。赤しやく銅どう色の籠こ手てが割れ、相に食い込んで刀身が止まった。

「むっ」

　香澄がうなる。スサノオに生まれた一いつ瞬しゆんの隙すきを、リーンは見み逃のがさなかった。スピードを乗せて、腰こしを入れた上段蹴げりがスサノオの顔面に襲おそいかかる。香澄がかろうじて腕を上げてブロックした。そのブロックごと、リーンは渾こん身しんの蹴りでふっとばした。

「ちいっ！」

　衝しよう撃げきに気を取られてリーンを見失った香澄は、舌打ちして不安定な姿勢のまま、突つきを放つ。追撃するために当然、踏ふみ込んで来るはずの空間に、インドラの姿はなかった。

　スサノオを蹴り飛ばすと、リーンはすかさず背を向けて、全力で逃にげ出していた。

　駆かけ抜けざまに砂中から真一の匡体をつかみ出すと、あとはまっしぐらに箱舟の方向に走り出す。

　香澄はあっけにとられている。

　名めい誉よだとか意地だとか、つまらないものにリーンはこだわらない。そんなものよりも今、優先すべきは仲間の命だ。相手が強ければ逃げるだけだ。生き延びてこそ再戦もできる。自分の負けを認めない依い怙こ地じさよりも、相手の強さを尊敬する素す直なおさをリーンは持っていた。

「シン、生きてるかい？」

「うえーん、こわかったよー」

「よかった。大槻っ、潮しお時どきだよ」

「そのようですね。あー、シンシアちゃん、シンシアちゃん、出番ですよー」

　間延びした大槻の声と共に、空母箱舟のカタパルトで、待機していたシンシアの匡きよう体たいが相を帯びた。

　アプサラス。ヒンドゥー神話の天てん女によである。短い腰衣をまとった美女だ。顔に薄うすい絹のヴェールをかけ、豊満な胸を惜おしげもなく、さらしている。額ひたい飾かざり、首飾り、胸飾り、腕うで輪わ、指輪、脚あし輪わ、といった装そう飾しよく品ひんをふんだんに飾り、それら全すべてに無数の鈴すずが付いていた。

　アプサラスが動くとともに、鈴がふるえ、しゃりーん、しゃりーん、と小気味よい音をたてた。

　鈴を打ち鳴らしてリズムをとり、アプサラスが舞まいを舞い始めた。甲かん板ぱんいっぱいにステップを踏ふみ、柔やわらかそうな四し肢しをゆるやかにくねらせる。

　美しい舞ぶ踏とうだった。霊れい妙みようなリズムと幻げん想そう的な動きが、見る者を否いや応おうなく引き込まずにはおかない、そんな踊おどりだった。

　スサノオもギガースも、焰えん光こう院いんの二隻せきの戦せん艦かんさえ、状じよう況きようを忘れて神舞に見とれていた。

　やがて空母の上で舞う天女が、少しずつ二重写しに見え始めた。背後の景色も、なにやら原色の絵の具が水に流れているように、色合がおかしくなっている。地面が消え、地に足がついているという感覚がなくなった。

「やられた！　幻力マーヤーだ！」

　香澄が愕がく然ぜんとして、悔くやしげに叫さけぶ。

「見るな！　動くな！　感覚を遮しや断だんしろ！　幻力マーヤー結界に引きずり込まれるぞ」

　指示して自らも、匡体と五感の連結を閉じる。

　幻力マーヤーは匡体の属性の一種である。簡単に言えば幻術だ。幻まぼろしを見せて敵の混乱を誘さそう。直接的な殺傷力はないが、使い方しだいで強力な対たい抗こう手段になる。

　シンシアのアプサラスは、この幻力マーヤー属性を持つ匡体なのだ。

　じりじりするような時間が流れた。香澄の体感時間で一五分ほどすると、幻力マーヤー結界は消えた。

　目を開けると、箱舟やインドラの姿は当然のようになく、遥はるかかなたの砂さ丘きゆうを黒い点が移動していた。

　あざやかな逃にげっぷりだった。みごとな手て際ぎわのよさだ。

　ふいに香澄の中におかしさがこみ上げてきた。こらえきれずに香澄は大声で笑いだした。勝利の笑いでも、侮ぶ蔑べつの笑いでもない、何かすがすがしい笑いだった。

「どうなさいました？　焰光院様？」

　シャリアの心配げな声が聞こえてくる。

　スピーカーにおもいきり口を寄せて香澄は言い放った。

「追うぞ！　奴やつら手ごわい。それにひさびさに気持ちのいい敵だ！」
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「反応炉ろ全開！　空母と戦せん艦かんでは船速が違ちがうはずだ。追いつけよ」

　匡きよう体たいの回収をすませ、白びやく蓮れんの艦橋に戻もどってきた香澄は上じよう機き嫌げんだった。

「ご苦労だった。索さく敵てき班はん以外の者は少し休め」

「お疲つかれさまでした。あいかわらず見事な太た刀ちさばき。シャリア、感服いたしました」

「よく言うわ。ヒヤヒヤして見ていたくせに」

　シャリアと交かわす軽口の間にも思わず笑えみがほころんでしまう。

　艦橋のクルーたちは、一様に楽しげな香澄に見とれていた。普ふ段だんは近寄りがたい高貴な雰ふん囲い気きをまとっている女性であり、ときおり悲しげな表情は見せることがあったが、年ねん齢れい相応の無む邪じや気きな笑顔はあまり見られなかった。

　老航法士タリスがシャリアにささやいた。

「なにやら姫ひめ様は上機嫌ではないか」

「よほど連中が気に入られたらしいな。実によい顔で笑いなされる」

「あの敵を下手に叩たたき潰つぶすと、逆に姫様の怒いかりを買うかもしれんぞ」

　タリスの冗じよう談だんにシャリアは笑った。そして香澄の笑顔が見られるなら、一生あの敵を追い続けてもいいと、半ば本気で思った。

「何をコソコソ話しておる。陰かげ口ぐちなら本人のいないところで叩くものだぞ」

「めっそうもございません。焰えん光こう院いん様を悪あしく言う者がおれば、このシャリア、生かしてはおきません」

　シャリアが真顔で答えるので、香澄はますます笑みをほころばせた。

　いつになく華はなやいだ艦橋の雰囲気の中で、香澄はモニター内の荒こう涼りようとした砂さ漠ばくを楽しげに見つめた。追つい跡せき中の空母箱はこ舟ぶねは、依い然ぜん黒い点としか映っていない。かなりの距きよ離りを稼がれたようだ。追跡開始から一時間が過ぎても、その距離は変わらなかった。

　手持ち無ぶ沙さ汰たに、香澄がシャリアを呼ぶ。

「そういえばシャリアよ。あのインドラのシンカー、以前おまえから聞いたリーンという女だったよ」

　そう聞いてシャリアは意外そうな顔をした。

「リーン・デューハーストでございますか。ほう、それは……」

「どうした？　何か引っかかるのか？」

「いえ、わたしは直接の面識はありませんが、その者の匡きよう体たい戦を見たことがあります。あの女ならば焰光院様とあそこまでやれたのも不思議ではありません。ですが、てっきり死んだものだと思っておりました」

「死んだと？」

「かの者の所属していた海洋マトリクスの匡体部隊、数年前どこぞで全ぜん滅めつしたと聞いておりましたので。リーンもその時、鬼き籍せきに入ったのだろうと……」

　香澄はふと眉まゆをひそめた。何か心に引っかかるものを感じたのだ。

「シャリア、気になる。大槻キャラバンに関する情報を集めてくれ」

「ただちに」

「いや待て。後でいい。追いつめて、もう一戦。それで潰つぶれるような敵ならば、わたしの勘かんぐりすぎであろう」

　自分に言い聞かせるように言うと、再び、モニターに目を移した。

　箱舟との距離はいっこうに縮まらない。周囲の砂漠地形が変化してきていた。砂質が細かく柔やわらかくなってきている。岩一つない完全な砂の世界に入ろうとしているのだ。

　柔らかすぎる大地を白びやく蓮れんの推進圧スタビライザが捕とらえきれず、艦かんが大きく上下にノッキングを始めた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　シャリアに航法士のタリスが答える。

「艦の運行に支障はない。速度は出ないがね。しかし、大槻という男もいい船をもっとるな。巡じゆん航こう戦艦並みの速さをたもっとる」

　タリスの言葉に、香澄は何を思ったか、手元のモニターを拡大モードに切り換かえた。顔色を変えてしばらく空母のアップを凝ぎよう視しした後、突とつ然ぜん、忍しのび笑いを洩もらし始めた。ぎょっ、としてクルーたちが見守る。

「いかがなさいました？」

「ふふ……くくっ……これが笑わずにおられるか。またやられた。全艦回頭一八〇度」

「なぜでございますか？」

「わからぬか、よく見よ」

　香澄は中央モニターに大おお映うつしにされた箱舟のダークブルーの船体を指さした。確かに何か違い和わ感かんを感じさせる。

「影かげがないだろう」

「あっ！」

　一いつ斉せいに叫さけび声が上がった。強きよう烈れつな日差しを受けて蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめく空母には、当然あるべき地に落とす影がなかった。

「ということは……」

「幻力マーヤーよ。我らは幻まぼろしを追っていたのよ」

　香澄はさも楽しげに言った。

「連中、あの場所から動かなかったのだ。動けばソナーに反応が出るからな。我らは敵の目と鼻の先を、幻を追って通り過ぎてきたことになる」

「何という大だい胆たんな」

「蘭らん州しゆうとまるで違ちがう方向に逃にげた時に気付くべきだった。それにしても楽しませてくれる」

　だまされた悔くやしさは香澄の中にわいてこなかった。インドラの鮮あざやかな逃にげっぷりといい、この幻力マーヤーといい、保身に関する徹てつ底ていしたプロ根こん性じようさえ感じられる。

　それが小気味よかった。

　白びやく蓮れんと残ざん鶯おうが相次いで方向を戻もどし始める。ところが回頭を終えて、反応炉ろを全開にという段階になって、突とつ然ぜん、残鶯の船体がかしぎ始めた。次いで白蓮にも急制動がかかる。

「どうした？」

　あわただしく各セクションと連れん絡らくが交かわされる。通信士の報告を聞いて、香澄の笑えみは苦笑いに変わった。

「流砂……か」

　シャリアが無念そうな顔をする。

　残鶯の艦かん首しゆははっきりわかるほど砂の海に大きくめり込んでいた。

「うかつでした。この地帯へ誘さそい込むのが目的で、あんな奇き襲しゆうをかけてきたのですな。完敗です。機能回復と脱だつ出しゆつに二日はかかるかと」

　白蓮の艦橋も少しずつ傾かたむいていく。

　何ごとかを思い出したらしく、香澄が苦にが々にがしげに宙につぶやいた。

「なるほど。確かにそのとおりだ」

「は？　何がでございますか」

「リーン・デューハーストが言っていた。大槻という男、とても陰いん険けんだと」
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　ギルガメッシュの後部キャビン、簡易型の仮か眠みん室で少女が眠ねむっている。

　十五、六歳さいくらいの美しい少女だ。雪解けの水に濡ぬれて光っているかのような、黒く長い睫まつげが印象的である。色白で、面おもざしにどこかはかないものを秘ひめていた。

　古こ城じよう宴えんは少女の額の濡れ手ぬぐいを取り替かえながら、そっとため息をついた。

　匡きよう体たい中に眠っていた美少女。名は何というのだろう。何ど処こから来たのだろう。なぜ砂の中に眠っていたのだろう。

　いろいろな疑問が、少女を見つめていると頭の中をよぎる。宴に助けられ、腕うでの中で眠りについたあと、少女はもう半日も目覚める気配はなかった。

　少女が乗っていた匡体は砂に埋うもれて百年は経過していた。おそらく聖戦当時のものだろう。だとすれば少女は一世紀あまり冷れい凍とう冬眠で過ごしたことになる。目を覚ませば、誰だれ一人頼たよれる者のいない、遥はるかな未来に放ほうり出されたことを知るのだ。そう思うと宴は胸の締しめつけられる気持ちがした。

　そっとシーツをかけ直して、起こさないように気を配りながら仮眠室を出る。

　仮眠室の扉とびらを閉めて振ふり向いたとたん、強きよう烈れつなラリアットが飛んできた。

「げっ」

　のどを押さえてよろけた背中に、今度はフライング・クロス・チョップがヒットした。

「ぐっ……。痛えじゃないか、てめえらっ！」

　宴が怒ど鳴なると、祐ゆう太たと忍しのぶはニタニタ笑いながら唇くちびるに指をあてた。

「静かに、静かに」

「穏おん便びんにいこう、穏便に」

　肩かたにおかれた手を弾はじいて、小声で宴が怒鳴る。

「何が穏便にだっ！　すげー痛かったぞっ！」

「いやあ、がらにもなくシリアスな顔してるもんで、思わず元気づけてやろうと」

「そのとおり。すべて友情のなせるわざさっ。笑って許してやりたまえよ」

　宴は顔をしかめながら、二人をにらみつける。

「本音は？」

　祐太が笑いながら宴にヘッドロックをかけてきた。

「このやろう！　一人だけあんな可愛かわいい娘と仲良くなりやがって」

「そうだ。何が守ってあげるだ。ぬけがけは死罪だぞっ」

「痛えよ。くそっ、こうだっ」

　宴が反はん撃げきに出て、たちまち狭せまい通路で格かく闘とうがはじまった。悲鳴と歓かん声せいと壁かべを打つ音が五分ほど続いた。

　仮眠室のドアが細く開いたとき、宴はスリーパー・ホールドをかけられ、手足をバタつかせてうめいていた。ドアの隙すき間まから、おずおずと少女の不安げな顔がのぞく。

「あ、やあ、起こしちゃった？」

　とっさに笑え顔がおを向けようとするが、この格好ではどうにもサマにならない。

「離はなせよっ！　彼かの女じよ、おびえてるじゃないか」

　祐太の頭を殴なぐりつけ、忍の尻しりを蹴け飛とばして、やっと少女に向き直る。少女の可愛らしい顔と向き合うと、宴は心臓の鼓こ動どうが高まるのがわかった。

「あー、えっと、お、おはよう」

「何言ってんだよ、おまえ。ほら、こういう時はとりあえず自己紹しよう介かいからだ」

「こ、古城宴です。こっちは折おり原はら祐太。そっちが寺てら田だ忍。安心してよ、絶対に怪あやしい者じゃないから」

「よろしくっ!!」

　祐太と忍が並んでＶサインを出す。とまどっていた少女の表情が少し和なごんだ。宴の言葉を信じたようだった。少女は宴に訊たずねた。

「あのう、私、どうしてたんですか？」

「あのね、驚おどろかないで聞いて欲ほしい。君は長い間、匡きよう体たいの中にいたんだ。冷れい凍とう冬とう眠みんの状態でね」

「きょうたい？」

「知らないの？　神格匡体。君が乗ってた乗り物だよ。その中で君はずっと眠ねむってたんだ。僕ぼくらが匡体を掘ほり出すまでね」

「眠ってたって、どのくらいですか？」

　宴は慎しん重ちように切り出した。

「……おそらく百年以上」

　少女の顔には何の感情の揺ゆらめきも起こらなかった。ぽかんとした表情のままうなずく。

「そうですか……」

「そうですかって……驚かないの？」

　肩かたすかしを喰くらった宴たちが聞き返すと、少女はこめかみを押おさえ、苦しげにかぶりを振ふった。

「あの、私、いったい誰だれなんでしょう？　ここはどこなんですか？　さっきから考えてるけど、思い出せないんです」

　宴たちは顔を見合わせた。
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「結論から言っちまうとだ」

　ギルガメッシュに設置された医い療りようコンピュータのデータを読みとりながら忍が言った。

「君は記き憶おく喪そう失しつだ」

「きおくそうしつ!?」

「うーん。まさしく、絵に描かいたようなヒロイン」

　うなった祐太に宴が喰ってかかる。

「こら、そんな言い方失礼だぞ」

「しかも、冷凍冬眠の後こう遺い症しようとか、ショックによる一時的なものじゃない。箱はこ舟ぶねでよく検査しなきゃ確かなことは言えないけど、誰かに頭の中をいじられた形けい跡せきがある。人じん為い的な記憶の削さく除じよ。君の記憶は誰かに消されたんだ」

「んなことができるわけ？」

「百年前ならできただろ」

　少女は無言でＣＴスキャナの架か台だいから降りた。うつむきながら頭に張り付けた電極トロードを外していく。その横顔は底しれぬ寂さびしさにかげっていた。宴がいちばん見たくないと思い、見ることを恐おそれていた表情だった。

「私、誰なんだろ。ここが何ど処こなのか、昔どんなとこにいたのか。生まれた場所も、誰かの顔も、何も思い出せない。……お母さんの顔も思い出せないなんて……」

　みるみる黒い硝子がらす細工のような瞳ひとみに涙なみだが盛り上がっていく。その細い肩かたに誰も声をかけられなかった。

　暗い雰ふん囲い気きに耐たえられなくなって、祐太が宴の肩をどついた。

「宴、お前が泣かせたんだぞ。責任とれ」

「しっかりなぐさめてやれよ。おれたちゃ、ちょいとヤボ用思い出したから」

　軽く手を上げて、そそくさと計算室を出ていく。後に残された宴は気まずそうに苦笑いした。

「あれで気を遣つかってるつもりなんだ。わらっちゃうね」

　少女は泣いてるような笑ってるような曖あい昧まいな表情で静かに首を振ふった。宴はいたたまれなくなって思わず少女の腕うでをとった。

「元気だしてよ。そのうち記き憶おくも戻もどってくるって。それにさ、僕らの母ぼ艦かんの箱舟にはすごい医療設備が備わってるから、案外そこいけば簡単に戻せるかもよ。あ、それに初めて会ったとき夢の話してたじゃない。あれが何か君の過去と関係あるかも」

「夢？　私、何か言いました？」

「ほら、天敵とか何とか……。よく憶おぼえてないけど」

　少女の顔は晴れなかった。視線は下を向いたままだ。宴は自分の無力さに歯は嚙がみしたい気分だった。

「私、みなさんにご迷めい惑わくをかけるかもしれません。何だかとっても嫌いや気分なんです。私はここにいちゃいけないって、そんな気がするんです」

　少女の瞳ひとみから堰せきを切ったように涙が流れ出していた。肩が今にも崩くずれそうなほど小さく見えた。

　宴は決心して、自分自身に宣言するように毅き然ぜんと胸を張った。

「僕は約束したんだ。君は寝ねぼけててよく憶えてないかもしれないけど、僕は君を守るって誓ちかったんだ。記憶がなくって不安なのはわかるけど、でも君は一人じゃないよ。僕が守る。絶対。だから泣かないで」

　少女の瞳ひとみが大きく開いた。宴の必死の情熱は、ストレートに少女の心に響ひびいたようだった。少女は蒼あおいストールのはしであふれかけた涙なみだをぬぐい、真っ直すぐに宴を見つめた。今度は確かに笑っていた。

「憶えてます、古城……君。私を守るって言ってくれたの。とってもうれしかった」

　宴は少しほっとして頭を搔かいた。少女の笑え顔がおがたまらなく気持ちよかった。少女に異常接近している自分に気付き、ますます照れて赤くなった。

　腕をパッと離はなして、目をそらし、ごまかそうと言葉を重ねる。

「それにさ、記憶なんて自然に積み重なっていくものだろ。たとえ今までの分がなくたって、これから楽しい思い出がどんどん出来るって。いろんな物を見て、いろんな所へ行って幸せな記憶をいっぱい作ればいい。何でも僕が教えるよ」

「じゃあ、さっそく聞きたいことがあるんです」

　宴は咳せき払ばらいして下を向く。

「あー、何でもどうぞ」

　少女もうつむきながら言った。

「……古城君のこと……教えて下さい……」
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「あちいー」

「暑いよー」

　祐太と忍は砂さ漠ばくのうだるような暑さの中で、発はつ掘くつ作業を続行していた。匡きよう体たいを掘ほり出してすでに一日が経過している。

　箱はこ舟ぶねからは何の連れん絡らくもない。過重労働だと文句をたれる相手がいないのはつらかった。

　いいかげん砂の積み出しにあきあきした忍が、掘くつ削さく機きの陰かげに座すわり込む。祐太もその横に倒たおれ込んできた。

「死んじまうよ、まったく。俺おれたちゃ戦せん闘とう要員じゃなかったのか。箱舟に帰りてー」

「シンシアちゃんにあいたいって？」

　祐太はキッとなって何か言いかけたが、そのまま地につっぷした。

「やめよう。いま戦ったらマジに心臓が止まる」

「宴を少しは見習えば？」

「そういや宴はどうしたんだ」

「匡体を調べてる。かわいこちゃんと一いつ緒しよに」

「う、うらやましい」

　本心でそうつぶやいて、祐太はフッと真しん剣けんな表情でギルガメッシュの駐とめてある方を仰あおいだ。

「忍よ。どう思う、あの娘？」

「好みだ。美人だし、きゃしゃな身体からだつきに見えるが、胸はけっこう……」

「そうじゃねえ！　うさんくさくないかっていってんの。普ふ通つうじゃねぇ」

「そりゃあ、まあ普通の人は記き憶おく抜ぬかれて百年も砂ん中にゃいないわな」

　祐太の強い視線を、忍はフードを被かぶってかわした。

「わかってるよ。でも、彼かの女じよの記憶喪そう失しつは本物だ。頭の中におかしな埋うめ込みもないし、思考を操作されている形けい跡せきもない。過去に何があったか知らんが、あの娘は被ひ害がい者しやだと思うぜ。祐太先生は考え過ぎ」

「宴はずいぶんあの娘に入れこんでる。何かあってからじゃ遅おそい」

「ああん[image: ハート]　祐太って友達思いなのね。シンシア、ますます好きになっちゃう[image: ハート]」

「死ね」

　暑さにめまいを感じながらも、サンドスニーカーの靴くつ底ぞこで忍に蹴けりをいれようとした時、頭上から声が降ってきた。

　見上げるとすっかり明るさを取り戻もどした少女が、すり鉢ばち状に掘ほった穴の縁ふちで無む邪じや気きに手を振ふっていた。

「祐太さーん、忍さーん。お食事でーす」

「あいよー」

　条件反射で笑え顔がおを返してしまった祐太を、忍が腹を抱かかえて笑う。

「なっ、いい娘だろ」

　言って忍は昇しよう降こう機きの方へ歩きだした。

　匡きよう体たいのそばで宴が幸福そうな顔で二人を迎むかえた。少女が見ているので殺意をおさえ、ひきつった笑顔を向ける。

　ギルガメッシュの後部キャビンに入ると、やっと人ひと心ごこ地ちがついた。同時に空腹感に襲おそわれ、ダイニングに飛び込むと、携けい帯たい食しよくとは比ひ較かくにならない豪ごう華かな料理がテーブルに並べられていた。

「お口に合うかどうか」

　携帯食料に味付けした、少女の手料理だった。祐太は、かたわらのマッシュポテトを一さじ口の中に入れた。文句無しの味だった。

「う、うまい。シンシアの手料理なんかとはわけがちがう」

「おまえ、そんなもん作ってもらってたのか」

　祐太は皿から直じかにかき込みながら、涙なみだを流して感動していた。

「う、う、あんたはいい人だ。俺は自分が恥はずかしい」

「単純な奴やつ」

　宴も肉料理を一口食べて言った。

「うん、うまい」

「よかった」

　少女の顔がパッと明るくなる。

　祐太と忍は見ないふりをして、料理を胃い袋ぶくろに詰つめ込みはじめた。しばらく一心にご馳ち走そうと戦った後、忍が口の中をミートソースで一いつ杯ぱいにしながら、ふと思いついたように発言する。

「ところでさあ、彼女、とりあえず名前がいるんじゃないの」

「記き憶おく喪そう失しつなんだからさ、好きな名前を名乗ればいいんじゃない」

「キュートなやつがいいよな」

「え、そう言われても……みなさん付けて下さい」

　祐太と忍の目がきらめいた。
















「砂の中にいたからスナ子」

「バカ、忍。んなダサいの却きや下か。彼女はジョセフィーヌ。俺が好きな名前だから」

「お前らどういうセンスしてんだよ」

　宴の皿から空から揚あげをひったくりながら、忍が口をとがらせる。

「あっ、言ったな。宴、お前なんか考えてんのかよ」

「彼女の名前ならぴったりのやつがあるじゃん」

「なんだよ、てめえ。つまんなかったら殺すぞ」

　鳥肉を奪だつ回かいしつつ、宴が言葉をついだ。

「匡きよう体たいハヌマーンに護まもられてた美女ったら、あれしかないだろ。彼女はシータだ」

「シータ」

　祐太と忍が唱和する。

　シータは古代インドに伝わる神話『ラーマーヤナ』のヒロインである。主人公ラーマ王子の貞てい節せつな妃きさきであり、その美しさに目をつけた魔ま王おうラーヴァナにさらわれ、ラーマ王子と猿神ハヌマーンに助けられている。

　少女の清せい楚そな印象は、インドの絢けん爛らんたる神話に描えがかれた美しい神妃と重なる部分があった。

「へぇ。冴さえてるじゃんか、宴」

「だろ、だろ」

「よし、決定！　君は今日からシータちゃんだ」

　拍はく手しゆの中で、少女は恥はずかしそうに小さくうなずいた。
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　白びやく蓮れんの白くペイントされた重層甲かん板ぱんを、苛いら立だたしげに踏ふみつける革かわ靴ぐつがあった。全長二五〇メートルにおよぶ船体のちょうど中ほど、銀色にかがやく第一砲ほう塔とうの裏にカルマン・カーチスが立っている。

　背広の上から遮しや熱ねつコートを着込んでいるが、顔面は汗あせが吹ふき出しており、そこに砂がじっとりと張り付いていた。

　戦せん艦かん白蓮・残ざん鶯おうでは、流砂によってかしいだ船体の復旧作業が続けられていた。匡体を使用して足場の補強と脱だつ出しゆつ作業が行われている。

　甲板には機材をかついで忙いそがしげに走り回る作業員たちがいたが、カルマンの姿に目を止める者はあまりいない。たまに向けられる視線も決して好意的ではなく、あからさまではないにしろ、侮ぶ蔑べつの色が感じられた。

　焰えん光こう院いん香か澄すみとカルマンの一件は、またたく間に噂うわさとして艦内に広まっていた。この傭よう兵へい部隊は焰光院に対する尋じん常じようでない忠誠心によって結びついており、部外者であり、香澄を侮ぶ辱じよくした男に対する風当たり厳きびしくなるのは当然であった。

　口の中でざらつく砂を忌いま々いましげに吐はき出しながら、カルマンは神経質に周囲をうかがった。おもむろに足もとのスーツケースを抱かかえると艦橋の基底部の物もの陰かげへ滑すべるように入っていく。

　慎しん重ちように周囲をうかがい、誰だれも見られなかったことを確かく認にんすると、カルマンはスーツケースを開いた。

　配線図が数枚と、あとは通信機らしい機械が入っていた。

　カルマンは配線図を取り出し、丹たん念ねんに周囲の壁かべを探さぐっていく。その動作は、牢ろう獄ごくの壁に隙すき間まを探す囚しゆう人じんにも似て、どこか偏へん執しゆう的だった。

　やがてカルマンは目的のものを見つけたらしく、ドライバーで壁の一部をこじ開けた。

「外部発信用の通信端たん末まつ……」

　つぶやいて、どこから手にいれたのか、白蓮の通信線図と照合しながら、スーツケースの機械と細かくコードを接続していく。

　作業が完かん了りようすると、青白い顔を大きく歪ゆがめて笑った。

「あのアバズレ女め。自分の失敗を棚たなに上げて、よくもこの俺おれを侮辱してくれたな。焰光院め。俺は貴様のように世界の舞ぶ台たいから転がり落ちた負け犬とは違ちがうのだ。いずれはローゼンフェイトを、そしてさらに上をこの手に摑つかむ男さ。その違いをわからせてやる」

　延々と呪じゆ詛その言葉をまき散らしながら、カルマンはケースの周波数ダイヤルを回し続けた。携けい帯たい通信機から機械的な合成音が流れてきた。

「この周波数はローゼンフェイト社の業務連れん絡らく専用チャンネルです。部外者の使用は企き業ぎようの相そう互ご提てい携けい条例に違い反はん……」

　カルマンはかまわず暗号コードを読み上げる。

「声せい紋もん確認。中国西域支部・統とう括かつ管理四課課長、カルマン・カーチス様。ご用件は？」

「防衛三課のビヨイト・ソロジーにつなげ。大至急だ」

　一いつ拍ぱくの間をおいて、野太い、腹の底から響ひびいてくるような男の声に切り替かわった。

「よう、カルマン。おまえ、西域の閑かん職しよくにとばされたんだってな。中央で俺の上にいた頃ころにゃ、さんざん威い張ばり散らしてくれて、ありがとうよ。じゃあな」

「ビヨイト。いい話がある。一口乗れ」

「ごめんだね。てめえにはめられて落ちて行った奴やつを何人も見てるからな。てめえみたいな野心家に手を貸すのは金輪際、断るね」

「聞け、ビヨイト。おまえを蹴け落おとそうって気はない。むしろ、出し抜ぬいてもらいたい奴がいるんだ。本社に帰りたいとは思わんか」

　カルマンの誘さそい込むような口調に、思わずビヨイトは考え込んだ。

　カルマンが冷れい徹てつで計算高く、利の追求に貪どん欲よくなことは痛いほど知っていた。だからこそ、お互たがいの利益になることならば、信用できるのではないか。ちらりとそう思ったのだ。頭の中で素す早ばやく算そろ盤ばんが弾はじかれる。

「よし。一応話だけは聞いてやる」

「俺は今、焰光院の戦せん艦かんからの通信システムに割り込んで、おまえと話してる。連中に聞かれたくない話だ。この艦は今、身動きがとれない」

「焰光院財ざい閥ばつを敵に回すのか。何年か前に、事故で東京シティを丸ごと滅ほろぼしちまったっていう……」

　ビヨイトの気き後おくれした声を、カルマンは無視して続けた。

「おまえのいる地区の近くに蘭らん州しゆうの遺い跡せきがあるはずだ。焰光院が守備していたのだが、三日前、名もないキャラバンに強ごう奪だつされた。遺跡には今、そのキャラバンのわずかな発はつ掘くつ隊しか残っていないはずだ。焰光院よりも早く遺跡が奪回できれば、貴様の株も上がるだろう」

「面おも白しろい話だが信用できんな。貴様に何の得がある？」

「通報者が俺だということを上に報告してくれればそれでいいさ。そして俺は焰光院に対して溜りゆう飲いんを下げられる」

　通信機の向こうでビヨイトが詮せん索さくしている様子が伝わってきた。

「信用はしない。しないが、一応調べてみる価値はありそうだ。偵てい察さつを出そう」

「そうだ。それでいい。おまえは以前から優ゆう秀しゆうな男だった」

「あんたの下にいるとき、その言葉を聞きたかったね」

　痛つう烈れつな皮肉を平然と受け流し、カルマンは通信を切った。

　なに食わぬ顔で、通路を抜け出し、甲かん板ぱんを行き交かうクルーたちに片手を上げて挨あい拶さつをすると、艦橋へ歩きだした。







　第五章　ハヌマーン顕けん現げん
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　地平線の彼方かなたから差し込んでくる朝日が紫むらさき色いろの闇やみを駆く逐ちくし、四日目の朝が訪おとずれようとしていた。夜になると零れい下かにまで下がる砂さ漠ばくの気温は、明け方と夕暮れのみ、生き物にとって快適な温度を提供する。その数時間は、厳格な母親が時折かいま見せる優やさしさのように、砂漠を旅する者の心に染しみ込んでくる。

　ギルガメッシュのハッチが開いて、パジャマ姿の祐ゆう太たと忍しのぶが顔を出した。身体からだの節々を伸のばし、眠ねむそうに欠伸あくびをする。装そう甲こう版ばんの上に立ってラジオ体操を始めた。

「うーん。すがすがしい朝だな」

「あー、身体からだ痛てえ」

　後部キャビンの仮か眠みん室しつをシータに譲ゆずっているため、男組はコクピットの座席と床ゆかで寝ねているのである。屈くつ伸しんをするたび手足の関節がポキポキ鳴った。

「今日こそ来るだろーな、箱はこ舟ぶね」

「来なかったらこの戦車、売っぱらっちまおう」

「馬ば鹿かやろ、ギルガメッシュを売るくらいならおまえを売る」

　軽口を叩たたき合いながら、忍がふと、あたりを見み渡わたした。

「なあ、宴えんは？」

「宴？　確かおまえの隣となりで寝て……あのやろ！」

　はっと顔を見合わせた二人は、裸足はだしのまま飛び降りて、少女の寝ている後部キャビンに駆かけよる。

　ちょうど分厚いドアが開いて、蒼あおいストールをまとった少女が出てくるところだった。

「あ、おはようございます」

「お、おはよ」

「シータちゃん。宴が夜よ這ばい……いや、遊びに来なかった？」

「古こ城じよう君？　いいえ、見てませんよ」

　きょとんとした顔で少女が答え、それぞれ顔を見合わせた。

　見回すと、キャビンわきにつながれた匡きよう体たいの上で、作業用のチューブ・ライトが、朝日の中に光を失いかけている。匡体のハッチが大きく前に倒たおれ込んでおり、内部に人ひと影かげがあった。

　三人が駆けよるとディスプレイの瞬またたきに顔を照らしだされながら、宴が微笑ほほえんだ。

「ああ、おはよう」

「おまえ、徹てつ夜や？」

「よーやる」

「何してたんですか？」

「ふっふっふっ。まあ見たまえ」

　操作卓コンソールをいじると、緩かん衝しようフレームが降りてきて宴が座すわる操縦席を固定する。各計器類が噴ふき上げるように蛍けい光こう色の光を灯ともし、作動し始めた。全天候モニターが外部の様子を鮮せん明めいに映し出す。電子音が満ち溢あふれ、匡体内部は、春の訪おとずれに沸わく野のように、活気づいた。

「まさか、これ、動くのかよ」

「動力管制コンピュータ起こすのに一晩かかった。でも、もうほとんど元の状態で動くよ。後はシンカーだけ」

「さっすが宴。シータちゃん、こいつね、メカの天才なんだ。もっともそれしか取り柄えがないが」

「戦車動かすだけが能のおまえに言われたかないぞ」

　宴の指がピアノの鍵けん盤ばんを叩くように、さらに操作卓コンソールの上をすべる。

　モニター上に分ぶん割かつ表示された小画面が次々と切り替かわり、様々な角度からの砂さ漠ばくの地形図やデータ数字を映し出した。

「広角カメラだよ。周囲三キロ四方は完全にカヴァーできる。これが可変指向性ソナー。こっちが感熱センサー。箱舟の艦かん橋きようみたいだろ。そんでもって……」

　宴の正面のフレームがふいに月色の光を放ち始めた。浮うかび上がった光の粒りゆう子しは、集まって陽炎かげろうのようにゆらゆらと揺ゆれる。光のエーテルは、水しぶきのように拡散し、そしてまた一点に凝ぎよう縮しゆくする。一五センチくらいの炎ほのおが複雑に絡からまり合いながら躍おどっているようにも見えた。

「イメージ造形用のホログラムだよ。想像力象しよう化かフレームに直結している。シンカーは、これを使って相の全体像を整えるのさ。モニターのかわりにもなる」

「よーわからん」

「で、つまり、この匡きよう体たいはもう相を帯びることができるわけか」

「そーゆーこと。後はシンカーのシータがのるだけ」

「そのことだけど」

　忍が口をはさんだ。

「どうもシータちゃんはハヌマーンのシンカーじゃないみたいだぜ。彼かの女じよの脳波、αβθδ波、どれも象化フレームの適性に合ってない。彼女の記き憶おく走査したとき気が付いたんだけどね」

「シンカーじゃない？　じゃ、どうして匡体に乗ってたの？」

　匡体からの鋭するどい警告音が会話を打ち切った。装備されている様々なセンサーが、めまぐるしく活動を開始し始めた。モニターが勝手に切り替わり、上空から飛来する高速迎げい撃げき機きの姿をとらえた。

　すでに戦術コンピュータが、脅きよう威い対象と判断して臨戦態勢をとっている。

　祐太がモニターをのぞき込んで、声を上げた。

「うわっ、まずいぞ。この機種はローゼンフェイトが使ってるやつだ」

「敵来るなんて聞いてねーぞ」

「九時の方向、高度三〇〇〇、蹴きよ離り八〇〇〇。速いよ。逃にげきれそうにない。どうする？」

「きまってんだろ。白旗あげるにゃ遅おそすぎるさ。忍、戦車起動しろ。シータ、ギルガメッシュの後部キャビンに隠かくれてるんだ」

　祐太はてきぱきと指示をすると、自らも戦車の方へ駆かけ出そうとする。そして緩かん衝しようフレームから抜ぬけでようとする宴をあわてて抑おさえた。

「宴。おまえはそのままでいい」

「え？　なんで？」

「おまえはその匡きよう体たいで迎むかえ撃うつんだよ」

「む、無茶言うな。僕ぼくはシンカーじゃないんだぞ」

「才能あるさ、何とかしろよ。匡体の動かし方知ってんの、おまえだけなんだ」

　当とう惑わくする宴を残して、いきおいよくハッチをしめる。モニターの向こうで祐太は片目をつぶって親指を立てた。

「守るって言っただろ！　責任とりな！」
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　匡体に一人取り残された宴は、にわかに腹立たしい気分になった。

「冗じよう談だんじゃないぞ、祐太のやつ、適当なこと言いやがって」

　警告音が高まり、耳みみ障ざわりなほどになってきた。

「うるさい！　だまれ！」

　インカムに向かって叫さけぶと音声入力式コマンドが作動して、一いつ切さいの音が途と絶だえる。

「素人しろうとに動かせるようなもんじゃないんだぞ、この神様は。できるなら、とっくにシンカーになってるよ」

　ぶつぶつ言っても誰だれも答えてはくれない。静かだ。振しん動どう音おんさえカットされている。まるで真空の宇宙に放ほうり出されたような気分になった。

　宴の脳裏に寂さびしげな横顔の少女の姿が浮うかんだ。彼かの女じよも……シータも初めて匡体の中で目覚めたとき、こんな気分だったのだろうか。ひとりぼっちで、寄よる辺べとなる記き憶おくも持たず、外界の見たこともない砂さ漠ばくにおびえ、冷たく凍こごえていた……。もたれかかってきたこ肩かたの、すがるような弱々しさを宴は思い出した。

「やるだけやってみるか。約束したもんな」

　指示ハンドルと補機コンソールに手をかけ、推進・制動ペダルに両足を乗せる。見よう見まねでバランサーを装着する。

「緩かん衝しようフレーム固定。音源回復。反重力推進システム稼か動どう」

　匡体内がざわめきだした。機械に宿る神が復活の歓かん喜きにうち震ふるえているようだ。

　光子タービンブレードが回る。反応炉ろのレベルゲージがＭＡＸまで跳はね上がる。立体投射ディスプレイが次々と色いろ鮮あざやかに起たち上がっていく。戦術コンピュータが敵を解かい析せきし、迫せまりくる脅きよう威いに対して相を帯びることを要よう請せいした。

　月色をした炎ほのおのホログラムが、風に煽あおられているかのよう躍おどった。宴はそれに意識を集中する。

（ハヌマーン。古代インドの猿さるの神。風の王。神の子。輝かがやける者。ランカーを滅ほろぼせし者）

　神話から得た知識や、古代資料の挿さし絵を参考に、独自のハヌマーンのイメージを創つくり、映像化していく。そしてそれを目の前のホログラムに投とう影えいする。

　炎が揺ゆれて、八等身の猿の姿をとりはじめた。

　鎧よろい・兜かぶと・肩かたあて・籠こ手て・すねあて・武器は……やはり如によ意い棒ぼうだろうか。もっと細部まで、体毛の一筋までリアルに想おもえ。そして力を帯びろ。彼女を守る力を……。

　集中力の限界点で、宴は己おのれから離はなれた。匡きよう体たいに触ふれている手足の感覚が希き薄はくだ。視覚が一時的に混乱して、再び回復したとき、操縦席の計器類とは別に、視界いっぱいの砂漠の広がりが見えた。

　ハヌマーンの相と、宴の五感がリンクしたのだ。宴は一匹ぴきの巨きよ大だいな猿神となった。

　ギルガメッシュのコクピットでは歓声があがっていた。

「うひょー、噓うそみてえ。あいつ、ほんとに相おびちゃった」

「恋する一念てやつか。しかし匡体好きなのは知ってたが、才能あったんだな。見ろよ、きれーな猿」

　祐太の言葉通り、それは美しい匡体だった。

　匡体はシンカーの想念を力に変える。だからシンカーのイメージが強いほど、また匡体との相あい性しようがいいほど、相はクリアーで美しいものとなる。そして相が美しいということはイコールその匡体が強いということなのだ。

　宴がホログラムを使って創ったイメージは、三〇メートルの大だい白はく猿えんとしてギルガメッシュの後方に実体化した。

　片かた膝ひざをついた猿は、ルビーの瞳ひとみが光る面おもてをゆっくりと上げた。毛並みが雪のように白い。純白に金の縁ふちどりを施ほどこした鎧を着け、円えん塔とう型の兜を被かぶっている。襟えり髪がみが長く後ろにたなびいていて、尾おの先まで真っ白だ。

　手に持っている長い金こん剛ごう杖じようを見て、祐太が笑った。

「孫そん悟ご空くうとごちゃまぜだな」

「いいんだよ、強けりゃ」

　忍が満面の笑え顔がおで言うと、後ろからシータが顔を覗のぞかせた。

「わっ。あれに古城君が乗ってるんですか？」

「よく見ときなよ。君の白馬の騎き士し、いや白猿の騎士だ」
















「シータ、キャビンにいなきゃ駄だ目めだろ」

「かてーこと言うなよ、祐太。宴の見せ場なんだから。宴だってシータちゃんに見ててもらいたいに決まってる」

　祐太はしぶしぶ承しよう諾だくした。

「そこのレーダーのある席に座すわってハーネスを締しめてるんだ。やばかったらすぐ後ろに行かせるからな」

「すみません」

「だーいじょうぶ。たとえ宴がいなくたって、俺おれのギルガメッシュは戦せん闘とう機きなんぞに負けないって」

　忍が胸を張ったとき、通信機にハヌマーンの宴の声が流れてきた。磁気の具合で、映像のほうはつながらない。

「おーい、祐太。どうなってんだ？　なんだか物が二重写しに見えるぞ」

「宴、いいんだよ。おまえの視覚が匡きよう体たいの相とつながってんだ。ハヌマーンはすげえべっぴんだぞ。見せてやれないのが残念だ。映像記録しといてやるからな。いま、どんな気分だ？」

「なんだか現実感がないな。ギルガメッシュが小さく隣となりに見える。手で抱かかえられそうだ」

「わ、馬ば鹿か！　変なこと考えるな。感覚がもう匡体とつながってんだぞ」

「わかったよ。シータは大だい丈じよう夫ぶ？　おびえてなかったか？」

　シータが答えようとするのをさえぎって、忍がマイクをひったくり、すかさずシータの口を塞ふさぐ。

「ああ。安全なキャビンにいる。しかしおまえ、あんな女のどこがいいんだ？　たいして美人じゃねーし、暗そーだし」

「バーカ。あの娘を悪く言うんじゃねぇ！　おまえ、目ェ腐くさってんじゃねえか？　あんな綺き麗れいで可愛かわいい娘、箱はこ舟ぶねにも絶対にいないって。けなげだし、素す直なおだし、そりゃちょっと影かげがあるけど、そこがまたいいんだな。どうしようもなく守ってあげたくなる。初めて会ったときさあ、僕ぼくはホンモノの女め神がみが眠ねむってるのかと思った。神しん秘ぴ的でさ、雰ふん囲い気きがとっても澄すんでて、安らかな気分になれるし……」

　シータは真っ赤になってうつむいてしまい、祐太と忍は必死に笑いをこらえた。腹を押さえながら、祐太が苦労して真ま面じ目めな声を出す。

「わかった、わかった。のろけはいいから索さく敵てきシステム見てろ。ギルガメッシュは遺い跡せきの陰かげに移動するから、おまえ先にでて前方を固めろ」

「やだよ、後ろについて後部キャビンを守る」

　祐太がマイクを手でおさえてシータに囁ささやいた。

「ああ言ってるから後ろに行きなよ」

　シータはうれしそうにうなずいて、素直にしたがった。

「さあて、発進といきますか」

　忍が肩かたを回して、コンプレッサの起動スイッチに手をかける。オン。

「あれ？」

「どした？」

　カチッ、カチッ。プスッ。忍の顔が青くなる。

「これは俗ぞくにいうガス欠……」

「ばかたれー！」
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　高度を一五〇〇にまで落とし、低空偵てい察さつ飛行に移ろうとしていたローゼンフェイトの高速戦せん闘とう迎げい撃げき機きマクシミリアンＴ─２Ｆは、目標地表面で急速膨ぼう張ちようするエネルギー熱源体を感知し、反転、急上昇した。

　相を帯びたハヌマーンを発見し、体勢を立て直して攻こう撃げき行動をとろうとしているらしい。

　その真下のギルガメッシュでは、迎撃体勢が全く整わないまま、不毛な論争が続いていた。

「もうだめだぁ。こんなことなら生活班の女の子、片かたっ端ぱしから口説いとくんだった」

「あほ、ふざけてる場合か。忍、何か手があるはずだ、考えろ」

「ない」

「だいたいなんでガス欠なんだ。圧縮燃料、一年は保もつはずだろ」

「今日がその一年目」

「予備のエネルギーパックがあったろ」

「箱はこ舟ぶねに忘れた」

「発はつ掘くつ品の中にカートリッジがあったよな」

「規格が合わん」

「作業用アームの燃料プールからラインを引いて……」

「そんな長いパイプがどこにある？」

「じゃあ遺い跡せきまでチャージしに行けばいい」

「誰だれが行くんだよ、弾た丸まよりも速く走れる奴やつか？」

「そうだ、グッドアイデア。非常灯や内時計の蓄ちく電でん池ちを機関部にまわせばいい」

「二、三秒で使いきっちまうよ」

「じゃあせめて砲ほう塔とうぐらいは動かせるだろ。全自動射しや撃げきシステムにだけエネルギーが行くように配線いじくればいい。できるか？」

「できるよ」

　忍が万ばん策さく尽つきたという悲しげな目をして首を横に振ふった。

「宴なら」

「もうだめだぁ。こんなことなら食堂のおばちゃんにもらった食券、全部喰くっとくんだった」

「祐太一人を死なせやしない。死ぬときゃ一いつ緒しよだ」

「おまえのせいでこうなったんだろがっ！」

　通信機から、やや冷静な宴の声。

「おまえら、僕ぼくのこと全然あてにしてないな」

「そんなことないぞ。こうなったらおまえだけが頼たよりだ。命がけで親友たちを守りたまえ」

「心配するな。死んでも後部キャビンだけは守る」

「おまえなんざ友達じゃねぇ!!」
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　大だい白はく猿えんとなった宴の視神経が、信じがたい速度で降下してくるマクシミリアンをとらえた。衝しよう突とつ寸前に機首を上げ、推力ブースターを全開にして地表すれすれを飛ぶ。眼めが追いつかないほどの速度でハヌマーンを大きく迂う回かいし、ギルガメッシュに向かってミサイルを発射した。

「ふっ！」

　宴は呼気とともにミサイルの前に飛び出すと、すれ違ちがいざま手にした如によ意い棒ぼうで左右に叩たたき落とす。繰くり出された如意棒は、ほとんど一いつ瞬しゆんで弾だん頭とうを粉ふん砕さいした。両脇わきで爆ばく発はつが起こったが、ハヌマーンの相は小こ揺ゆるぎもしない。

「いけるぞ」

　身体からだが軽い。風に乗っているようだ。

　突つっ込んでくるマクシミリアンに向かって猛もう然ぜんとダッシュ。如意棒を降ふり降ろす。

　マクシミリアンはブースターで急上昇してすり抜ぬけ、間かん一いつ髪ぱつのところで如意棒は空を切った。

「惜おしい。もうちょいだったのに」

「もどれ、宴。敵はギルガメッシュを狙ねらってくる」

　祐太の声に上空を振り仰あおぐと、マクシミリアンは宴を無視して、再び急降下に入ろうとしていた。

「させるかっ」

　降下点に向かってダイブ。意表をつかれて逆ぎやく噴ふん射しやをかけた戦せん闘とう機きは、間に合わず宴の匡きよう体たいと正面から接せつ触しよくした。

　がくん、と身体が揺ゆれるのを宴は感じた。マクシミリアンの左さ翼よくに、もろに引っかかったのだ。もがく間も与あたえられずブースターが全開にされ、宴は強きよう烈れつな加速に気が遠くなりそうになった。

　重心軸じくが狂ったマクシミリアンはコマのように回りながら垂直上昇した。熟練したシンカーならば、翼つばさを叩たたき折って脱だつ出しゆつできたろうが、宴にはその技量はない。あれよあれよという間に空へ引っ張り上げられる。

　高度三〇〇〇メートルに達するかというところで、不様に空中に投げ出される。

　初めて味わう失しつ墜つい感を、宴は歯を食いしばって耐たえた。

　雲を突つき抜ぬける。大地が迫せまってくる。

　宴はハヌマーンの体勢を立て直した。

　核かく攻こう撃げきさえも耐え抜く匡きよう体たいの相である。ショック・アブソーバさえ正常ならば、自由落下しても問題はない。はずだったが、地表が見えてくるにつれ、宴はもがきだした。

「まずい、まずい、まずいって」

　落下点のど真ん中にギルガメッシュがあった。

　通信機から祐太と忍の声せい援えんというか罵ば声せいが飛んでくる。

「バカバカ、なんとかしろ。頼たのむから俺おれの上には落ちるな。祐太の上には落ちてもいいから」

「言ってる場合か。宴、気合いだ。気合いで重力に逆らえ。何事も気合いだ」

「無茶言うなって」

　コクピットの宴の意識は、ディスプレイ上の演算データを読みとる。対地高度、加速度、大気摩ま擦さつ誤差、地表到とう達たつ時間……九秒……八秒……七秒……。

　想像力象しよう化かフレームに振ふり絞しぼるように思念を送る。たった一つのシンプルな思念。

「とーまーれー！」

　落下速度は非情にも減ってはくれない。五秒……四秒……。目を閉じて絶ぜつ叫きようする。

「浮うけー！」

　二秒……一秒……。落下が止まった。衝しよう撃げきはない。おそるおそる目を開けてみる。ギルガメッシュは無事だ。

　ハヌマーンはギルガメッシュの一〇メートル手前で、背を丸めて空中静止していた。

　安あん堵どのため息が洩もれる。

　ギルガメッシュでは、祐太と忍が冷や汗あせをぬぐい、抱だき合って喜ぶ。

「やった、やった。やはり気合いの問題だったな」

「すげえ。飛行が可能なタイプの匡きよう体たいか。こりゃ大おお槻つきキャラバンはこれから、インドラとハヌマーンの二枚看板でいけるぜ」

「生きて帰れたらな」

　マクシミリアンが三み度たび、水平飛行で接近し、ミサイルを打ち出していた。

　辟へき易えきしながら、宴がギルガメッシュの盾たてになる。

「らちあかないな。反はん撃げきしろ、宴」

「拠きよ点てん攻こう撃げきに使うブースターつけてやがるんだよ。初心者の手にゃ負えないよ。せめて飛び道具がないと、動きについてけない」

「属性があるじゃん」

「ハヌマーンの属性ってなに？」

「たわけ、勉強しとけ。ハヌマーンは風神の子なんだから風だろう、風」

「風をどうするんだ？」

「知らん。気合いで何とかしろ」

「そんなんでよく戦術家だなんて言えるな」

　言い争っている間に、マクシミリアンは降下体勢に入っている。

「来るぞ」

「どうすりゃいいんだよ」

「風を使うんだ、宴。風を想おもえ。風を集めろ。風の力を借りろ」

「こーの口先軍師が！」

　マクシミリアンが鋭するどいカーブを描えがいて水平飛行に移った。地表すれすれに迫せまってくる。

　ミサイルごときで匡体はびくともしないが、ギルガメッシュの装そう甲こうには限度がある。いつまで衝しよう撃げきに耐たえられるかわからない。

　宴は切実に風を想った。

　友達と、そして自分の中で最も大切な存在になりつつある少女を、守る力を欲ほつした。

　ハヌマーンの象化フレームが月色に輝かがやく。

　風。海かい峡きようを越こえ、峡きよう谷こくを鳴らし、堅けん牢ろうな山々に吹ふきすさぶ風。黄緑の新芽を揺ゆらし、湖の透とう明めいな水面に波は紋もんをたて、白い砂の軌き跡せきを描いて砂さ漠ばくを渡わたる風。風車を廻まわし、帆ほに力を与あたえ、生命を運び、十二方位全すべての方向から吹きつけてくる風。

　象化フレームの輝きが増す。

　ハヌマーンが風を呼んだ。かざした両手の先で、急激な気圧変化が起こる。

　そこにブラックホールが発生したかのように大気が集まりだし、渦うずを巻いた。小型の竜たつ巻まきになる。白い体毛が獅し子しのたてがみのように逆立つ。

　超ちよう圧縮された空気の余よ剰じようエネルギーが空間を歪ゆがめ、ハヌマーンの相が蜃しん気き楼ろうのようにかすんだ。

　熱ねつ狂きよう的てきな破は壊かい力がハヌマーンをとりまいていた。

　風の属性だ。大気に宿る精せい霊れいのように、包み込み、絡からみつき、唸うなりを上げながら猿神に従う。

　コクピットの宴は、全身に満ちる無む尽じん蔵ぞうのパワーに歓かん喜きした。そして歓喜している自分におびえた。

　一いつ瞬しゆんで有を無に変える力だ。破壊以外に何の利用価値もない力だ。心の底で、それを望んでいたことに気付く。今、祐太や忍やシータを助けるためではない。もっと、ずっと以前から、それは宴の内に巣くっていた願望だ。おそらく、あの日、あれを見た瞬しゆん間かんから。

　宴が思考に沈しずむあいだ、遅ち滞たいが生じた。ギルガメッシュの積層装そう甲こうに迎げい撃げき機きからの直撃弾だんが当たる。コクピットに強きよう烈れつな振しん動どう。

「うわわわ。宴！　死んだら化けてでるぞ！」

「戦車ーっ！　俺おれのかわいい戦車ーっ！」

　二人の声にかぶさってシータの悲鳴が聞こえたような気がした。

　不思議に宴は冷静だった。怒いかりはあったが、それはベクトルのはっきりしない、あいまいな何かに向けられた怒りだった。少なくとも目の前の敵にではない。

　ハヌマーンが風に乗って宙を駆かける。

　見えない風たちを引き連れて、急上昇をかけようとしている迎撃機の後ろに躍おどりでた。

　両りよう掌てに溜ためた竜巻をそっと送り出す。

　その動きは泰たい然ぜんとして静かだったが、風は、猿神の意志のもとに、亜あ音速で空間を切り裂さいて疾はしった。不可視の亀き裂れつが昇しよう竜りゆうのように伸のびる。

　神しん風ぷうは、横に展開して逃のがれようとしていたマクシミリアンの後部バーニア・ノズルだけを正確にとらえる。そしてそこを粉々に、原子レベルまで粉々に、破は砕さいした。

「どわわわ」

「退ひけ。ビヨイト司令に報告だ」

　マクシミリアンのコクピットで情けない声が撤てつ退たいを指示した。

　コントロールを失ったマクシミリアンは、推力ブースターや攻こう撃げきユニットを切り放し、かろうじて通常飛行を保った。

　機体を揺ゆらし、救難信号を発しながら帰投していく。

　宴は追おうとはしなかった。

「やったーっ」

　入力限度を越こえるほどの大だい歓かん声せいが届き、祐太、忍、そしてシータまでが口々に通信を送ってくる。

「えらい。グレイト。さすがは俺の弟で子しだ。箱はこ舟ぶね食堂で好きなもんおごってやる」

「よーし宴。シータちゃんはおまえに譲ゆずってやるぞ。俺たちは温かく見守ってやるからな」

「古城君。古城君、無事ですか？　怪け我がしてない？」

「あー」

　宴は肩かたで大きく息をついてシートに倒たおれ込んだ。

「どっと疲つかれた」

　疲ひ労ろう感とともに泥どろのような眠ねむ気けが襲おそってくる。考えてみれば昨夜から一いつ睡すいもしていないのだ。

　身体からだの力が抜ぬけ、ハヌマーンの相が崩くずれた。月色の粒りゆう子しが拡散していく。胴どう体たい部分に収まっていた球体はゆっくりと降下し、砂にめりこんだ。

　シータの声が遠くで聞こえていた。宴は操作卓コンソールにつっぷして深い眠りに墜おちていった。
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　いっぽう焰えん光こう院いんの追つい撃げきをかわした箱はこ舟ぶねの作さく戦せん司令室。壁へき面めんを覆おおい尽つくす巨きよ大だいなメインパネルを、上下に分断するようにキャットウォークが設けられている。

　ひらりとスチール製の手すりを飛び越こえ、リーンとシンシアは、二メートル下の床ゆかに落下する。反重力力場フイールドが働いて、二人はふわりと着地した。

　指揮シートをデッキチェアーがわりにしてくつろいでいた大おお槻つきが振ふり返る。

「やあ、リーン。ご機き嫌げんはいかがですか」

「ななめだ」

　撫ぶ然ぜんとしてリーンが言う。このところリーンは慢まん性せい的に機嫌がよくない。眉まゆをつり上げて詰きつ問もんする

「大槻。あんた、連中が焰光院財ざい閥ばつとつながってるって知ってたな」

「そりゃあまあ、白びやく蓮れんは特とく徴ちよう的てきな旗き艦かんですからね。一目でわかりました」

　ぬけぬけと答える大槻に、リーンはげっそりした。

「あんたはどうしてそーバカなんだ。たとえ衰すい微びしてるったって、かつて日本を陰かげで支えた複合企き業ぎようだぞ。喧けん嘩か売ってどーする。おかげで死にかけた」

「あれは誤算でした。あのスサノオの匡きよう体たいでしょう。あんなに強いとはねえ。でもまあ死人も出なかったし、ほぼ作戦どおりにいったし、結果オーライということにしときましょう」

　一人で納なつ得とくして笑え顔がおを向けられると、リーンも苦笑いを返すしかなかった。指揮デスクに乗っかり、腕うでを組む。

「まったく、どっからあんな奇き策さくを考えつくんだか。流砂地帯なんてよく知ってたな」

「このあたりを通ったことがあるんですよ。二〇〇年ほど前に」

「冗じよう談だんのセンスは二〇〇年前だね。笑いが石化しちゃってるよ」

　リーンはせいぜいやり返したつもりだったのだが、大槻は少しもこたえていない。

「私の頭の中はね、いつ、どこで、誰だれを、どんな手で陥おとしいれようかと、そーゆうことでいっぱいなんですよ」

「……ほかのことも考えろ」

　にらみつけて言ってから、リーンは表情をやわらげて、少し照れたように視線を外した。

「ま、あんたはぼーっとしてるようで、やるときはやってくれるからな。少しは頼たよりにしてるよ」

「私はリーンを全面的に頼りに思ってますよ。あなたがいないと私は何もできません」

「同じセリフ、前に江え守もりに言ってなかったか？」

「あたしにも言ってたわよ」

　後ろからシンシアが口をはさんでくる。

　旗色が悪くなってきた大槻は、とぼけた顔で話題を変えた。

「そうそう。真しん一いち君はどうしてます？」

「ヤブ医者んとこ。元気そうだったよ。注射が嫌いやだって泣きわめいてた」

「それはよかった」

　シンシアが顔を出して不安げに訊たずねた。

「ねえ。蘭らん州しゆうとはまだ連れん絡らくつかないの」

「つかないんですよ」

　部屋の隅すみで索さく敵てきシステムに囲まれた江守が振ふり返る。

「蘭州一帯の地磁気が妙みように乱れてるんだ。小規模の戦せん闘とうでもあった後みたいだ。大出力の通信機が役にたたん。かなり近づいているはずなんだが」

「祐ゆう太たたち、大だい丈じよう夫ぶかしら」

　シンシアが不安げにメインパネルを見上げた。厚い砂の壁かべの向こうに、遺跡はまだ見えない。

「たち？　たちは余分なんじゃ……」

　からかいかけた大槻の足を、リーンが蹴けりつけた。

「言ったろ。陰いん険けんなワナばっかじゃなく、ほかのことも考えな。女心とかね！」




　　　　２




　夢の中で、宴えんは大だい白はく猿えんになっていた。

　白地に金の縁ふちどりのある鎧よろいを着けている。塔とうのような形をした白金の兜かぶとをかぶっている。籠こ手ても、すねあても、みな白い。

　全身が、目に沁しみるような白で、ところどころが金色に燃えている。自分の眼光がなぜか見えて、それだけが小さくルビー色に輝かがやいている。

　右手には金こん剛ごう杖じようが握にぎられていた。孫そん悟ご空くうが使った如によ意い棒ぼうのようだ。伸しん縮しゆく自在で意のままに伸のび、しかも重さがない。

　宴は格段に上がった視力で、周りを見み渡わたした。

　廃はい墟きよのようだ。破は壊かいの爪つめ痕あとが、そこかしこに残っている。

　コンクリートの塊かたまりが自然石のように転がり、ねじくれた鉄骨がふしくれだった木のように地面から生えている。

　かつては高層建築だったらしいビル群が、鋭えい利りな刃は物もので削そがれたような断面を残してそびえている。

　セラミクスや硝子ガラスの破片が一面に散らばり、高こう架か線せんは崩くずれ落ち、電力網もうは分断され、街路樹は潰つぶれ、居住ユニットは焼け尽つきていた。

　尋じん常じようでない破壊力が席せつ巻けんした都市であるようだ。核かくのような熱量の大きな兵器が使用されたにしては残ざん骸がいが多すぎる。中性子爆ばく弾だんかＢＣ兵器だろうか。

　路上には、それでも焦こげた衣服や、食料や車やぬいぐるみといった生活の痕こん跡せきがあった。ただし動く物はない。無音の、死の世界だ。

　いや。泣き声がする。どこだろう。

　突つき立ったビルの谷間に男の子がいた。泣いている。かなしそうに泣きながら、足を引きずるように歩いている。まだ十歳さいには満たないくらいだろう。うす汚よごれて、小さな腕うでも膝ひざも傷だらけだ。
















　宴は身をかがめると、白い柔やわらかな猿神の手に包みこもうとした。

　子供が足を止め、振ふり返る。

　振り返った子供の顔を見て、宴は愕がく然ぜんとした。

（あれは……）

（あれは僕ぼくだ。僕がいる。幼い日の僕だ）

（ここは……東京か。僕の失われた……故郷）

　身体からだが凍こおりついた。

　空間がぎゅっと凝ぎよう縮しゆくして、宴を押おしつぶす。

　男の子の後ろで何かの影かげが動いた。周囲の気温が、いっきに二、三度下がったような気がした。何かが変わりつつあった。

　子供の宴の身体が突とつ然ぜんはじけ、肉体が四散した。

　アスファルトに影だけがしみついたように残っており、それが蠢うごめき、変容しはじめた。

　異い形ぎようの影は身を起こし、厚みを増しながら二次元から三次元へゆっくりと移行し、宙へ伸び上がった。

　巨きよ大だい化かしたハヌマーンの宴の身体を遥はるかに越こえ、それは空に、星を隠かくしてそびえたった。

　それが宴を見ていた。三つの瞳ひとみで。

　しなやかで長い十本の腕うでが、円を描えがいて揺ゆれている。

　小さくまとまった美しい頭部に、黒く厚い胸むな板いた、女のようにひきしまった腰こし。

　それは死の結けつ晶しようだった。底しれぬ邪じや悪あくさが感じられる。いや、邪悪なのではない。それには心が無いのだ。虚きよ無むに形を与あたえたら、こういう形なのだろう。

　地の底にあると言われるタルタロスの蓋ふたが開き、暗黒の深しん淵えんがそれの形にパックリと口を広げているようだ。

　人間の本能の中に眠ねむる劫ごう初しよの畏い怖ふ、恐きよう怖ふ、絶望。そういったものを残さず呼び覚ますような形をして、それはそこに在った。

　宴は魂たましいのすべてで恐怖した。滝たきのように冷たい汗あせが流れ落ちる。胃がひきつれて痙けい攣れんを起こしそうだった。

　夢だと頭の片かた隅すみでわかっていても、恐怖は止まらない。

　呼吸がつまる。息がまったく出来ない。

　その呼吸困難は夢とは思えないリアルさで宴を襲おそった。胸をかきむしり、灰色の肺に酸素を送り込もうと必死に首を振ふった。

　そしてそのあまりの苦しさに宴は覚かく醒せいした。まぶしい光が宴を包んだ。
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「なにしてるんですか！」

　シータの意外にも強い調子の声に、宴ははっきりと目覚めた。

　最初に目に飛び込んできたのは、寝ねている自分の鼻と口をつまむ、祐ゆう太たと忍しのぶの指先だった。

　声にあわてふためいて二人が手を離はなすと、宴は跳はね起きて、むさぼるように空気を吸い込み、勢いあまって少しむせた。戸口に立っていたシータが氷ひよう囊のうを放ほうり出して駆かけつけ、背中をさすってくれる。荒あらい息をつきながら、夢で感じた息苦しさの正体に気づき、ムッと二人を睨にらむ。

「て……めえらァ。殺す気かっ」

「いたずらにしても度が過ぎます。ほんとに古こ城じよう君が死んじゃったらどうするんですか」

　かたわらで真しん剣けんに抗こう議ぎするシータを見ながら、宴は記き憶おくをたどった。

（そうか。ハヌマーンに乗って……）

　戦せん闘とう機きをかろうじて撃げき退たいしたのは憶おぼえていた。しかし後半部分が曖あい昧まいだ。極度の精神疲ひ労ろうのあまり倒たおれたらしい。

　辺りを見回すと、ギルガメッシュの後部キャビンの一室だ。簡易ベッドに寝かされ、額に濡ぬれタオルをあてられていた。脇わきのイスには長衣ジユラバやスラックスがきれいに折り畳たたまれていて、床ゆかにはサンドスニーカーがそろえて置かれている。

　その右で、祐太と忍が面喰くらった顔をして弁明していた。

「いやいや。冗じよう談だんだって、冗談」

「ほら、俺おれたちはさ、宴君がもう丸一日寝てるから、そろそろ起きたほうがいいんじゃないかなーとか思って」

　すっかり、しどろもどろになっている。

　シータの深みのある黒い瞳ひとみが、二人をキッと見み据すえた。

「だからってこんな起こし方ないと思います。古城君、あんなに一所懸けん命めい、私たちを守ってくれたのに」

　シータは本気で腹を立てているようだった。祐太と忍は明らかに当とう惑わくし、対処に困って宴に救いを求めるような目を向けた。

「もういいって、シータ。こいつら、こんなことしょっちゅうなんだ。怒おこるよりもやりかえしたほうが手っとり早いんだ」

「でも……」

　まだ何か言いたそうなシータを制して、発声を試ためしながら状じよう況きようを尋たずねる。

「どれぐらい寝ねてた？」

「丸一日。正確には三〇時間ぐらいかな。今日はジェーシュタ月の九日。箱はこ舟ぶね放ほうり出されて五日目の昼」

「箱舟は？」

「まだ来ねえ。中ちゆう尉いのことだからうまくやってるとは思うんだが。でも交戦して損害が出て、それで遅おくれてるのかもしれない」

「それか、忘れられてるかだな」

　軽い冗談のつもりで忍は言ったのだが、宴と祐太はおもわず考え込んだ。あのいい加減なオーナーに関して、絶対にそれはないと言いきれるだろうか。

「あの……そんなひどい人たちなんですか、箱舟の人って？」

「あ、まさかそんなことはないだろうけどね。たぶん……」

　不安がるシータに気弱な笑えみを返す。祐太は二人を交こう互ごに眺ながめ、シータの機き嫌げんをうかがいながら、身を引いた。

「なんにせよ元気そうでよかった。借り一つだな、宴。後は任せて、おまえはゆっくり養生せい。俺はカートリッジの充じゆう電でん状況でも見てくる」

　どかどかとセラミクスのドアから出てゆき、忍もそのあとに続いた。

「俺は計器のチェック。シータちゃんに感謝しろよ。一いつ睡すいもせずに看病してくれたんだから」

　ドアを閉しめざまに一言つけ加える。

「いたずらすんなよ」

　宴が投げつけた濡ぬれタオルが扉とびらの背に湿しめった音をたてた。

　シータは黒くろ髪かみを後ろでアップにしていた。寝ねないで看護したというのは本当らしく、顔に疲ひ労ろうの色が見えるが、清せい楚そな美しさは少しも失われていない。

　起きあがろうとする宴の肩かたを、細い腕うででおさえる。

「だめですよ。まだ寝てないと」

「もう大だい丈じよう夫ぶ。別に怪け我がしたわけじゃないんだ。慣れないことしたから疲つかれが出ただけ」

「でも頭とか打ってるといけないから」

　少女の弱い力に逆らえず、ベッドへ押おし戻もどされてしまう。シータはいそいそと枕まくらを直したり、氷ひよう囊のうを換かえたりと、楽しげに世話をやいてくれる。シータの体温を真近に感じて、宴は顔の赤らむ思いだった。

「あの、古城君、ほんとにどうもありがとう」

「あ、べつに、勝手に僕ぼくが約束したことだから。守るって」

「ううん。いろんなこと全部にお礼いわなきゃと思って。まだ会ったばっかりなのに、優やさしくしてもらって。名前もつけてもらったし。それに命がけで守ってくれるなんて、わたし何もお返しできないのに。どうしてそんなに優しくしてくれるんですか？」

　真しん摯しな眼まな差ざしで尋たずねられ、宴は視線を外して頭まで布ふ団とんに潜もぐった。さんざん迷い、躊ちゆう躇ちよし、ためらった挙げ句、なけなしの勇気を絞しぼり出す。

「そりゃまあ、なんていうか。……一ひと目め惚ぼれしたからかな、やっぱ」

　沈ちん黙もくが降りた。宴にとっては永遠かと思われるほどの時間が経過した。

　まずかったかな、と思いつつ肩を固くしていると、寝ている宴の胸の上に軽い重みが乗った。

　覗のぞいてみると、シータが形のいい頭をのせて真っ直すぐに宴を見つめていた。

　今度は視線を外すことは出来なかった。

　吸い込まれそうな黒目がちの瞳ひとみが、潤うるみを帯びて宴を見ている。

　舌が砂さ漠ばくのように乾かわききって言葉が出ない。また、言葉は強しいて必要ではなかった。

　宴からシータへ流れていく想おもいがあり、シータから宴へと流れてくる想いがあった。

　それらがからまり、もつれて、融とけ合って、甘かん美びな麻ま酔すいが頭の中に広がっていく。

「…………も……」

　シータが聞き取れないくらいの小声で何か言ったとき、ふいにキャビンのドアが荒あら々あらしく開いて、二人の甘やかな時間は断ち切られた。

「宴、箱舟が……」

　忍が叫さけびを途と中ちゆうで吞のみ込んだ。密着している二人に目をみはり、慌あわてて扉とびらを閉める。

「すまん。気にせんで続けてくれ」

　宴とシータは真っ赤になって、忍以上に慌てた。

「な、なんだよ、忍。箱舟がどうしたって」

「いやな、箱舟が帰ってきて、通信も回復したんだ。それを知らせに来たんであって、決して馬に蹴けられるような……」

「わかった、わかったよ。すぐ行く」

　パジャマの上からサッと長衣ジユラバを羽織り、ベッドから降り立つ。

　手を貸してくれるシータの微笑ほほえみに、苦笑いを返した。

　連れん結けつ包ほうを通ってギルガメッシュのコクピットに入ると、祐太がキャノピを開いて頭を出していた。

　遥はるかな白い砂の海の向こうに、風ふう紋もんを乱しながら接近するダークブルーの船体の大型巡航空母が見えた。

　電子潜せん望ぼう鏡きようを使えば、箱舟の右う舷げんに集中している艦かん橋きよう等の構造物や、左舷に張り出した飛行甲かん板ぱん、艦かん載さい機き用エレベーターの上の人ひと影かげまで見み渡わたせる。

　五日離はなれていただけなのに、妙みような懐なつかしさがこみ上げてくる。

　祐太が持つ携けい帯たい通信機のレシーバーから雑音混じりの懐かしい声が聞こえてきた。

「おーい。生きてたら返事しな。祐太、忍、宴。まさかくたばってんじゃないだろうね」

　祐太がレシーバーに怒ど鳴なる。

「リーンさん。生きてるよ。早いとこ収納してくれ」

「飯だ、冷れい房ぼうだ、風ふ呂ろだ、昇しよう給きゆうだ、女の子だ。リーンさん、全部用意しといてよ」

　祐太と忍ははしゃぎまわってレシーバーを奪うばい合う。

　宴はそっとシータの方を見た。

　シータは初めて見る巨きよ大だいな戦せん闘とう空母の威い容ように、不安げに視線を泳がせていた。

　宴は元気よく笑って、シータの背をポンと叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。ほんとにいい奴やつばかりなんだ」
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　箱はこ舟ぶねの左舷甲板の一部が垂直に降りてくる。

　一五メートル四方のせりだした甲板が艦載機を格納庫に収容するためのエレベーターリフトになっているのだが、それがギルガメッシュの前で砂すな埃ぼこりをたてて接地した。忍が操縦する戦車と、宴の乗る匡きよう体たいは並んでリフトに進んだ。

　四隅すみの反重力システムが作動して、一機と一輌りようは航空甲板に押おし上げられる。

　甲板には大槻をはじめとする首脳陣と整備班の面々、それに生活班の女の子が揃そろって出で迎むかえていた。実のところ宴たち三人は、本人たちは気がついてないのだが、箱舟内部の女性にかなりの人気がある。

　忍が真っ先にカタパルトに降り立ち、遠巻きに見守る若い女の子たちに投げキッスを送った。たちまち黄色い歓かん声せいが上がる。

「元気よすぎんじゃないのか、あいつは」

　祐太は苦く笑しようして、近づいてきたリーンと握あく手しゆをかわした。

　大まかな経過報告や発はつ掘くつ品についての情報は通信で伝えてある。ハヌマーンのこと、シータのこと、そして特に、宴がシンカーとして並々ならぬ才能を発はつ揮きしたことなどをかいつまんで説明してあった。

　箱舟は新たな匡体の発見に沸わきかえっていた。

　滅めつ多たに出土しない神格匡体は、保有すれば格段の戦力アップになるし、売ばい却きやくすれば少なくとも巡じゆん洋よう艦かん数隻せきぶんの利益を得ることができる。キャラバン部隊にとって、これ以上の発掘目標はない。

　心なしか、不ふ機き嫌げんの続いていたリーンの表情が和なごんでいる。大槻の顔も緩ゆるんでいたが、この男はいつも緩んでいる。

「聞きましたよ。大変だったそうじゃないですか」

　誰だれのせいだ、誰の？　と内心で祐太はつぶやく。平然としている大槻を押おし退のけて、シンシアがひょっこり顔を覗のぞかせる。

「死んだかとおもってたけど、元気そうじゃない」

　笑えみが広がるのをおさえて、祐太が毒づく。

「俺おれはな、おまえが甘あまいもんの喰くい過ぎで糖とう尿によう病になって死ぬのを見届けてからでないと死んでやらんことにしてんの」

「あんたのほうが早死によ。あの臭くさい戦車の中で、酸欠にでもなりなさい」

「なんだと、血糖値高いくせに！」

「なによ、戦争バカ！」

　顔を合わせるなり、口げんかを始めた二人の後方では、忍が女の子たち相手にめいっぱいのリップ・サービスを繰くり広げていた。

　宴は匡きよう体たいを降りて、ともすれば好こう奇きの視線にさらされそうなシータをかばうように立った。たちまち二重三重の人垣ができる。

　真っ先にそれをかき分けて、熱ねつ烈れつに宴に握あく手しゆを求めたのはアッザムだった。シータのことなど眼中にない様子で宴の手をひっつかみ、凄すごい勢いで上下に振ふる。

「宴。よーやった。おまえは前から見どころがあると思っとった。しかし、でかした。匡体を見つけるとはな。担保にすればかなりの額の借財ができるぞ。最新の接地感圧式レーダー入れて、食堂の壁かべを改装して、艦かん載さい機きをもう少しと、ミサイルと、あと、バカ女が壊こわした匡体の部品と、瞑めい想そう室の観葉植物も……」

　ふだんでも赤い顔をいっそう赤くして、馬のように鼻息も荒くしゃべりまくる。

「それより給料あげて下さいよ」

「もちろんわかっとる。まだ検討中だが、おまえさんのサラリーは三倍ちかくに跳はね上がる」

「え？　なんで？」

　アッザムの顔を肘ひじで押おし退けて、リーンが口を挟はさんだ。

「大槻はあんたをシンカーとして正式採用する気らしいよ。このハヌマーンのね。よかったな、宴。夢が叶かなったじゃないか。どうした？　あんまりうれしそうじゃないね」

　宴はうつむいて考え込んだ。ハヌマーンの属性を使ったときの、冷ややかな感覚が甦よみがえる。

「いえ。うれしいですよ。匡きよう体たい好きですし。でも、なんだか……自分でこれに乗ってみて思ったんです。匡体ってあんまりにも力が大きすぎる。大きなお金が人を腐くさらせるように、大きな力に魂たましいが魅みいられちゃったら、僕ぼくは僕でなくなるような……うまくいえないけど」

「金はいくらあっても困らんし、心も腐らんぞ」

　リーンが、さらにグリグリ肘を押しつけてイスラム人を黙だまらせる。

「あんたの感じてる危機感は分かる。あたしはそんな奴やつを何人も見てるしね。匡体は乗る者の心を、力に変える機械だ。だから悪あしき心は悪しき力を生む。気をつけな。力に溺おぼれたり、欲望に汚よごれた心には、死神しか手を貸さない。あんたは心配ないと思うけどね」

　リーンは、そう言って笑え顔がおで匡体をあおいだ。

「何にせよ結構なことだ。こいつとインドラなら、あいつと対等にやれる。ほんとによくやったよ、宴」

　意味ありげにつぶやきながら、アッザムの小言をかわして、白い匡体の方へ歩いて行った。

　かわりに同年代の生活班の女の子たちが話しかけてきて、宴はシータの方を気にしながらも、適当にうなずいたり、笑ったりすることとなった。

　なんとか輪の中心から離はなれようとするが、不器用な宴は抜ぬけ出せない。

　救いを求めるように周りを見回すと、チーフ・エンジニアの鵜う飼かいがいた。

「鵜飼さん」

「宴。よく無事に帰ってきた。心配したぞ」

「見ましたか、ハヌマーン」

「ああ、ざっとチェックしたが、初めて見るタイプの機体だ。でも、それよりも、俺はおまえが無事に帰ってくれたことのほうがうれしい」

　宴は整備班内でも実の兄のように世話をやいてくれていた鵜飼の言葉に、少なからず感動した。

「鵜飼さん。そうですよ、みんな匡体のことばっか言って、僕のこと少しも心配してくれないんだ。さすが鵜飼さんは違ちがうなぁ」

「当たり前だ。おまえにエレクトロニクスを一から教え込んだのは俺だぞ。可愛かわいい弟で子しの身体からだを心配しない師し匠しようがどこにいる」

「鵜飼さん。一生ついていきます」

「ほんとに帰ってくれてよかった。箱舟は機関部近くに穴あいてるし、インドラは内装がいかれてるし、キマイラは象しよう化か補助プログラムが全ぜん滅めつだ。徹てつ夜やが続いて死にそうだった。後は任せたからな」

　宴は口元をひくつかせた。

「……もしかして、そのために僕が必要だったんですか？　自分が休みたいために？」

「むろん」

　鵜飼はそういって豪ごう快かいに笑い、宴の背を叩たたいた。

「冗じよう談だんだよ、冗談。しかしほんとによく無事で帰ってきたな」

「目が本気でしたよ」

　鵜飼はふと視線を動かして、宴の背後に立っているおとなしそうな少女に目を止めた。

「なんだ、このかわいい娘は？　おまえ何ど処こぞで拾ってきたのか？」

　甲かん板ぱんの視線が二人に集中した。宴は困ったような表情をした。

「違ちがいますよ。拾ったんじゃなくて……掘ほりだしたんです……」







　第七章　模も擬ぎ戦せん
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　十日間が過ぎた。

　蘭らん州しゆうを後にして、箱はこ舟ぶねは順調に南への旅を続けている。超ちよう破は壊かい兵器で山やま肌はだをえぐり取られた崑コン崙ロン山脈を抜ぬけ、砂さ漠ばく化が進行するチベット高原をひたすら南へと進む。

　ウイグル族の村で何度か補給をした以外は、どこにも立ち寄らず、ローゼンフェイトの追つい撃げきをかわし続けた。

　すでに地平線の上に、天の回かい廊ろうヒマラヤが浮うき上がってきている。

　かつて多くの登山家を魅み了りようした、白い剣けんのような峰みね々みねの姿は今も変わらない。

　あの山群の麓ふもとに、箱舟が目め指ざす独立都市ウォーレンがある。

　この時代、国家の力が著いちじるしく衰おとろえ、もはや統制力は無きに等しかった。国連などの超国家的な組織は完全に息の根が止まっている。

　人々は土ど豪ごうや大だい企き業ぎようの庇ひ護ごのもと、都市と呼ばれるバリアに覆おおわれた居住区で生活していた。ウォーレンもその一つである。古代ギリシアのポリス的な都市が世界各地に点在し、通信網もう、流通網によってかろうじて結ばれている状態だった。

　聖戦の傷きず跡あとがいまだ治ち癒ゆにいたっていないのである。

　箱舟は破損箇か所しよの修理を終え、内部は落ち着きを取り戻もどしていた。臨時のオペレーターになったシータも、宴えんのサポートを受けて、少しずつ箱舟の生活に慣れつつあるようだ。

　祐ゆう太たも、忍しのぶも、リーンも、真しん一いちも、クルーたちはみな、それまでと変わらないごく普ふ通つうの、適度に刺し激げき的で退たい屈くつな日常を過ごしていた。

　たった一人をのぞいて。

「サギだあー！」

　リーンの回し蹴げりを腹に食くらって、吹ふっ飛ばされながら、宴は叫さけんでいた。うず高く積まれたウレタンの山に頭から突つっ込む。

　箱舟の底部格納庫。匡きよう体たいと重戦車専用の格納庫だが搭とう載さい機き数が少ないため、かなりのスペースが遊んでいる。その一画に二〇畳じようほどの畳たたみとマットが敷しかれ、即そく席せきの武道場となっていた。

　生傷だらけの宴が、顔をしかめて起きあがる。全身に防具をつけてグローブをはめていた。

「立ちな、宴。敵は待っちゃくれないよ」

　Ｔシャツにホットパンツというラフな格好のリーンが、腕うで組ぐみして闘とう場じように立っている。

　ウレタンの外側に陣じん取どった野や次じ馬うま連中から歓かん声せいが飛ぶ。

「そうだ。宴。そんなことでシータちゃんが守れるのかっ」

「立ち上がれ、白馬の王子よ」

「やっかましい！」

　無責任に面おも白しろがる整備班の連中に怒ど鳴なりかえしてから、宴は重そうに上体を起こす。

「宴。もうやめとけ。無理して怪け我がしてもつまらんぜ」

　観客に混じった祐太が、気づかわしげに声をかける。

「うるさい。僕ぼくに話しかけんな」

「あれま」

　祐太の隣となりでポップコーンかじりながら見物していた忍が目を丸くする。

「宴ちゃん、例のことまだ怒おこってるわけ？　ちょっと話に尾おひれと背びれと胸むなびれ付けただけなのに」

「あたりまえだっ！　てめえらいつか殺す！」

　帰き還かんした祐太と忍は、派手に噂うわさを広めまくった。もちろん宴とシータのことをである。おかげで宴は、誰だれかに会うたびに、「守ってやれよっ」などとひやかされる羽目に陥おちいっているのである。

　祐太がなだめにかかる。

「まあまあ、人の噂も七十五日って言うぞ」

「そうそう。だからあと六十五日の辛しん抱ぼうだね」

　忍にとどめを刺さされて宴はがくりと膝ひざをつくが、すぐに気力を振ふり絞しぼって起きあがった。

　仁に王おう立だちのリーンが小さく微笑ほほえむ。

　シンカーに昇しよう格かくした宴を待っていたのはリーンによる地じ獄ごくの特訓であった。特に接近戦のための格かく闘とう技ぎをリーンは徹てつ底てい的に宴に教え込もうとしていた。

　リーンの格闘技は、マリーンで身に付けたマーシャルアーツに、空手、合気道、レスリングの関節技わざを取り入れた完成度の高い総合格闘技である。

　女のリーンの身体からだに触れることも出来ずに、宴は一方的に乱打されていた。

「ちっくしょう。何で僕がこんなことを……」

　リーンや大おお槻つきへの文句を口の中で唱えつつ、宴は呼吸を整え、構えた。

　リーンは両手をぶらりと垂らしたまま、寄って来た小鳥を眺ながめるように平然と宴に相対している。隙すきだらけだが、かえってどこを攻こう撃げきしても即そく座ざに対応されそうな自然さがあり、事実その通りだった。

　攻せめあぐんでいる宴にリーンが声をかける。

「最小の動きだよ、宴。攻撃にしても防ぼう御ぎよにしても、無む駄だな動きは隙をつくるし疲ひ労ろうも激しくなる。あたしのリズムを読め」

「よっしゃあ」

　宴が擦り足でざっ、と間合いをつめる。格闘技の基本はすでに身についていた。グローブを振りかぶって左のストレートでリーンの顔面を狙ねらう。

　リーンがわずかに頭を傾かたむけるだけでかわした。

　宴は反動を利用して右のアッパーをあごに向けて放つ。

　面おも白しろくなさそうな顔をしてリーンが上体を反らし、右腕うでは上方に流れる。宴は間かん髪はついれずに左フック。また空を切る。

　後方に下がりながら、リーンの意識が顔の防御に集中したような気がした。宴は待ってましたとばかりに、胴どうめがけて右足を蹴けり上げる。

　すっとリーンの手が優ゆう雅がに動き、蹴りの突つき上げてくるスピードを殺さずに、かかとをすくい上げ、上方へ受け流した。

「おっとっと」

　たたらを踏ふんで体勢を崩くずした宴の太ふと股ももに、高い角度から鞭むちのようなローキックが撃うち下ろされた。

「いっでー」

　絶ぜつ叫きようする宴に容よう赦しやなくリーンは対たい艦かんミサイルのような回し蹴りを放つ。

　再び宴は吹ふっ飛んで、ウレタンに頭から突っ込んだ。

「くっそー。化け物め」

「まだまだだな。今日はここまで。イメージ・トレーニング忘れるな」

　リーンは軽くジョギングでもした後のように深呼吸をすると、すがすがしい笑え顔がおを浮うかべてタオルケットを取った。

「サディスト。万年ヒステリー女」

「何か言った？」

「いえ。何にも言ってません」

「三〇分、休きゆう憩けいあげるわ。後で精神の部屋に来なさい」

「うぐおわあーっ」

　げっそりする宴を後しり目めに、リーンは上じよう機き嫌げんで闘とう場じようを出ていく。畳たたみの上に這はいつくばった宴を祐太と忍が助け起こそうと近寄ってきた。

「よーやるなあ、おまえも。こんなにしてまでシンカーやりたいか？」

「さわんじゃねぇ。くそ野や郎ろうどもの助けはうけん」

「あっ、そう」

「いででででで。やめろお、踏ふむなあ。すいません、祐太さん、忍さん」

「最初からそういう素す直なおな態度をとれよ」

「ちっくしょう。あのヒステリーも、てめーらも絶対に……」

「あっ、そう」

「あーっ。すいません、すいません」

　宴の受難は果てしなく続く。
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　シャワー後の磨みがきあげられた琥こ珀はくのような金きん髪ぱつを、オレンジのタオルケットで包んで、リーンが艦かん橋きように上がってきた。引き締しまったボディに反はん抗こうするかのような量感のある胸が、タンクトップからはみ出そうだ。

　作戦司令室のドアをくぐると、中央の指揮シートでいつものように大槻が暇ひまを持て余している。それ以外は専属のオペレーターになったシータと室長の江え守もりしかいなかった。

　通信システムのレクチャーを江守から受けているシータを遠目に見ながら、リーンは大槻の椅い子すの背に片かた肘ひじをついた。

　シータはまごつきながらも、懸けん命めいにパネルと格かく闘とうしている。江守と宴の指導で、何とか艦内通信の取り次ぎくらいは、こなせるようになったらしい。

　少女の真しん剣けんさに好感を抱いだきながら、リーンは大槻に話しかけた。

「調子はどうだい？」

「退たい屈くつです。誰だれかをいじめてないと、どうも胃の具合が」

「あんたじゃないよ。あの娘この調子」

　リーンがあごをしゃくってみせる。

「物覚えはいいみたいですよ。みんなに好かれてるようだし。誰かさんは別としてもね」

　濃こいサングラスごしに大槻がリーンを仰あおぎ見る。リーンは少し、虚きよを究つかれたような形になって問い直した。

「あたしがあの娘を嫌きらってるとでも言うわけ？」

「違ちがうんですか？　理由は知りませんが」

　心の底を見み透すかすような大槻の視線をリーンは無理に外した。たじろいで背を向ける。

「そんな事はないさ。考え過ぎだよ」

「まあ、いいですよ。それよりそっちの調子はどうなんですか。昨今だいぶ機き嫌げんがいいようですが」

　リーンは口をとがらした。

「別に欲求不満のはけ口に、宴をいたぶってるわけじゃないわ」

「そのわりにはシンシア君や真一君の訓練はしないのに、宴君にはばかに熱心ですね」

「才能があるからさ」

　短く切るように言って、リーンは子の成長を見守る親のような目つきをした。

「今のあの子はブラックホールみたいだよ。匡きよう体たい戦の知識を無む尽じん蔵ぞうに、ものすごいスピードで吸収しつつある。根が素す直なおだからね。叩たたけば叩くほど強くなるタイプだ」

「叩きすぎて潰つぶさないように。でも彼かれの顔の傷を見る限り、とてもそうは思えませんがねえ」

「シンカーがみんな武道の達人である必要はないのさ。攻こう撃げきのパターンを憶おぼえて、それを即そく座ざにイメージできればいいんだ。模も擬ぎ戦でもしてみれば評価がわかる。それに……」

　リーンは眩まぶしげに、オペレーター席に座すわるシータの後ろ姿を眺ながめながら言葉を継ついだ。

「……あいつには強くなる理由がある」

「ぜひ見たいものですね。リーンがそこまで誉ほめるなら期待しましょう」

　リーンの瞳ひとみが部屋の中を泳ぎ、ふとモニターに映る砂さ漠ばくの果ての、ここにはいない誰だれかに向けられた。

「次は、負けられないからね。宴がいればちったあましな勝負ができそうだ」

「やはり追ってきていますか」

「ああ。感じるよ。レーダーには映らないが、すぐそばまで来てると思う」

「やれやれ。どんな美人か知りませんが、あまり熱ねつ烈れつなラブ・コールは遠えん慮りよしたいですね」

「あんたからちょっかいかけたんだろ」

「ごもっとも」

「さあてと」

　リーンは大きく伸のびをして、猫ねこのように身体からだをしならせると、大槻のそばを離はなれた。コキコキと首の骨を鳴らして、部屋の入り口に向かう。

「もう一叩きしてくるわ」

　大槻が気の毒そうな顔でそれを見送った。

「宴君もかわいそうに……」
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　箱はこ舟ぶね、第二セクション、精神の部屋。

　部屋全体に白乳色の霧きりが漂ただよっている。特とく殊しゆな霧だ。部屋には空調装置の立てる静かな旋せん回かい音しかなく、風に鳴る竹林のような清せい澄ちような静けさがあった。

　宴が壁かべを背に座ざ禅ぜんを組み、ゆるやかに呼吸していた。きめ細かい肌はだいっぱいに貼はられた絆ばん創そう膏こうが痛々しい。

　殺風景な小さい部屋だが、それが分からないほど霧が充じゆう満まんしていた。ほとんど目の前しか視界が効かない。

　この精神の部屋はシンカーの訓練室なのである。ガタが来た匡きよう体たいの想像力象しよう化かフレームを使って、遊び半分に鵜飼と宴がシステムを組み上げたものだ。その時はまさか自分が使うことになろうとは、宴は夢にも思っていなかった。

　匡体に搭とう乗じようするさいに頭にかぶる、バランサーと呼ばれるインターフェイス機器がある。マルチ・スコープとヘッド・レストを組み合わせたような形をしていて、シンカーの思考と匡体の象化フレームをつなぐ働きをするのだが、宴は今それをかぶっている。

　部屋全体がバランサーとつながれており、中にいる者は自分のイメージを霧に映し出すことができるのだ。ようするにお絵え描かきをする部屋なのである。

　宴は格かく闘とう技ぎよりも、この部屋の訓練において才能をみせた。

　薔ば薇ら、湖、鉱石、絹、艦かん艇てい、次から次へと鮮せん明めいにスクリーンに映していくことができ、それにはリーンも目を瞠みはった。記き憶おく力りよくが異常にいいのだ。イメージを武器とするシンカーとしては、貴重な才能である。

　今しも、宴の中で一つのイメージが像を結ぼうとしていた。

　白いスクリーンいっぱいに、等身大の人物像が映る。

　深みのある黒い瞳ひとみの少女が立っていた。青いストールを羽織っている。本物と区別がつかないほど、よくできた映像だ。

「へえ、うまいもんじゃないか」

「わあーっ、リーンさん！」

　いつの間にか隣となりに立っていたリーンに仰ぎよう天てんして、真っ赤になりながら、宴は霧をかき回した。シータの像が宴の手の中で歪ゆがみ、文字通り霧む散さんした。

「いつからいたんですか！」

「ずっといたよ。集中力はたいしたもんだが、注意力が足らんな」

　宴は低くうなって黙だまり込む。

「思い込むと一いち途ずなんだな、おまえさんは」

「いけませんか」

「シータのことで少し話がある」

　リーンは宴のとなりに両足を投げ出して腰こしを下ろした。真しん剣けんな眼めで見つめられると、宴のほうが鼻はな白じろんだ。

「な、何ですか」

　リーンはバランサーをつけると、目を伏ふせてため息をついた。同時にリーンの座した場所から、大輪の花が咲さくようにリアルな映像が広がっていく。

　部屋は風の吹ふく草原になっていた。細くてたおやかな緑が、水面にこぼれた絵の具のようにリーンを取りまき、地平の果てまで駆かけ抜ぬけた。頭上の雲一つない紺こん碧ぺきの空で、太陽が優やさしい光を放っている。

　あまりの壮そう大だいさに宴は声を失った。

　湿しめった草の上に腰を下ろしたリーンは、言いにくそうに切り出した。

「あのシータという娘……どうも嫌いやだ」

「な!?……どこがですか！」

「そう怒おこるな。上う手まく言えないんだ。嫌というのは違ちがうな。何かこう、神経にさわるんだ」

「それってもっとひどくないですか」

　最高に険悪な顔でにらむ宴に、リーンは困って、草原へ視線を移した。

「うまく言えない。彼かの女じよは……危険だ」

「危険？　全然あの子には似つかわしくない言葉だと思いますが？」

「シータの側そばにいると息が詰つまるような感じがする時がある。地じ雷らい原の中を目め隠かくしで進軍してるような気分になるんだ。全く根こん拠きよのない、勘かんみたいなものなんだが。彼女は普ふ通つうじゃない」

「祐太も前にそんなこと言ってたな。気のせいじゃないんですか」

「祐太だけじゃないさ。航空隊のジェラードも、ベネディクトも同じ意見だ。それなりの戦せん闘とう経験のある者にはね、危険を回かい避ひするための探たん知ち機きみたいなものが無意識に備わってるんだ。シータがそれに反応するんだよ。彼女の記き憶おく、誰だれかに消されているそうだな？」

　宴は唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめた。

「シータは好きでそうなった訳じゃありません。一所懸けん命めい、記憶を取り戻もどそうとしてるんですよ。だいいちあの娘がどんな危険を呼ぶっていうんですか？」

「誤解するな。あの娘が嫌きらいと言ってるわけじゃない。シータという娘の本質は、純じゆん粋すいで素す直なおで、おまえと似合いだと思うよ。だけど……」

「もうやめましょう！」

　宴はいらだって、話を打ち切った。猛もう烈れつな悔くやしさで、泣きたいような気持ちだった。拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がる。

「根拠のない勘を議論したってはじまらないでしょう。危険の形がはっきり見えてきたら、話を聞きますよ」

　リーンは苦く笑しようし、もろ手を上げて降参の意を表した。

「オーケイ、わかったよ。すまなかったな」

　宴は感情的になって、言いつのる。

「たとえあの娘がとんでもない危機の元げん凶きようだったとしても、それでも僕ぼくはシータを守りますよ！　記憶が戻って、どんなに凄せい惨さんな過去を背負ってたとしても、僕は守る！　約束したんだ！」

　リーンは静かに宴の肩かたに手を置いて、宴が落ち着くのを待った。

「悪かった。おまえにすべき話じゃなかったな。もう言わないよ、誰ともこの話はしない」

「どうかしてますよ、リーンさん」

　宴はまだ高ぶりを消せずに、身を震ふるわせる。宴の怒いかりが映像を結んで、雲一つない晴れ渡わたった空に紫し電でんが疾はしる。何条もの光る筋を数えた後に、やっと宴は冷静さを取り戻した。

「すみません。感情的になっちゃって」

「いや、むしろ羨うらやましいね。そんなに人を好きになって、信じることができるなんて。あたしにはとても無理だ」

「リーンさんだって、中ちゆう尉いのこと好きなんでしょう？」

　唐とう突とつに図星を刺さされてリーンは大いに動どう揺ようした。その慕ぼ情じようを、リーンは隠かくしとおしてきたつもりだったが、宴に気付かれているということはよほど態度に出ていたのだろう。

　それでも、なんとか取り繕つくろおうとしたが、ついに観念した。重いため息をついて、吹ふっ切ったように淋さびしげな表情をする。

「あの男はだめさ。あたしの気持ちに応こたえてくれるような人じゃない。基本的に人間が愛せない男なんだ。優やさしく微笑ほほえみながら、絶対に他人を自分の中に踏ふみ込ませない……」

　こころなしか、頭上から燦さん々さんと心ここ地ちよい光を投げ掛かけてくる太陽が、陰かげりを帯びたような気がした。

　宴はずいぶんいけないことを言った気がして、言葉を失なくしてしまった。

　しばらく二人は黙だまって草原を眺ながめていた。

「ははははは」

　ふいに愉ゆ快かいそうに笑いだして、リーンはおもいっきり宴の背中に正せい拳けんを打ちあてた。宴の情けない顔に、とびきり陽気な声とウインクを投げる。

「さ、陰いん気きな話はここまでだ。ハヌマーンをロールアウトしな。模も擬ぎ戦せんをやるよ」

「げげっ。本気ですか？」

「もやもやしてんの、ぶっとばそうぜ」

　リーンはそう言って、再び背中を手加減なしにひっぱたいた。
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「どひゃあー！」

　砂さ丘きゆうの一つを根こそぎえぐりとって、ハヌマーン＝宴は転がり続けた。歪わい曲きよく地層がむき出しになってる崖がけに頭部からめり込んでやっと止まる。

「お、お星さまがあ」

　頭を抱かかえて宴は、匡きよう体たい内部で操作卓コンソールにつっぷす。

　匡体と同期シンクロしても痛覚まではシンカーに伝わらないが、強きよう烈れつなＧと回転はこたえた。インドラのパンチの衝しよう撃げきもである。

　作戦司令室の壁へき面めんいっぱいのモニターで、模擬戦を見ていた忍が瞑めい目もくした。

「か、かわいそすぎる」

「確かに」

　祐太もスクリーンを見上げながらうなずく。部屋の左手のオペレーター席では、シータが必死にインカムに叫さけんでいた。

「古城くん。古城くん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　慣れない手つきで周波数を合わせようとしているが、匡体用のＵＨＦ帯にはなかなかつながらない。

　部屋の中央では指揮シートに足を高く組み合わせ、大槻がうすら笑いを浮うかべて眺ながめている。

「中ちゆう尉い、宴にはまだ早すぎるんじゃあ……」

　見かねて進言する祐太に、大槻はチョイチョイと画面を指さした。

「いい動きしてますよ、宴君は。匡体に乗るのが二回目とは信じられませんねえ」

　満足げに首を振ふって、注視を促うながす。

　祐太と忍は、はっとして顔を見合わせた。二回目といえば並のシンカーなら、相を維い持じすることさえ難しいはずなのだ。

　もろい泥でい岩がんの岩がん盤ばんからなんとかハヌマーンは頭をひっこぬいた。基本的に匡体は、流動するエネルギー波の塊かたまりなので、汚よごれることも傷つくこともない。純白の小さな頭部を振り、起き上がる。

「ううっ。死後の世界が見えた」

「ぼーっとしてるからだ」

　インドラから叱しつ責せきが飛ぶ。

「匡きよう体たいとの同期シンクロがまだ上う手まくいってないみたいだね。肉体を意識するな。夢の中で浮ふ遊ゆうするような感覚で操作するといい」

　ほんの一言のアドバイスで宴はコツをつかんだらしい。

　ハヌマーンが手を振り上げ、空間から如によ意い棒ぼうを取りだした。指先で力強く回転させ、ぴたりと脇わきで止める。

　この十日間、宴は棒術も、東洋武術マニアの航空隊長ベネディクトから、嫌いやになるほど学んでいた。

「行っくぞー！」

　ハヌマーンが疾しつ駆くした。パワーこそインドラに及およばないが、スピードにおいては通常の匡体を遥はるかに凌りよう駕がしている。

　まさしく神速を体現したような速さで、ハヌマーンはインドラに斬きりかかった。

　斜ななめに頭を狙ねらってきた如意棒を、金剛杵ヴアジユラの柄つかでインドラが受けとめる。すっ、とハヌマーンは腰こしを退ひいて、てこの要領で如意棒の下か端たんを跳はね上げた。

「うぬっ！」

　反射神経のみの存在となって、リーンはそれをかわした。のけぞっていく顎あごのそばを、如意棒がうなりをあげて通過していく。空気が擦さつ過かして燃え出しそうな勢いだった。

　間かん髪はついれずにハヌマーンが連続攻こう撃げきをかける。如意棒が、命が宿ったかのような動きをみせ、めまぐるしく突つき出される。

　ことごとくリーンは、拳こぶしか金剛杵ヴアジユラで防いだが、ハヌマーンのスピードに押おされている自分を認めないわけにはいかなかった。

　インドラは飛びすさると、身体からだの前面に幾いくつもの金剛杵ヴアジユラを出現させた。

「行けっ！」

　リーンの叫さけびとともに、空間を斬り裂さく耳みみ障ざわりな音をたてて、金剛杵ヴアジユラのミサイルがハヌマーンに殺さつ到とうした。

　飛来するミサイル群と同じスピードでハヌマーンは後退、当たる寸前に大地を蹴けり、身をひねってかわす。金剛杵ヴアジユラは背後の崖に突き刺ささり、動きを止めた。

　砂地に顔を出している巨きよ岩がんの上に、すとんと着地を決め、宴はどうだと言わんばかりに胸を張った。

「甘あまいよ」

　耳元で囁ささやかれた声と同時に、背筋に戦せん慄りつが走り、宴は横っ飛びに身を投げた。

　一いつ瞬しゆん前までハヌマーンが居た地点の巨岩を、いつの間にか背後に接近していたインドラが右拳でこなごなに叩たたき割っていた。

「まだまだっ」

　リーンは無防備になったハヌマーンの純白の鎧よろいへ回し蹴りを放った。

　腹ばいになったハヌマーンは、手足のバネだけでバッタのように宙へ跳はね上がる。

「もらった！」

　リーンは叫び、空から振ぶりした蹴りのスピードを殺さずに回転して、ハヌマーンの落下地点めがけて、流星のような後ろ蹴りを突き込んだ。

　ぶんっ

　必殺の蹴りが空を切った。当然いるべきはずの空間にハヌマーンの姿はなかった。落下途と中ちゆうで、逆さまに頭を垂れて空中に静止している。

「しまった!!」

　ハヌマーンのルビー色の瞳ひとみがすっと細くなる。

「チャーンス！」

　がら空きになったインドラの顔面に、如によ意い棒ぼうが轟ごう然ぜんと振り下ろされた。リーンは思わず目を閉じる。

　瞬間、インドラとハヌマーンの間の空間で、目もくらむような強きよう烈れつな光がはじけ、スパークした。
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　素すっ頓とん狂きような悲鳴をあげたのは、しかし宴のほうだった。インドラの雷いかずちの属性をまともに浴びたのだ。ハヌマーンは身体からだを痙けい攣れんさせて墜つい落らくする。

「き、き、きったねえ！　属性使うなんて反則だっ！　死んだらどうすんですか！」

「うるさい！」

「くっそー、化け物女！　強すぎるぞ！」

「やかましい！　あんたこそ飛ぶなんて反則だろ！　訓くん練れん終しゆう了りよう！」

　リーンは乱暴に通信機のスイッチをオフにした。

　インドラとの同期シンクロを切り、操縦席のシートにリーンは深く身を埋うめる。いつの間にか全身にびっしょりと細かい汗あせをかいていた。半分以上は冷や汗だ。

　属性を使う気など全く無かった。宴の予想以上の戦せん闘とう感覚に、とっさに身体が反応してしまったのだ。百戦錬れん磨まの自分が圧おされていた。

　間ま違ちがいない。

　宴は天才的なシンカーだった。まだ荒あら削けずりだが、輝かがやかしい才能の煌きらめきがある。

　汗を拭ぬぐおうとしてリーンは、指が操縦桿かんを握にぎりしめ、小刻みに震ふるえているのに気がついた。

　口元に笑えみが広がっていく。血の気の失うせた指を揉もみほぐしながらリーンは小さくつぶやいた。

「化け物はどっちだ、まったく……」







　第八章　独立都市ウォーレン
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　堅けん牢ろうなヒマラヤの灰色の山やま裾すそが大きく迫せまってきている。

　愚おろかしい戦争が起こり、人類の文明の大半が消しよう滅めつした後も、天を支えるがごとき高こう峰ほうは存在し続けている。数千万年前と変わらず、美しい雪の冠かんむりをその山頂にいただきながら。

　おぼろげにしか見えぬ頂上を遥はるかに望のぞみながら、巡じゆん航こう空母箱はこ舟ぶねは、神の山のふところに抱いだかれようとしていた。

　山々のなだらかなスロープに、疱ほう瘡そうのように人工的な建造物がへばりついているのが、視界に入ってくる。

　その「都市」はウォーレンと呼ばれていた。

　古来、交通の要よう衝しようや、中ちゆう核かくとなる重要施し設せつの周囲に発展してきた「都市」が、なぜ辺境の荒あれ果てた山地に存在するのだろうか。その理由はしごく単純である。
















　重力制せい御ぎよシステムだ。

　一世紀前の「聖戦」は、意志を持ち始めた機械知性と人間との、種の存続をかけた大戦争であった。戦火は世界中の「都市」を席せつ巻けんした。エア・リフター、リニア、自動搬はん送そうシステム、軌き道どうエレベーター等、当時の「都市」を運営していく上で不可欠の要素となっていた重力制御システムは、当然のこと真っ先に破は壊かいされた。現存するものは数えるほどしかない。

　その重力制御システムが、この山さん麓ろくで奇き跡せき的に生き残ったのだ。都市全体を微び弱じやくな重力の壁かべが覆おおい、砂さ漠ばくからの砂や、落らく盤ばんや、雪崩なだれや、酸性雨から、人間を守った。

　機械知性は滅ほろび、人間もその全ぜん盛せい期きの力と文化を失い、隠かくれ棲すむかのように世界各地に同じような「都市」が生まれている。

「聖戦」から百年、長い混こん迷めいのトンネルはまだ出口が見えない。

　空母箱舟は、重力制御推進システムを準稼か動どうさせ、北西より、ゆっくりとウォーレンに接近していた。

　第一艦かん橋きようの作戦司令室には、例によって主だったクルーたちが集まっている。

　ビープ音が響ひびき、オペレーター席のシータが、緊きん張ちようして大おお槻つきに振ふり向いた。

「中ちゆう尉いさん、ウォーレンの統とう轄かつ局っていうところから通信がきています」

「メインスクリーンにまわしてください。できればでいいですけど」

　機械に不慣れなシータが、救いを求めてかたわらの宴えんを見る。

「さっき教えたとおりにやってごらん」

　宴に励はげまされて、シータがいくつかパネルを叩たたくと、壁へき面めんスクリーンに画が像ぞうが出力された。

　くせのありそうな初老の男がそこに映っていた。

　都市の最高責任者である統轄局長、ブライアン・ジルバリストである。いろいろと黒い風評の絶えない男だ。

　でっぷりと前にせりだした腹は、その特権を利用した横領、背任、賄わい賂ろ授受などで甘あまい汁しるを吸いすぎた結果らしい。白はく髪はつの、血色ばかりよい男は、大槻を見て大げさに腕うでを広げた。

「ウォーレンにようこそ、大槻さん。ご壮そう健けんな姿を拝見できて悦よろこばしい限りです」

「弱小のキャラバンに局長みずからお声をかけていただくとは、ウォーレンの示して下さる礼節に頭が下がる思いです。ブライアン局長も相変わらずのご活かつ躍やくのご様子、心からお悦び申し上げます」

　ウォーレンのような辺境の都市は、生活必ひつ需じゆ品ひんの何％かを自由商人であるキャラバンたちに頼たよらざるを得ない。

　大槻の言葉に、ブライアンは急に哀あわれみを請こうような表情をした。

「おお、大槻君。統轄局長とキャラバン隊長という職務上の枠わくを取り払はらって、古くからの友として、非常に心苦しい報告をしなければなりません。実はあなたの空母を入港させるわけにはいかないのです」

　ブライアンの芝しば居いじみた態度で、大槻は何が起こっているのか直観した。ウォーレンの上層部、ブライアンの権力を陰かげで支える連中から圧力がかかったのだ。しかし顔には出さず、心底意外そうに応答する。

「信じられないお話です。長年つちかってきた我々の関係に、支障が生じたのですか？　今回の蘭らん州しゆう奪だつ還かんでも、ウォーレンの依い頼らいどおり我々は仕事を果たしたはずです。こちらに落ち度があればおわび申し上げます、理由をお聞かせ願いたい」

「それなのですが……実は貴君の艦かんが、近ごろ当局を悩なやます地下組織と取引があると言い出す連中がおりましてな。むろん私は信じておりませんぞ。ですが、ああいった連中というのは疑ぎ心しん暗あん鬼きにかられるとしつこくてですな、どうか私の苦しい立場をご理解いただきたい」

　苦く悩のうの極きわみといった素そ振ぶりで、額の汗あせをぬぐう局長を、大槻は内心でせせら笑っていた。

「わかりました。我々の友情に曇くもりがないのを確かく認にんして、胸をなで下ろしています。むろん、そんな疑ぎ惑わくは我わが艦を調べていただければ、すぐに晴れる類たぐいのものですが、我々も旅を急ぐ身です。こちらから派は遣けんするという形で、通商と補給と乗員のしばしの休息を許していただきたい。それならば問題はありませんね？」

「む、それは……」

　ブライアンは言いよどんだ。断る理由を脳裏で必死に模も索さくしている様子だ。是ぜが非でも都市には入れたくないらしい。大槻は切り札を出した。

「実は局長。あなたに関してとても悲しい噂うわさがキャラバンの指導者たちに広まっていることをご存じですか。例の保安局長の疑ぎ獄ごく事件にあなたが絡からんでいたとか、聖堂の建築工事で、クラウラー社から莫ばく大だいな賄わい賂ろを貰もらったとか、それはもう聞くに耐たえない誹ひ謗ぼう中傷なのです」

　モニター越ごしに動どう揺ようが伝わってきた。

「そ、そ、それはまったく根も葉も……」

「そうでしょうとも。古い友人として、そんな話が耳に入ってきたときは徹てつ底ていして抗こう弁べんし、あなたがいかに清せい廉れん潔けつ白ぱくな人物であるか説いているのですが、それでも卑ひ劣れつな噂は絶えません。ここは一つ、議会にのりこんで、二重帳ちよう簿ぼだとか、金きん融ゆう操作だとか、市の経費で囲っている愛人だとかいう下げ劣れつな噂について、ひとこと言ってやりたいと思うのですが」

　初老の男はモニターの向こうで滑こつ稽けいなほど慌あわてて、左右をうかがいながら叫さけんだ。

「ご、ご好意は大変ありがたいのですが、そこまでご迷めい惑わくをかけるわけには……。し、しかし、あなたのお気持ちは大変うれしく思いますぞ。艦かんの入港は許可できませんが、先ほどの条件なら私が手を尽つくして許可を取りましょう」

　気け圧おされながらも、恩を着せることは忘れない。

「ありがたい。この友情がいつまでも続くことを信じます」

「むろん、そうなるでしょうとも。大槻キャラバンあっての我わが街ですからな」

　曖あい昧まいな笑えみを浮うかべてその場を取り繕つくろい、ブライアンは逃にげ出すようにスクリーンから姿を消した。

　やりとりを黙だまって見物していたリーンが、拍はく手しゆしながら大槻に歩み寄る。

「世界中で、あんただけは敵にしたくないね」

　祐ゆう太たとシンシアも指揮卓たくに近寄ってくる。

「さすが中ちゆう尉い。脅きよう迫はくさせたら右に出る者はいませんね」

「でも変ねえ。なんで入港禁止なのかしら。ウォーレンはローゼンフェイトの勢力下じゃないはずでしょ？」

「おまえの顔より変か？」

「あんたの頭よりは変よ」

　進歩のないどつき合いを始める二人を、リーンがたしなめる。

「まったくおまえたちは、少しはどっかの二人を見習いな」

「こいつとベタベタするくらいなら、死にます!!」

　声をそろえて怒ど鳴なる二人に、リーンは頭痛を覚えた。大槻はただ笑っている。

「シンシア君のいうことももっともですねえ。ウォーレンといえば、クラウラー、クルセイド、アベルハイトの三社の勢力下です。何かもっと大きな力が動いているのかもしれませんねえ」

　室長の江え守もりが、神経質そうに口をはさむ。

「大槻、人ごとじゃないだろ。これからどうする気なんだ？」

「どうするかはもう決まってます。生活班の女の子たち降ろして、商売と補給。祐太君と忍しのぶ君と宴君とシンシア君は、護衛よろしく」

「げぇー。また仕事か、このクソ暑いのに……」

　げんなりする三人をよそに、宴は一人明るく振ふり返る。

「中尉、シータも一いつ緒しよに行っていいでしょう？　この世界に早く慣れるように」

「ま、許可しましょう」

　祐太たち三人は、にわかに視線を逸そらして手で顔をあおぐ。

「あちい、あちい」

　シータはうれしそうに宴に微笑ほほえんだ。

「シータ、メシ食いに行かない？」

「はーい」

　連れだって艦かん橋きようを出ていく二人を、指揮シートにもたれて腕うで組ぐみしながら、リーンが冷れい徹てつな視線で追った。

　誰だれにも届かない小声でつぶやく。

「思い過ごしかな。少なくともあの少女からは微み塵じんも邪じや気きを感じない。純じゆん粋すいそのものだ。それじゃ、いったい何がこんなに神経にさわるんだろう？」

　リーンはまぶたを伏ふせて自分一人の思考の中に沈しずんでいった。
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　山さん塊かいに姿を隠かくすように停てい泊はくした箱はこ舟ぶねから、アレキサンダー、ギルガメッシュ、輸送用のホバーキャリアが発進した。乗員と積み荷を満まん載さいした三機は、都市の城門でチェックを受けたあと、広い石いし畳だたみの前庭に通された。

　人工重力が街全体を覆おおっているため、少し身体からだが軽く感じられる。そのせいか、生活班の三〇名あまりの女の子たちは、はしゃぎまわっていた。

「大槻さーん。中尉ー。大槻ぃー」

　アレキサンダーの装そう甲こう板ばんの上で祐太が怒ど鳴なっている。下からシンシアが顔を覗のぞかせた。

「どうしたの？」

「中尉見なかったか？　さっきまでいたんだが」

「知らないわよ。久しぶりの街だから、遊びに出かけたんじゃない？」

「相変わらず、いいかげんな人だなあ」

　これで箱舟がもっているのは江守やリーンの涙なみだぐましい努力と忍にん耐たいの賜たま物ものだ。改めて尊敬の念を抱いだきながら、祐太は拡声器を取り上げた。

「あーうー、みんな、ちょっと聞きいてくれ。中尉がフケたんで俺おれが言っとく。これよりグループ行動とする。各かく班はん六人ずつで、リストの取引先に向かうこと。何かあったら本部に連れん絡らくしろ。くれぐれもトラブルを起こすな。日にち没ぼつまでにここに集合だ。何か質問は？」

　忍がさっと手を挙げる。

「はい、忍くん」

「バナナはおやつに入るんですか？」

「解散！」

　祐太の一言で、解き放たれた伝でん書しよ鳩ばとのように少女たちは散開した。すっかり遠足気分でキャアキャア言いながら街中に駆かけていく。

「うちのいいとこはこの能天気さだな」

「あんたが言うな」

　ふと、甲かん板ぱん上の祐太とシンシアは、少女たちの中を縫ぬうように一目散に走り去るエアバイクを見つけ、声を上げた。

「あーっ、忍！　てめえどこ行く気だっ！」

「ナンパだよーん。御二人さん、留守番よろしくっ！」

「ひどーい。きたないわよ」

「くっそー。先を越こされたかっ」

　アレキサンダーのチタン甲板を踏ふみならしながら、二人は悔くやしがる。久々の街だというのに居残りの連絡係ほどつまらないものはない。エスケープを決め込むつもりでいたのだ。

「おのれっ。せっかくうまいインド料理の専門店、見つけといたのに」

「もしかして統とう轄かつ局の近くのインディアって店？」

「そうだが……」

　二人は数秒間、探さぐるようにお互たがいを見つめ合った。

「死ぬほど嫌いやだが、貴様がどうしても行きたいというならつきあってやろう」

「死ぬほど嫌だけど、あんたがどうしても食べたいならつきあってあげるわ」

　一いつ瞬しゆんで話はまとまったらしい。示し合わせたように甲板から飛び降り、あっけに取られている宴とシータを残し、全力で駆け去っていった。

　ギルガメッシュの上であきれかえっていた宴は、やっと我に返った。

「いつもながら、なんて無責任な。中ちゆう尉いの毒気に骨のズイまで染まりやがって」

「あたしたち、お留守番ですか？」

「いーや、そう何度も貧びん乏ぼうくじ引かされてたまりますか」

　宴はギルガメッシュのハッチに電子ロックを掛かけて、ＩＤカードを引き抜ぬく。

「さ、行こうぜ」

「でも……」

「大だい丈じよう夫ぶ。この重戦車、遠えん隔かく操作できるから。それにシータは記き憶おくを探さなくちゃいけないだろ。いちばん正当な理由じゃん」

「……ありがとう、古こ城じよう君」

　微笑ほほえむシータを変に意識して、照れかくしにそのきゃしゃな背中を押おす。

　ウォーレンのざわめきが聞こえてきていた。

　ウォーレンは山さん岳がく都市である。

　前庭を出ると、かなり傾けい度どのある斜しや面めんに、切り立った崖がけを連想させる漆しつ喰くいと煉れん瓦が造りの家並みが続いている。分ぶん岐きの多い狭せまい街路と石いし畳だたみの階段とが、中世の城下町を思いおこさせる。

　土と乾かん燥そうした空気の匂においが不思議に懐なつかしい、エキゾチックな街だ。

　生活水準は決して高くない。山地ということもあり、駐ちゆう車しやしてあるエア・リフターも少なく、あっても廃はい棄き寸前の代しろ物ものだったりする。

　それでも街路は比ひ較かく的清潔で、大きな通りは活気に満ちていた。

　ちょうど市が開かれているらしい。布を張っただけの錆さびの匂においのする屋台では、酒や干し肉や野菜、貴金属、希土類レア・メタルの原石まで取引されていて、道いっぱいに喧けん噪そうの渦うずが広がっていた。

「ほら、シータ。こっち、こっち」

　ほっておいたら、あっという間に迷子になって、闇やみ市いちに売り飛ばされそうなシータをしっかりかばいながら宴が人混みをかき分けていく。

　付近の高地農園からの熟うれきった作物や色とりどりの花々が並べられている。都市の外からやってきた行商人たちや、小規模のキャラバン隊のテントもあった。

　絨じゆう毯たんの上に並べられた皮細工や装そう飾しよく品ひんなどを物もの珍めずらしげにシータがのぞきこむ。

「おっ、おねえちゃん、カワイイねえ。この希き晶しよう石せきなんてどうだい。きっとお姫ひめ様みたいだぜ。カードは駄だ目めだ、元げんかドル、持ってるかい？」

　宴が脇わきからひょいとその首くび飾かざりをつまみあげる。

「粗そ悪あくな石だなあ」

「なんだと、てめえ」

「相変わらずあこぎな商売してますねえ、ゲイルさん」

　路ろ傍ぼうの中年の商人は宴の顔をまじまじと見つめなおし、急に照れたような笑いを浮うかべた。

「なんでえ、むかし超ちよう遼りようのジイさんとこにいた宴じゃねえか」

「ご無ぶ沙さ汰た。偽ぎ造ぞう業の次はインチキ露ろ天てん商ですか？」

「ばか。大槻キャラバンだって、胸張って歩けるような商売してねえじゃねえか」

「ウチはそれが経営方針なんですよ。でもこれほど姑こ息そくなことはしてませんよ」

　宴が緑石のペンダントを振ふり回してみせると、ゲイルはあわててひったくろうとする。

「しっ。声がでかい。営業妨ぼう害がいだぞ」

　さっと宴がその手をかわし意味ありげに沈ちん黙もくする。ゲイルは宴と、となりでキョトンとしているシータを見比べて舌打ちした。

「ちっ、彼かの女じよか。しょうがねえ、そいつくれてやるからさっさといっちまえ」

「わーい。ゲイルさん大好きです」

「うるせえ！　さっさと消えろ！」

　自や棄けぎみに怒ど鳴なる男に手を振ふって、宴はその場を離はなれた。歩きながらシータの首に戦利品をかけてやる。

「値打ちもんじゃないけどね」

「ううん、そんなことない。古城君がくれたんだもの。大切にします」

　心底うれしそうにシータは首飾りを指先で転がした。

　街の中央に近づくにつれて、露店も人通りも増えていった。

　建築技術の進化を見ているように、立ち並ぶ家々が変化してきている。古風な土色の家屋は消え、前衛的なデザインのテラスや流行のドーム型尖せん塔とう、鉄門や偏へん光こうガラスなどが備わった、生活レベルが突つき抜ぬけていい連中の屋や敷しきが目立つ。

　路面も舗ほ装そうされ、行き交かう人々の服装も洗練された派手なものになっている。

「なんだかずいぶんにぎやかに……キャッ」

「よそ見してるから。怪け我がしなかった？」

　人波に押おし流されながら、はぐれないようにいつしか二人は手をつないでいた。

　地熱と人いきれに蒸むされて、ふれあった手と手が熱い。

「建物が立派になってきてるだろ。この一帯は企き業ぎようとつながりのある上流階級の街なんだ。気にくわない奴やつらばっかりだろ」

「しっ。怒おこられますよ」

　変に意識しあった会話しか成り立たなくなって、それでも二人は幸福そうに楽しそうに歩を進めていく。

　路上の一角で妙みように人だかりができていた。悲鳴やうめき声、物が壊こわれる音が人々の輪の向こうから聞こえてくる。

「何だろう。うちの馬ば鹿かどもじゃなけりゃいいけど」

　見物人の隙すき間まに身体からだをねじり込ませてみる。

　薄うす暗ぐらい路地の口に、みすぼらしい格好の老人が倒たおれており、それを数人の、グレーの制服に身を包んだ男たちが取り囲んでいた。宴にはそれがウォーレンの警察機構にあたる統とう轄かつ局分室の男たちだということが分かった。

　体格のいい男たちが、手にした電磁警棒でひきがえるを潰つぶすように老人を滅めつ多た打うちにしていた。

「くはっ」

　老人の湿しめった悲鳴が響ひびきわたる。見物人たちは官かん僚りようたちを止めるでもなく、道みち端ばたの汚お物ぶつを見るような視線を老人に注いでいる。

「サルハシュルムスティシュラ」

　老人が切れ切れの意味不明な叫さけびをあげた。

　シータは息をのんで宴にしがみついた。

「ひどい。なんて酷むごいことを……」

「ああ。酷いな。あの人はバルバロイだ。でもあんなにまですることはないのに」

「バル……？」

「バルバロイ症しよう候こう群ぐん。伝でん染せん性のある業ごう病びようなんだ。ある日突とつ然ぜん、言葉がしゃべれなくなって会話ができなくなる。それが初しよ期き症しよう状じようで、最さい期ごにはミイラみたいになって死ぬらしい。聖戦後に出てきた病気でね、特効薬がないんだ。だから発病者は発見されしだい、全すべての社会保障や資格を剝はぎ取られて都市の外に放ほうり出される」

「そんな。助けてあげられないんですか」

　涙なみだをにじませるシータを、宴はつらそうにひきとめた。

「僕ぼくたちは部外者なんだ。都市の内政には口が出せない。悔くやしいけど」

　ごぶっ。

　老人が大量の血を吐はき出して倒たおれた。その眼には抗こう議ぎと反逆の光が宿っている。そしてその光を消さないまま、老人は動かなくなった。

「くたばったか？」

「いや、まだ動いてるぜ」

「めんどくせえ、とどめをさしちまえ」

　男たちが笑いあう。

　こらえきれなくなってシータは制服たちの前に飛び出した。

「やめて！　やめてください！」

「なんだ貴様あ！　邪じや魔まする気かっ！」

　暴力に身をゆだねて狂きよう気きに走っていた一人の制服が、老人を背後にかばったシータの頰ほおを思いきり殴なぐりつけた。

「きゃっ！」

　シータのたおやかな身体からだが吹ふっ飛ばされて、土つち煙けむりを上げて倒れ伏ふした。

　宴の頭の芯しんで怒いかりの塊かたまりが爆ばく発はつした。

「シータに何すんだっ！」

　男の顔面に右拳こぶしをたたきこみ、まっしぐらにシータに駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　しゃがみこんだとたん、背中に火のように鋭するどい痛みがスパークし、宴はのけぞった。

　殴られた男の仲間が、電磁警棒の呵か責しやくのない一いち撃げきを加えたのだ。続けざまに心臓がはじけそうな電圧の雨が宴の上に降り注いだ。

　シータを抱だきしめてかばう格好で、それでも十数発、宴は攻こう撃げきに耐たえた。

　男たちは全く手加減しなかった。一撃一撃が、鍛たん造ぞうされたばかりの槍やりを突つき込まれているように重く熱い。

　電撃で体が、蛙かえるみたいに跳はねる。

「ち……く……しょ……」

　身体からだから力が抜ぬけていく。

　宴は悔くやしかった。

　弱者を平気で傷つけるウォーレンの機構に腹が立った。

　理り不ふ尽じんな法を受け入れて、当然という顔で眺ながめている見物人たちに腹が立った。

　シータより先に飛び出さなかった自分の弱さに腹が立った。

　唇くちびるを嚙かみ切りながら宴は気を失った。気絶する寸前、視界の隅すみに、白い幻まぼろしの蝶ちようが躍おどったような気がした。
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　ウォーレンの中心部からかなり外れた、廃はい屋おくのような共同住居が立ち並ぶ貧民街、衛生処理トラックさえ立ち寄らないような断だん崖がいの崖がけっぷちに、その褐かつ色しよく砂岩の家はあった。

　剝はげた塗と装そう剤ざいがガラス片のように散らばる薄うす暗ぐらい屋内には、古い文ぶん献けん雑誌や衣類や銃じゆう器きが乱雑に積まれ、俗ぞく世間から一いつ切さいのつながりを断ち切るように、二つの窓には厚い麻あさのカーテンが引かれている。

　鋼鉄板がきしむ音がして、二週間ばかり開いたことがない扉とびらが来訪者を告げると、部屋の主の老人は、かしいだ回転椅い子すから、強い視線と罵ば声せいを放った。

　骨太の、年の割には腰こしの伸のびた老人が放つ言葉は、一いつ般ぱん人じんには全く理解のできない無意味な雑音であった。バルバロイ症しよう候こう群ぐんと呼ばれる奇き病びようだ。

　その言葉の意味するところはおそらく、「死にたくなければ出て行け」といった類たぐいの、苛いら立だちと拒きよ絶ぜつがブレンドされた、伝わる望みのない悪態だった。

　ところが、来訪者の丈たけ高たかい軍服の男は、老人の言葉を正確に解し、それどころか全く同じバルバロイ患かん者じやの言語で返事をした。

「久しぶりに会うのにずいぶんな挨あい拶さつですね、ヴァルガッド」

　ヴァルガッドと呼ばれた老人は、かつて自分がその名で呼ばれていたことを思い出し、その頃ころの記き憶おくから目の前の男の容よう貌ぼうを探さぐり出そうと長い時間努力して、ついにあきらめた。

「滅ほろび去った古い崩ほう族ぞくの言葉を使うあんたは何者だね？」

「当ててみなさいよ、アヌビス神のヴァル」

　くたびれた脳のう細さい胞ぼうに、忘れがたい記憶の奔ほん流りゆうが押おし寄せ、その中に認みとめた男の姿に老人は目を瞠みはった。

「まだ分かりませんか？」

　じらすような男の言葉に、老人は震ふるえながら首を振ふった。

「今、あんたの数多くの名前の、どれで呼ぼうか迷っているところさ」

「大おお槻つき守もり正まさと呼ばれています。現在はね」

　大槻は歩み寄り、年老いた父親をいたわるように老人の肩かたを抱だいた。ヴァルガッドのまなじりから涙なみだがこぼれ落ち、震える手がしわの浮ういた軍服の肩を摑つかんだ。

「会えるとは思ってなかった。昔の仲間はみな死んだよ。あんたもあの日、くたばったもんだとばっかり……」

「変わりませんね、ヴァル。相変わらず感傷家だ」

　ヴァルガッドはひび割れた拳こぶしで涙を拭ぬぐうとかたくなに大槻に背を向けた。背筋はよく伸のびていたが、片足が不自由らしくかばうような素そ振ぶりだった。

「昔話をしに来たのか？　それともわしを笑いにか？」

「力を借りにですよ」

「ならば無む駄だ足あしだったな。あんたの隣となりで戦ったアヌビスのヴァルは死んだよ。ここにいるのは、残りの時間にしがみつく敗残兵の哀あわれな老人さ。おまけにバルバロイときた。わしにかまわんでくれ」

　大槻は机に立てかけられた埃ほこりだらけのカンバスに精せい緻ちなタッチで描えがかれた、霧きりの湖や栗り鼠すの森やそびえる銀の都市や黒ずんだ黄昏たそがれや永久凍とう土どに目を留めた。

「過去に生きて、未来を浪ろう費ひするつもりですか？　まだ戦いは続いていますよ」

「本気で言ってるのか？」

　老人の鉛なまりのような瞳ひとみが、サングラスの奥おくの大槻の瞳と交こう錯さくした。しばしの沈ちん黙もくがあった後、老人は口を開いた。

「あんた、今、何をやってるんだ？」

「キャラバン隊を率いてますよ。史上最強のキャラバンをね。期待できる匡きよう体たい乗りが二人います。二人ともまだ若いが、新たな戦いの中ちゆう核かくとなる戦士です。あなたが指導してくれれば、さらに腕うでを上げるでしょう」

「わしは駄目じゃよ。イスタンブールで神経に傷を負ってな、もう相を帯びることさえできん。それに業ごう病びように冒おかされておる」

「そうですか。それは残念だ」

　大槻はさらりと言い捨てて、樫かしのテーブルの上の酒さか瓶びんの束や、壁かべにかけられた麦色のスチール写真を眺ながめた。時間が停てい滞たいしているような、薄暗く、空気の悪い部屋だった。

　匡体用のバランサーが勲くん彰しようのように飾かざり棚だなに置かれている。

「年をとりすぎたようですね、ヴァル」

「幻まぼろしだよ。ずっと夢を見てた。あんたと同じ夢をな。あんたはまだ醒さめないが、わしはもう次の夢を見つけた。死ぬことさ」

「結構ですね」

「すまんと思っとるよ。しかしあんたについて行くのは疲つかれる。老骨にはこたえる」

「では昔のよしみで忠告を一つ。ウォーレンはキナ臭くさい。すぐに離はなれたほうがいいでしょう。ディカードがね、カルカッタで人材を欲ほしがっています」

「行かんよ。砂の家にはふさわしい主が棲すむものさ」

　大槻は老人の肩かたにそっと手を置き、敬愛といたわりの念をたなごころに込こめると、無言できびすを返し、重い鉄の扉とびらに向かった。

「一いつ杯ぱいつきあっていかんか？」

「時間がなくてね」

「この老人よりもか？」

　大槻はサングラスを外し、悲しげに老人に振ふり向いた。

「ここで滅ほろびなさい、ヴァル。会えて楽しかったですよ」

　重い鉄の扉が、永遠の決別を告げて閉まった。
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　白はく刃じんが、昼下がりのウォーレンの、喧けん噪そうと雑ざつ踏とうが支配する中心街で躍おどった。

　太陽光をはねて、若わか鮎あゆの背のように人だかりの中できらめく。

　気絶した宴の背に、心臓を狙ねらって電磁警棒を突つき込もうとしていた統とう轄かつ局の男は、光の一いつ閃せんで首をはねられた。

　宴に殴なぐられた頰ほおを赤く腫はらし、すねているような表情で男の首は宙を飛んだ。胴どう体たいのわきに、腐くさった蜜み柑かんが潰つぶれる音をたてて、両断された生首は転がる。

　壊こわれた噴ふん水すいの如ごとく血ち飛沫しぶきを上げる胴体が、棒のように倒たおれるのを見届けてから、野や次じ馬うまたちは蜘く蛛もの子を散らすように逃にげまどった。

　残された男の仲間たちは、起こったことが理解できず、ただ呆ぼう然ぜんと血刀をさげた人物を眺ながめている。

　細身の凜りんとした雰ふん囲い気きをもった、白しろ牡ぼ丹たんのような女性だった。

　しなやかな肢し体たいを、赤い花びらを染めぬいた白い小こ袖そでで包み、黒い長大な太た刀ちを提げている。

　動きやすくまとめた袖から伸のびた二の腕うでも、襟えり元もとからのぞいた首筋も、折れそうなほど細く白い。

　形の良い眉まゆをわずかにつり上げ、氷のような視線を男たちに向けている。

　焰えん光こう院いん香か澄すみが立っていた。背後には影かげのように金きん髪ぱつの若者がつき従っている。

「こ……の女あまぁ、どういうつもりだあっ！」

　濁だみ声ごえを張り上げて、最初に我に返った男が、電磁警棒で香澄に殴りかかる。身体からだに僅わずかでもかすれば、たとえ刀身にでも触ふれさえすれば、たちまち相手を失神させられるほど電圧を高めてある。

「死ね、オラアッ！」

　暴力に関する圧あつ倒とう的な自信を持って、男は香澄の頭上に警棒を振ふり降ろした。

　神速の銀光がそれを迎むかえ撃うった。

　電磁警棒が男の手から転げ落ちた。

　いや、転げ落ちたのは男の手首から先だった。

　同時に男の視界が真っ赤に染まり、胃のあたりから針のような痛みと熱が沸わき上がり、それから後のことは何も考えないでよくなった。

　その男の身体がどっと地に倒たおれる音で、残りの三人の制服たちは我に返った。

「ジェフ！」

「こいつ！」

「うらあっ！」

　それぞれ電磁警棒のロッドを伸のばし、腰こしだめにして香澄に殺さつ到とうする。

　最初に間合いに飛び込んできた男の脳天に、香澄は片手で無む造ぞう作さに刃を撃うち込んだ。幹から竹たけ割わりに胃の下までまっぷたつに斬きり下げる。

　活火山のようなケレンのないダイナミックな剣けん技ぎに、つっかけようとした残りの二人は硬こう直ちよくした。

　恐きよう慌こうが制服の男たちに訪おとずれた。香澄が切れ長のするどい瞳ひとみで見み据すえると、男たちの膝ひざが滑こつ稽けいなほど震ふるえ、唇くちびるから悲鳴が洩もれた。

　無言の美しい死神は、わずかに笑ったように見えた。

「うわぁあ」

「ああっ、助けてくれっ」

　恥はじも外聞も捨てて、男たちは後ろも見ずに逃にげだした。質の悪いアスファルト道路を蹴けって、シャリアが猛もう禽きんのように追いすがり、背後から袈け裟さがけに斬って捨てた。男たちは声も上げずに死んだ。

　香澄は刀身の血ち糊のりを拭ぬぐい、くるりと柄つかを一いつ旋せんさせて黒くろ塗ぬりの鞘さやに収める。

　同じ動作をしながら戻もどってきたシャリアに香澄は声をかけた。

「逃がしてやっても良かったのに」

「面めん倒どうがあると困りますから。あんなクズどもの命をお気にかけるのですか」

「誰だれかのセリフを思い出してな。命を大切にしろと。殺すことはなかったかもしれん」

「無む抵てい抗こうの者を平気で打ち殺す輩やからです。いつ立場が逆転しても文句は言えますまい」

　そう告げて、思い出したようにシャリアはきつい日差しに晒さらされながら倒たおれている宴たちの上に屈かがみ込んだ。

「どうだ？」

「バルバロイの老人は手て遅おくれですが、少年と少女は息があります。ショックで気絶しているだけでしょう」

「放ほうっておけば当局にいろいろ聴きかれることになろう。助けたいな。見ていたが、勇気のある素す晴ばらしい者たちだ」

　その時、遠巻きに再び集まり始めた群衆の中から、中年の行商人らしい男が飛び出した。

「宴、どうした！」

　宴がペンダントをせしめた、ゲイルという商人の男だった。
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　ベージュ色の羊皮でできた天幕の天てん井じようが、宴の視界にぼんやりと見えている。木製の梁はりに吊つるされた煤すすけたランプの光が目に心地よい。ランプは点ともっているが、天幕の切れ目から午後の日差しが洩もれている。天幕の外からはせわしい靴くつ音おとも聞こえてくる。

「古城君！」

　仰あお向むけに寝ねかされた胸にシータがしがみついてきた。

　泣いている。黒い瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだをぽろぽろこぼしながら、宴の身体からだを抱だきしめ、小声で一心に謝あやまり続けている。

（そうか。シータが殴なぐられて……僕ぼくはシータをかばって……）

　宴は泣きじゃくるシータの黒くろ髪かみにそっと手を置いた。

「いいんだよ、シータ。僕は大だい丈じよう夫ぶ。謝らないで。シータは正しいことをしたんだから」

　天幕の中に目を移すと意外に広い。二〇人ほどがゆうに生活できるほどのスペースがあった。敷しき詰つめられた獣じゆう皮ひの上に、行商に使うらしい薬草の束や、銀食器や、紙し幣へいや、小物入れなどが、カーペットの重石のように点々と置かれている。

　日に焼けた小こ狡ずるそうな男が顔をのぞかせた。

「俺おれが世話になってるキャラバン隊のテントだ。気が付いたようだな、宴」

「ゲイルさん」

「無茶しやがるぜ。官憲どもの電磁警棒の前に飛び出すとはな。打だ撲ぼくのほうは大したことないが、しこたま電気喰くらってしばらくは歩けねえはずだ」

　宴は骨格を捨ててきてしまったかのような頼たよりない感覚の正体に気付いた。シータが宴の胸に顔を埋うめる。

「ごめんなさい。あたし、迷めい惑わくばっかりかけちゃって」

「びっくりしたよ、シータ。勇気あるんだな。負けそうだよ」

「いじわる。でもほんとにごめんなさい」

「いいって。むしろ僕が先に飛び出すべきだったんだ」

「盛り上がってるとこ申し訳ないがな、宴。命の恩人にお礼を言うのが先だ。お二方が助けてくれなかったら、今ごろお前は黒くろ焦こげだったろうぜ」

　ゲイルが割り込んで来て、背後のほうに顎あごをしゃくった。ランプの光の輪の外から人ひと影かげが二つ、ゆっくり歩み寄る。

　宴は不思議な懐なつかしさを持ってその女性を見つめた。

　衣い裳しようだ。つつましやかな白い和服をまとっている。薄うすく染めぬかれた花弁は人目を惹ひかずにはおかないほど鮮あざやかだが、その女性が着ると若草に宿った朝あさ露つゆのようなしっとりとした落ち着きが現れる。

　肌はだの白い、陰かげりのある面おも差ざしはシータに似ていたが、その裡うらに秘めた鋭するどい感じはリーンに近い。

　静けさというか、悟さとりというか、悪く言えば諦あきらめのようなものを雰ふん囲い気きに持っていた。

　背後には金きん髪ぱつの眼めの鋭い若者が立っている。宴は二人に頭を下げた。

「助けて下さったそうで。すみませんでした。お礼したいんですが、今は何ももってなくて」

　女が威い厳げんのある口調で答える。

「気にすることはない。気まぐれだ。君たちが見せてくれた勇気に敬意を表したというところさ」

「あの老人は？」

「残念だが助からなかった」

「そうですか」

　眼を伏ふせて、シータと支えあうようにして宴は藁わらを敷しいた寝しん台だいから上体を起こした。顔を埋うめて泣きやまないシータの髪かみにそっと指を絡からめる。

「君たちが責任を負うことではない。当事者たちは今ごろ、きっちりと債さい務むを履り行こうしていることだろう。ある暗い場所でな」

「お礼をしたいんですが何もないんです。せめてお名前を」

「そんなつもりはない。君のような少年がいることがうれしかっただけだ。私はこの街の人間ではないんだ。もう行かなければならない。君自身と、その少女を大切にね」

　僅わずかに口元をほころばせ、焰えん光こう院いん香か澄すみは陽光の差し込む天幕の戸口に向かった。

「まったくだよ、宴。東京で拾った命だろ。粗そ末まつにすることはないぜ」

　ゲイルの何気ない一言が、香澄の足を停めさせた。弾はじかれたように香澄がふりかえる。
















「今、東京と聴きこえたが？」

　怖こわいほど緊きん張ちようした香澄の表情に、ゲイルは気け圧おされて言葉を継ついだ。

「ああ。こいつ東京シティの生き残りなんすよ。ほら、十年くらい前の、例の事件」

　妙みような雰ふん囲い気きから逃のがれようと、ゲイルは事情の分からないシータに解説を始める。

「日本の東京って都市でね、大事故があったんだよ、お嬢じようちゃん。宴は数少ないラッキーな生存者の一人なんだってよ。何とかいう財ざい閥ばつの開発中だった新型爆ばく弾だんが暴発したとかで」

「ちがう!!」

　切り裂さくような声で、宴と香澄は同時に叫さけんでいた。

　シータとゲイルとシャリアは、驚おどろいて二人を見つめる。

　宴と香澄の視線が、互たがいを求めあうように交こう錯さくする。

「見たのか？」

「はい」

　言葉の空白を影かげが占せん拠きよした。

　黒い深しん淵えん。恐きよう怖ふ。闇やみ。高層建築と悲鳴と粉雪。雲の切れ間から灰色の月。弧こを描えがいてうごめく十本の腕うでと、引き締しまった女のような腰こしと、厚い胸むな板いたを飾かざる首飾り。そして三つの邪じや眼がん。

「あなたも見たんですか？」

　宴の質問に、握にぎりしめた拳こぶしを震ふるわせて香澄がうなずく。

「おいおい、どうしたんだ。俺は何か悪いことをいっちまったのかい」

「……公式発表は噓うそで塗ぬり固められたものだ。焰光院財閥ははめられたのだ。どこかの誰だれかにね。東京を滅ほろぼしたのは爆弾なんかじゃない。あれは……」

「匡きよう体たい……」

　宴が絞しぼり出すような声で続けた。ゲイルが乾かわいた笑い声を上げる。

「バカな。どっかから匡体群が押おし寄せて、ほとんど一夜で都市を壊かい滅めつさせたとでも言うのかい？」

「いえ。一機ですよ。東京はたった一機の神に滅ぼされたんです」

「寝ねぼけてんのか？　ますますもって信じられんな。当時の東京といえば世界最高のテクノロジーが結集してたはずだぜ。防衛機構もハンパじゃねえ。匡体の保有数だって」

「でもほんとなんです」

　真っ直すぐに香澄を見つめたまま宴は言った。

　宴を見つめかえす香澄の視線に、奇き妙みような親近感が含ふくまれるようになっていた。それは香澄が滅めつ多たに他人に対して見せない、ひたむきで情熱的なものだった。

「少年。名を訊きこう」

「古城宴です。こっちはシータ。大おお槻つきキャラバンの一員としてウォーレンに」

　今度はシャリアが面めん喰くらったような表情で香澄の袖そでを引いた。香澄は意に介かいさない。

「いい名だ。哀かなしい響ひびきがある。私は好きだ」

　しみじみと物言いたげな瞳ひとみで、香澄は宴を見ていた。昔、失なくしてしまった宝物の玩がん具ぐを、ある日小箱の中で見つけた少女のようだった。

「君がいくつの時だ？」

「七歳さいです。父も母も……」

　宴が身を震ふるわせる。あの時のことを考えると、心が熱くなる。溶よう岩がん流のような憎ぞう悪おと、気が狂くるいそうな恐きよう怖ふが、あの聖夜の闇やみの中で感じたそのままに、胸の底に甦よみがえってくる。

「わかる」

　焰光院香澄は痛ましげに頷うなずいて、帯に白金の飾かざり輪で吊つるした刀とう剣けんの柄つかを握にぎりしめる。考えごとをするときの香澄の癖くせだった。

「私は十四歳だった。あれを見なかったら、今、私はここにいることもなかっただろう」

「知りませんか、あれの行方ゆくえを？　あれが何なのかを？」

「知ってどうする？」

　問い返されて、宴は返答に詰つまった。その答えは宴自身にもわからない。ただ、あの記き憶おくから、どうしても逃のがれられない自分を感じていた。

「私たちはよく似ているのだな」

　香澄は宴を見つめながら、ひとしきり思案にくれているようだった。

　やがて迷いを断ち切るかのように顔を上げ、決別の言葉を告げる。

「古城宴。また会おう」

　身を翻ひるがえすときに、白い袖そでの優ゆう雅がな動きが眼に灼やきついた。
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　その夜は満天の星空だった。ウォーレンから五〇キロ離れた、花か崗こう岩がんと高地植物しかない、ひび割れた荒こう野やの真ん中に香か澄すみはいた。

　親しん鋭えい戦せん艦かん「白びやく蓮れん」の艦長室である。

　簡素な、女性の部屋とは思えない殺風景な部屋だ。刀掛かけに並べられた数振ふりの刀とう剣けんと、黒くろ塗ぬりの執しつ務むデスク、青せい磁じの花か瓶びんに活いけられた水すい仙せんの花、それ以外は何もない。

　天てん井じようから壁かべの片側にかけてガラス張りのスクリーンになっていて、香澄はそこから荒あれ果てた土地を眺ながめている。

　シャリアが入ってきて、香澄の沈しずんだ様子に眉まゆを曇くもらせ、声を抑おさえて報告した。

「空母箱はこ舟ぶねの正確な位置を捕ほ捉そくしました。ローゼンフェイトは夜明けとともに包囲網もうを縮めると言ってきています」

　香澄の返答はない。

　ウォーレンの統とう轄かつ局に、箱舟との戦せん闘とうに関する協定を結びに行ってからというもの、香澄はずっと沈ちん黙もくしたままだった。

「ローゼンフェイトは、この支部の三分の二にあたる戦力を展開させています。空母一隻せきにいささか大げさですね」

　香澄は、なおも外を見つめている。

「極ごく秘ひ裡りに完全撃げき破はとは、念のいった作戦ですな。あちらの上層部、まるで何かを恐おそれているかのようです」

　シャリアは香澄の注意を惹ひこうとするが、反応はない。香澄がずっと剣の柄つかを固く握にぎりしめているのにシャリアは気付いた。

「焰えん光こう院いん様、何か気がかりでも？」

　香澄はやっと、夜に向かってぽつりと言葉をこぼした。

「……ほしい」

「は？」

　首をかしげるシャリアに、香澄は向き直った。

「昼間の少年だよ。古こ城じよう宴えんとか言った……。私のそばにほしい」

　シャリアは香澄の意図が分からず困こん惑わくした。

「ローゼンフェイトから、箱舟の乗員を全員抹まつ殺さつするように命令がきています。彼かれをスカウトすれば契けい約やく違い反はんになりますが……。それにそれほど彼にこだわる理由が、シャリアにはわかりかねます」

「おまえはあの日、東京にいなかったからだよ」

　香澄は遠い眼めをしていて、それは確実に過去のある一点に向けられていた。心なしか、震ふるえているように見える。

「あの光景を見た者が私のそばにはいない。みな忠実で有能なクルーたちだが、誰だれもあれを見ていない。私がジャイロに乗せられて脱だつ出しゆつしたとき、潰つぶれる館やかたや吹ふき飛ぶ高こう架かレールや粉雪や音もなく崩くずれる高層ビルや、それに、あれを見た者が誰もいない」

　香澄の声は、うわごとのように続く。

「あれは人を変えるのだ。否いや応おうなく悪夢の底に引きずり込む。あれはそれほどのものだ。強大で恐おそろしくて、破は壊かい的で無む慈じ悲ひで、この世のものとは思えぬ」

　香澄の口調は、熱に浮うかされているかのようだった。

「私は確かに、東京シティにはおりませんでしたが、先代のご無念と、焰光院財ざい閥ばつを陥おとしいれた者への憤いきどおりは心に持っております。この艦かんに集つどっている者たちもみな、そうであるはずです。それではご不足なのでしょうか？」

　苦く悩のうするように香澄は言葉を吐はき出した。

「だめなのだ。あの地じ獄ごくを見た者でなければ、この不思議な気持ちは分かち合えない。私にはあの少年の凍こおるような恐きよう怖ふと孤こ独どくが理解できた。それは私の痛みでもあったから。何という眼めをしていたのだろう」

　そして香澄は、悲しげなシャリアの表情にはっと気が付いて、我に返る。

「すまん。ばかなことを言った。忘れてくれ」

「焰光院様。シャリアが出向いて、あの少年のこと、何とかいたします」

「いや、ローゼンが黙だまっていまい。縁えんがなかったものと諦あきらめよう。それにしても……妙みように引っかかる少年と少女だったな」

　香澄の言葉の意図を察してか、シャリアがいぶかしげに額に手をやり、小さく身震いをする。

「凶まが々まがしい少女でした。そばに行くと、ぞっといたしました」

「おまえも感じたか。なんなのだ？　訳わけが判らない。あんなに可愛かわいい娘むすめなのに……」

　シータという少女に、香澄もシャリアも不可解な危険の匂においをかぎとっていた。目に見えない、空気のような野や獣じゆうが、少女の周囲を徘はい徊かいしているような感じだった。

　思いかえすだけで、窓外の冷たい大気が、にわかに部屋の中に吹ふき込んできたような気がした。

　逃のがれるように香澄は話題を変え、

「明日か」

「ローゼンフェイトは異常な執しゆう念ねんで、あのキャラバンを潰つぶそうとしています。蘭らん州しゆうですな。あそこによほどまずいものがあったようです。大おお槻つきという人物がいかに曲くせ者ものでも、この包囲網もうは突とつ破ぱできないでしょう」

「裏にいるのは例の連中だな。神経にさわる奴やつらだ」

　疑ぎ似じ空間での四つの妖よう怪かいを思い出す。この会話も怪あやしげなテクノロジーによって盗とう聴ちようされているかもしれないが、構うものかという気になる。素す顔がおを拝んでやりたい。どんな醜しゆう悪あくな、顕けん示じ欲よくの権ごん化げの顔をしているのだろう。

　香澄の思いを汲くみ取ったシャリアが頷うなずく。

「まったくです。こんな後味の悪い結末になろうとは思いませんでした」

「世界は悪意で満ちているのさ」

　荒こう野やのほうに、あきらめるように香澄は吐はき捨てた。感傷を振ふり切って、事務的に質問する。

「匡きよう体たいは何機出せる？」

「スサノオ以下、火神アグニ、夜の女め神がみラートリー、魔ま獣じゆうスフィンクス、巨きよ人じんギガースの五機が出しゆつ撃げき可能です。それから、カルマン殿どのが自機の魔王ラーヴァナで出撃許可を求めています」

「ではお願いするとしよう」

　シャリアが眉まゆをひそめる。

「ご忠告申し上げますが、焰光院様。あのカルマンという男、己おのれの野心に凝こり固まっていて、信用が置けません。冷れい淡たんで卑ひ劣れつなエゴイストに見受けられます」

「そうかな。私は、あれはあれでなかなか面おも白しろい男だと思っているよ」

「本気でおっしゃるのですか？　奴は危険で、いやらしい毒どく蛇じやです。今すぐにでも放ほう逐ちくすべきです」

「剣けんかもしれない。あるいはこれから剣になるかも。まあ、とにかく様子を見てみようではないか」

　会話をうち切って、香澄はヒマラヤの刺とげ々とげしいシルエットと、その麓ふもとの辺境都市と、巡じゆん航こう空母を想おもった。深くため息をつく。

「あの女とだけは、決着をつけたいものだ」

　そのつぶやきは、疲つかれた憂ゆう愁しゆうを含んで荒こう野やに流れた。




　　　　２




　いっぽう、そのころリーンは、何も知らない能天気な箱はこ舟ぶねの中にいた。第二セクション医務室、通つう称しよう「花はな咲さか医師の人体実験室」。

　出血大サービス・注射オール三割引と書かれた紅白の帯が下がる入り口をくぐり、診しん療りよう台の上まで専門書がとり散らかってる診しん察さつ室の左側、奥おくまった壁かべぎわに恒こう温おんフォームのベッドが四つ並んでいる。

　リーンはその前に仁に王おう立だちして、口もとをひくつかせた。

「まったく、あんたたちねえ……」

「うーん」

「ぐぐぐぐ」

「気持ちわるー」

「いてー」

　並んでベッドに寝ねそべった、祐ゆう太た、シンシア、忍しのぶ、宴えんが、うなり声を唱和する。

「順番に説明してみなさい！　何で寝込まなきゃならなくなったのかを！」

　顔中ボコボコに腫はらして、絆ばん創そう膏こうだらけになった忍が痛そうに笑う。

「ジプシーの娘こ引っかけたら、路地裏に連れてかれちゃってさあ、積極的な娘こだなあとか思ってたら、そこに二メートルはあるボーイフレンドが待ってた」

「美人局つつもたせか、ずいぶん古典的な手に引っかかりおって。祐太とシンシアは？」

　祐太とシンシアが、青い顔をしながらも言い争う。

「あたしは悪くないのよ。このマヌケが頼たのんだチキンカレーにあたってお腹なかが……」

「アホ！　あたったのはお前が注文したタンドリーフィッシュだろうが！　こんな下げ痢りピーにしやがって、脳なし女！」

「あんた、うまいって喰くってたじゃない。だいたいねえ、あんたの日ひ頃ごろの行いが悪いから、こんなときに罰ばちが当たるのよ」

「そっくりその言葉返してやるぜ」

「もういい！　こんな時くらい少しおとなしくしてろ！　宴、お前は？」

　宴は力の抜ぬけきった様子で

「通りすがりにトラブルに巻き込まれて、警官みたいなのに電磁警棒でボッコンボッコン……」

「そりゃすげえ。おまえにゃ負けるぜ。さすが災わざわいを呼ぶ男」

「誰がだよ！　おまえが一番みっともない理由だぞ、忍」

「下痢ピーよりゃいいと思うが……」

「ちょっと喧けん嘩か売ってんの！」

「でかい声出すな、バカ女！」

　リーンは額に血管を浮うき出させて、無言でわきにあった椅い子すを蹴けりつける。スチールの椅子がへし折れて、騒そう動どうは止まった。

「で、護衛の任務をほっぽって遊び歩いてたわけだ！　責任者どいつだ！」

「こいつです!!」

　四人が四人、同時にばらばらの相手を指さす。

「僕ぼくは見てた。忍が一番最初に逃にげ出したんだ！」

「仕切ってたの、祐太だろうが！　最後まで責任もつべきだぞ！」

「このクソ女があんな店に誘さそわなきゃなあ！　だいたいてめえは俺おれに恨うらみでも……」

「最後まで残ったの宴だったじゃない。あんたが留守番しないで誰だれがすんのよ！」

「やめんかっ!!」

　リーンの特大級のカミナリで、みにくい責任のなすりあいが止まった。リーンが白くなるまで握にぎりしめた拳こぶしを目の前に持ち上げる。

「もう一度訊たずねる。悪いのは誰だ？」

「だから忍が……」

「諸悪の根源はこの女で……」

「あんたたちがねえ……」

「俺はナンパという正当な理由が……」

　派手な音が響ひびきわたって、椅子の横の収納ボックスが粉々になる。化け粧しよう板にめり込んだ右拳を抜ぬきながら、リーンが最後通告をした。

「わ・る・い・の・は？」

　今度は素す直なおに四つの手が上がった。順番にげんこつで頭を殴なぐりつけ、悲鳴と不平と悪口を無視し、大きくため息をつく。

　仕切用のカーテンの向こうから陽気な声がかかり、殺さつ菌きんされた白衣が空中から降ってきた。

「ふははははは……。えーん、よく来たなあ」

　老人とは思えない矍かく鑠しやくとした身体からだが、軽々と宙を舞まい、恒こう温おんフォームに寝ねた宴の上に落下する。

「ぎええ」

　医い療りよう班主任の花咲作さく三ぞうが、頰ほお擦ずりせんばかりに宴の首を抱だき寄せた。

「心配いらん。どんな病もわしにかかればたちまち治る。生きてここから出られると思うなよ」

　矛む盾じゆんしたセリフを吐はきながら、花咲がトンボ眼鏡をずり上げる。宴いじめを老後の最大の楽しみとしている不良医師だ。

「下りろよ、クソじじい！」

　力いっぱい宴が究つき飛ばすと、くるりとバク宙を決めて着地し、憎にくたらしく笑う。

「かかかかかかか。まだまだじゃな。リーンにもっと鍛きたえてもらえ」

　さらに懐ふところから、なにか怪あやしげな器具を取り出して宴をいびりにかかる花咲を、リーンが押おしとどめた。

「じーさん、やりすぎだって」

「おぬしのげんこつのほうが効くはずじゃぞ」

「それより大だい丈じよう夫ぶなの、こいつら？」

「なーに、どいつもこいつも大げさなんじゃ。新開発のハイパー養命酒飲んで、一晩寝とれば治るわい」

「あーもう、こんなアホどもがうちの防ぼう御ぎよの要かなめだと思うと、頭痛くなるわ」

「前から思っとったんじゃがな、リーン。おぬしも精神安定剤ざい、服用したほうがいいぞ。それとも五リットルばかり血ィ抜ぬいてくか？」

「よけいなお世話！」

　短く刈かった金きん髪ぱつをかきむしり、四人を睨にらみつける。そっぽを向いたり、口笛を吹ふいたり、寝たふりをしたり、四人とも全く反省の色は見えない。喉のどの奥おくで低いうなり声を上げて、リーンは背を向けると、大おお股またに隣となりの部屋に向かう。

　仕切のカーテンで振ふり返ると、花咲を含ふくむ全員が舌を出していた。

　リーンは精も根も尽つき果てたというように、がくりと肩かたを落として、投げやりな声で訊たずねる。

「宴、シータの姿が見えないようだが？」

「ちょっと興奮気味だったんで、薬あげて部屋まで送りましたけど」

「ヒューヒューヒュー」

　ここぞとばかりに忍とシンシアがひやかす。祐太が怪け訝げんな顔で宴に言った。

「シータなら、さっきトイレの帰りに見たぞ。カタパルトで」

「あれ、変だな。ちゃんと送ったんだけど」

「一人じゃ寂さびしくて眠ねむれないんじゃない？」

「死にたいか、忍」

　宴はまだ力の入らない両手でシーツをはねのけ、恒こう温おんフォームから起き上がる。

ふらつきながら枕まくら元もとの長衣ジユラバをつかんだ。

「僕ぼく、ちょっと見てくる」

　冷やかしと口笛の渦うずを無視して出ていく。花咲が眼鏡を拭ふきながら、感心してつぶやいた。

「あやつ、若いわりにマメじゃのう」
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　カタパルト・デッキを流れる風は冷たかった。夜の砂さ漠ばくに静せい寂じやくが降りている。月が中天に遠く小さく架かかっており、弱々しいペンシル・ライトのような光が、砂漠に白い絨じゆう毯たんを敷しき詰つめていた。

　岩だなの向こうから、ウォーレンの街の灯ひが漁いさり火びのように届いていて、後方にそびえるヒマラヤ山脈の険けわしい、のしかかるような稜りよう線せんが判別できる。

　砂混じりの風がたてる微かすかな音色の他は何もなく、耳を澄すませば星々の囁ささやきまで聴きき取れそうな、静かな夜だった。

　第二格納庫の非常階段から宴は昇のぼって、綺き麗れいに晴れた星空に息を吞のんだ。

　闇やみの中にくっきりと浮うき立って、地平の果てまで銀の砂漠が広がっており、天空の星たちはそこから風に吹ふき上げられた砂の微び粒りゆう子しのように思えた。

　冷たい夜気を肺に大きく吸い込んで、宴は歩き始めた。鋼はがねの甲かん板ぱんを、艦かん橋きようの灯を頼たよりに、船首の方向に向かう。着艦用の制動柵さくにつまずきながら、甲板の縁ふち沿ぞいに歩を進めると、誰だれかがうずくまっている黒々としたシルエットに出会った。

「シータ？」

　返事はない。側そばに寄ると、蒼あおいストールが紙のように風にはためいている。

「風か邪ぜひくよ」

　隣となりに腰こし掛かけて声をかけると、やっとシータは顔を上げた。涙なみだの跡あとが、白々と月光に透すけている。

　宴はいたわるように、笑え顔がおを作った。

「また泣いてたの。泣き虫なんだな、シータは」

　シータが無言で宴の方にぴったりと身を寄せてくる。シータの体温を長衣ジユラバ越ごしに感じて、宴は胸が高鳴った。囁くようなシータの声が聴こえる。

「私ね、また怖こわい夢を見たの。とても夢とは思えないような夢。私の夢、ときどき現実に起こったの。正まさ夢ゆめになるんです。そのせいでみんなに迷めい惑わくかけて、嫌きらわれたような気がする。ごめんなさい、古こ城じよう君」

　それだけ言って、シータはまた宴の肩かたに顔を埋うめて泣き出した。宴の脳裏に、リーンの言葉が思い出される。危険な少女。リーンが向けた嫌けん悪お感を、この娘は敏びん感かんに感じとっているのではないか？　そう考えると、いたたまれなくなって、宴はシータの肩に優やさしく手を置いた。

「僕ぼくは嫌きらわない。君がどんな過去を持ってても、どんな特とく殊しゆな力があっても、僕は君を嫌ったりしないよ。僕もね、ときどき悪夢を見るんだ」

　宴は自分の中からこみ上げてくる感情に恐おそれを抱いだくように、目を伏ふせて語り始めた。

「昼間会った女の人も言ってた、東京の夢なんだ。僕は七歳さいの時までその都市に住んでた。機械の森みたいな街でね、高層ビルや、入り組んだリニア網もうや、エア・リフターの洪こう水ずいがあってね、住んでる人たちはみんな無口で怒おこってるみたいで、それでいてちょっと寂さびしげに歩いてるんだ。でも夜になると真しん紅くや紫むらさきのネオンで街中が燃え上がって、とっても綺き麗れいだった」

「ゲイルさんの言ってた、大きな事故の夢？」

「うん、事故じゃないんだ。見たんだ。魂たましいが震ふるえるような匡きよう体たい。地上五〇〇メートルの統合庁ビルの、さらに上に顔があった。ある晩、突とつ然ぜん現れて、東京を滅ほろぼした。そいつがね、三つの瞳ひとみで睨にらむと、すべての物が消えていくんだ。ぼろぼろって、炭化した朽くち木が崩くずれるみたいに。父さんも母さんも……」

　宴は虚こ空くうを見つめ、歯を食いしばる。

「小一時間もかからなかった。最さい先せん端たんの要よう塞さい都市が廃はい墟きよに変わったよ。街が完全に破は壊かいされたのに火が出ないんだ。動くものが何もない、時間が凍こおったみたいな廃噓だった。僕は二日間さまよって奇き跡せき的に助けられた。その後、超ちよう遼りようの爺じいさんのキャラバン隊に拾われて、ゲイルさんや鵜う飼かいさんに会って、爺さんが死んでからここに移い籍せきして……。もう九年になる。だけどいまだに夢に出てくんだよ。黒い、十本腕うでの、三つ眼めの匡体」

　宴は寒そうに肩かたを抱かかえ込んだ。プラスチックの壊こわれた容器が、カタパルトの上をカラカラと音を立てて転がっていく。

「つまんない話しちゃったな。シータの夢は？」

　シータは、いたわりと不安が入り交じった表情で、宴の顔をまじまじとのぞきこんだ。ためらう仕し草ぐさをした後、小声で話し出す。

「古城君の夢なの。古城君が、悪あく霊りように取り憑つかれるの。とっても古い力を持った恐おそろしい悪霊で、古城君が苦しんでるんだけど、それは私のせいなんです」

「なーんだ」

　宴はわざとおどけてみせて、

「それならもう取り憑かれてるよ。タチの悪いのに何匹びきかね。祐太に忍にシンシア、ヒステリー姉さんに不良医師に金の亡もう者じやに陰いん険けん中年。数えたらきりがないや」

　シータはやっと少し微笑ほほえみ、泣き笑いの表情を浮うかべる。

「ありがとう。優やさしいんですね」

　涙なみだをストールの端はしで拭ぬぐいながら心配そうに続ける。

「でもほんとに気をつけて。私の夢、当たるんです。悪霊の正体はわからないけど、古城君の前に現れたら、絶対に相手にしちゃだめ。約束して」

「わかったよ。そのかわり、僕からも約束。悲しいことがあったら、僕に話すこと。一人で夜の甲かん板ぱんでイジイジ泣かないこと」

「ひっどーい。優しいって言ったの、撤てつ回かいします」

　シータはやっと愛くるしい笑い顔を見せた。宴はほっとして胸をなで下ろす。胸の中に優しい気持ちが溢あふれてくる。シータの言う不吉な夢のことなど、この時、宴は全く気にもかけなかった。

　照れて胡座あぐらをかき、長衣ジユラバを脱ぬいでシータにかぶせると、宴は星を眺ながめながらいろいろな話をした。超遼キャラバンにいた時のこと、箱はこ舟ぶねの仲間たちのこと、祐太や忍と初めて会った時のこと、匡きよう体たいの由来になった数々の神話や伝説のこと。まるでシータの欠損した記き憶おくを、自分の記憶で埋うめようとするかのように宴は話し続けた。
















　シータはうなずき、笑い、首をかしげ、瞳ひとみを輝かがやかせて宴の話に聞き入った。

　甘あまやかな時間が二人の上を駆かけ足で通り過ぎ、星せい辰しんが二人に内ない緒しよでその位置を変え、ふと気が付くと宙天の空が不思議な燐りん光こうを放っていた。

　夜明けまでにはまだ間があるはずで、ふり仰あおぐと薄うす紫むらさきをした色しき彩さいの帳幕が、夢の国と現界を隔へだてる境界のように輝かがやいていた。

「見て、古城君。綺き麗れいなオーロラ！」

「うん」

　粋いきなはからいをくれたギリシア神話の暁あかつきの女め神がみオーロラに、心底感謝を捧ささげ、出来ればこのまま永久に時間を止めてほしいと思う。

　黙だまっていると頭の中が混乱してきそうで、神経質に前まえ髪がみをかき上げると、宴は恥はずかしそうに語った。

「僕さ、子供の頃ころいつも思ってた。ここじゃない、どこか別の場所に行きたいって。聖戦前に人間は、高度な工学技術を持ってて、星に行ける船を建造してたんだって。だから僕は、鵜う飼かいさんについてエレクトロニクス習った。もしかしたら、太陽や月や、あのオーロラの向こうにも行けるんじゃないかって思ってね。子供っぽいだろ？」

「そんなことないです。私、分かります。あんな綺麗なオーロラの場所になら、私も行ってみたいと思うもの」

　真しん摯しな表情で答えるシータの言葉を聴きいているうちに、宴の鼓こ膜まくに何かがひっかかった。何だろう、えーと、まてよ、何かがおかしいような……。

「オ、オーロラだあ!?」

　叫さけんで猛もう然ぜんと立ち上がる。シータと二人の、甘あまやかな恋の時間は終わりを告げた。

　幻げん覚かくを追い払はらうように頭を何度もふり、穴があくほど夜空を見つめて確かく認にんする。陽炎かげろうのようなピンク色の光の揺ゆらめきは、そこに確かに存在していた。

「んなバカな、ありえない。こんな赤道に近い低てい緯い度ど地方にオーロラだって？」

　きょとんとしているシータの手を力任せに引っ張って、艦かん橋きように向かってダッシュする。シータが事情を吞のみ込めず、訊たずねてくる。

「ど、どうしたんですか？」

「あのオーロラ、自然現象じゃない！　ものすごい出力の攪かく乱らん派はが上空を飛び交かってできてるんだ！　少なくとも十隻せき以上の攻こう撃げき艦が、このあたりに集結してる！」

　宴の叫びは夜の静せい寂じやくを切り裂さいた。







　第十章　戦域
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　翌朝早く、箱はこ舟ぶねの重力感知レーダーは一〇時から三時の方角にかけて接近中の、おびただしい数の艦かん影えいをとらえた。熱源分ぶん析せきで、巡じゆん洋よう艦かん、駆く逐ちく艦、ミサイル艦の大編隊に、十隻せき以上の攻こう撃げき型戦艦が含ふくまれていることが判明した。

　作戦司令室の立体投射卓たくをにらんで、さすがのリーンも言葉を失っていた。宴えんの報告をうけて、一いつ睡すいもせずに艦橋につめていたクルーたちは、いつになく言葉少なに、壁かべにもたれ掛かかっている。

　壁へき面めんディスプレイには、水も漏もらさぬ執しつ拗ような包囲陣じんで接近しつつある大艦隊が、リアルタイム映像で映し出されていた。

　アッザムがモニターをにらんで、くやしそうに歯ぎしりする。

「さすがにこいつは全面降こう伏ふくしかないか。貯ためこんだ採さい掘くつ資源、根こそぎ持ってかれるな」

　三方向から箱舟を包み込むようにやってくる敵の陣じん容ようを模も型けいホログラムで見ながら、リーンが冷たく口を開く。

「わかってないね。この陣形よく見な。局地制圧や殲せん滅めつ戦せんに使うやつだよ。おまけに宣戦布告もない。つまり問答無用ってこと」

「なんだと？　もしかして、わしら皆みな殺ごろしってことか？」

「もしかして、じゃなくて確実にそうなるだろうね」

「ぐわー！　わしゃ死にたくないー！」

「いい年こいてガタガタ騒さわぐな。祐ゆう太たたちの落ち着きを見なよ」

「俺おれたちゃ、たんに体調悪いだけ」

「あ、そう」

　リーンが肩かたを落とす。神経質そうに分析データとにらめっこをしていた江え守もりが、切せつ迫ぱくした表情で振ふり返る。

「祐太、リーン、何か手はないのか？」

「白旗が駄だ目めなら、やるしかないさ。なあ、祐太」

「ですね。先制かけて包囲網もうの弱そうなところを一点突とつ破ぱ。この状じよう況きようじゃ、それくらいしか思いつかないや」

　忍しのぶが顔の絆ばん創そう膏こうをはがしながら、皮肉な口調で言う。

「作戦名はカミカゼか？」

　司令室の全員が沈ちん黙もくする。忍に言われるまでもない、みんな分かっていた。シンシアも宴も、だるそうに寝ね不ぶ足そくの頭を抱かかえた。レーダー盤ばん上には敵艦を示す緑の輝き点てんが増え続けている。

　ビープ音がしてオペレーター席のシータが告げた。

「ウォーレンのジルバリスト局長から出港要よう請せいが来てます」

「クソ野や郎ろうめ、あたしたちを見捨てる気だね。これだから政治屋って嫌きらいさ」

　嫌けん悪お感を隠かくそうともせずにリーンが吐はき捨てた。ジルバリストの冷れい淡たんな態度は、ローゼンフェイトからの圧力だろうが、数年来の取引相手の窮きゆう状じように、眉まゆ一つ動かさない転身ぶりは見上げたものだ。援えん護ごや仲ちゆう裁さいをするどころか、ウォーレンの守備隊を出して、積極的に箱舟を攻こう撃げきしようとする気配さえある。

　緑の輝点がますます増加し、レーダー盤はインテリア・ライトのようになって、シータが悲鳴を上げた。

「飛行機がいっぱい近づいて来てます。えーと、距きよ離り一万二〇〇〇」

「あまり時間がないな、どうする、祐太」

「やりましょう！　このままじゃ、全ぜん滅めつを待つだけだ」

「よし！　江守、反応炉ろ全開で突つっ込むぞ！」

　祐太とリーンが気合いをみなぎらせたとき、後方の指揮シートから声がかかった。

「そいつはいけませんねぇ」

　それまでレプリカ・キャップを目ま深ぶかに被かぶり、沈ちん黙もくを守っていた大おお槻つきが、意地の悪い笑え顔がおで見つめ返す。緊きん迫ぱく感の張りつめていた部屋のムードが、ふと和なごんだ。

　陰いん険けんだの中年だのと陰かげ口ぐちを叩たたかれていても、大槻の的確な状況判断と奇き抜ばつな戦法には、クルーの誰だれもが信しん頼らいを寄せている。わけのわからない性格をしてはいたが、いざというときこれほど頼たよりになる男はない。

「ウォーレンを離はなれるのは良くないです」

「ブライアンの援助を期待してんだったら的外れだよ。悪くすると、ウォーレンに真後ろを突つかれるかも」

「そこでです」

　咳せき払ばらい一つして、大槻は指先で全員を招いた。

「さて、悪だくみの相談を始めましょう」
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　きっかり三〇分後に、大だい艦かん隊たいに先行したローゼンフェイトの航空部隊が、箱はこ舟ぶねと戦せん闘とう状態に入った。

　主力機であるマクシミリアンＴ－２Ｆと大型爆ばく撃げき機きアーシア０２が少なくとも五〇機、箱舟の上空を占せん拠きよし、レーザーと炸さく裂れつ弾だんの雨を降らせ始めた。火線が船体で弾はじけ、爆ごう音おんが轟とどろき、黒い噴ふん煙えんが上がる。

　箱舟の反撃も素す早ばやい。舷げん側そくからピンクのホーミング・レーザーが天に向かって伸のび上がり、運の悪い敵機に突つき刺ささった。

　激げき震しんに見舞まわれているカタパルトから、飛び散る破は片へんをものともせず、箱舟の艦かん載さい機きが、次々に空へ飛び立っていく。

　十五機編成の小隊がたったの二つ、ジェラード率いるガリオン小隊と、ベネディクトのエンダー小隊。ただし空戦技術だけは旧軍のトップガンにもひけをとらない猛も者さたちばかりである。

　Ｖ型編隊の先せん端たんで、ジェラードは敵陣じんのわき腹に食い込んで行った。爆ばく散さん機き雷らいを敵部隊の要所に発射し、急速離り脱だつする。三機のマクシミリアンが炎ほのおに包まれはじけ飛ぶのを背面モニターで確かく認にんし、陽気な笑えみを浮うかべた。

　希き代だいのプレイボーイであり、いつも軽口ばかり叩たたいているこの男は、硝しよう煙えんのきつい匂においが漂ただよう戦場においても笑みを絶やさない。生も死も超ちよう越えつしたぎりぎりの臨界点に、魂たましいを遊ゆう離りさせて楽しんでいるかのようだ。

「あーらよっと」

　パイロンにとりつけた十二方向可変ブースターを微び始動させ、重力降下する。歴戦の部下たちの機体が、つながった鎖くさりのように次々と横転してきて、尾び翼よくにペイントされたユニコーンが大空に列を作る。

　ジェラードの合図で一いつ斉せいに散開し、各個撃破にうつった。

　低空ではベネディクトの小隊が、真しん一いちのキマイラと連動して、上下から敵を挟はさみ撃うちにしている。

「これなら、当分はもちそうだな」

　アウト一杯へパワースライドをかけ、照準器の中の敵機に、短たん距きよ離りミサイルのトリガーを引く。

　もとより敵の航空戦力は、箱舟にとってあまり脅きよう威いではない。一個大隊とでも平気でタメを張るベテランのパイロットたちが、最新しん鋭えいの迎げい撃げき機きをあてがわれているのだし、何より箱舟には、ずば抜ぬけて強力な匡きよう体たいが四機もある。

　真に恐おそれるべきは後続の戦せん艦かんと匡体部隊だ。この時代の戦いの趨すう勢せいを決するのは一いつ般ぱん的てきに匡体の絶対数である。航空機や戦車の数にいくら圧倒的差があっても、一機の匡体によって簡かん単たんに戦局をひっくり返されることは少なくない。匡体同どう士しの戦いにおいても、やはり数の論理は生きている。多数を同時に相手にできる匡体など数少ないし、属性のバリエーションが多い方が有利なのは当然である。リーンのような優ゆう秀しゆうなシンカーや、インドラのような強力な匡体は例外であり、それゆえ貴重視される。

　匡体の数においてローゼンフェイトの部隊が箱舟に劣おとるということはまずありえない。ジェラードはそこを危き惧ぐする。圧あつ倒とう的な数の匡体に集中攻こう撃げきされたら、たとえリーンたちでも、いつまで持ちこたえられるか。しかし危惧はするが、絶望はしていない。

「中ちゆう尉い殿どのがきっと何とかするだろうさ」

　楽天的につぶやいて、さらに一機を地じ獄ごくに送り、口笛を吹ふいた。

　地上では流れ弾だまがウォーレンの城じよう壁へきの中へ飛び込み、かなりの被ひ害がいを出していた。

　ウォーレンの市街地の中心、アベルハイトなどの企き業ぎようビルに取り囲まれた統とう轄かつ局の管制室では、破は壊かいされていく街並みの様子をモニターで見ながら、ブライアンが顔面を朱しゆに染めていた。撫なでつけた銀ぎん髪ぱつをかきむしり、第二秘書に向かって怒ど鳴なりちらす。

「なんたることだ！　居住区にまで煙けむりが上がっとるではないかっ！　ウォーレンには絶対に迷めい惑わくをかけないという条件で、この戦せん闘とうを了りよう承しようしたのだぞ。これだから新興の複合企業など信用できんのだ」

「しかし、交こう渉しように来たあの焰えん光こう院いんという女性は、理路整然とした話をする、信しん頼らいできそうな人物でしたが……」

「現に被ひ害がいが出ておるではないかっ！　局長選挙も近いというにどうする気だ。死傷者でも出れば、わしの責任問題になる。あの空母がもっと離はなれておれば」

　忌いま々いましげにモニターをにらんだとき、オペレーターが、ローゼンフェイトの作戦責任者なる人物からの通信を告げた。

　ブライアンはいそいそと双方向通信機の前にり、ビヨイト・ソロジーという瘦やせて頰ほお骨ぼねの浮うきでた男と対面する。

　開口いちばん、ブライアンは怒鳴った。

「話が違ちがうじゃないか！　戦闘は領域圏けん外がいでやる約束じゃなかったのか」

「敵空母が動こうとしない以上、仕方がなかろう。奴やつらを追い出しきれなかったそちらの責任だ」

　顔に似合わず野太い声を響ひびかせて、冷静にビヨイトが突つき放す。

「し、しかし」

「提案がある。ウォーレンの守備隊にも何機か匡きよう体たいがあるはずだ。それを使って空母を砂さ漠ばくに追い立ててくれ。そのほうがこちらとしても処理しやすい」

「冗じよう談だんじゃない。そんなことしたら、キャラバン隊がこの町に寄りつかなくなる。この辺境で彼らの流通網もうは貴重だ」

「ならば引責辞任でもするんだな。あんたの代わりなど、いくらでもいるさ」

　脅おどしというより単に愚ぐ弄ろうしているだけといったビヨイトの態度に、ブライアンは殺意まで芽生えたが顔には出さない。舌先で搦からめとってやろうと考え、つくり笑いを浮うかべる。

「まあビヨイト司令官、私の話も聴ききたまえ。確かに我わが街は貴社のシェアの外にあるが……」

「聴く耳もたん。俺おれは軍人であって、営業部ではない。匡体を出せ。こっちだってクビがかかってんだよっ！」

　さっさと言いたいことだけ言って、一方的にビヨイトの通信は途と絶だえた。

　ブライアンはモニターに拳こぶしを叩たたきつける。派手な音がしてモニターが割れ、都市管理オペレーターたちが、驚おどろいて振ふり返った。

　市民たちの前では決して見せない表情で、ブライアンは怒ど鳴なった。

「守備隊を呼び出せ。匡体を出しゆつ撃げきさせろと言え。あのけったくそ悪いお荷物の空母を追おっ払ぱらえとな。どいつもこいつも、低能の俗ぞく物ぶつが、すぐわしの足を引っ張りたがる」

　怨えん嗟さを含ふくんだ指示をとばしておいて、第二秘書の男に向かって、血だらけになった右手を振る。

「何をぼっと見とるか！　ウォーレンの統とう轄かつ局長が怪け我がをしておるのだぞっ」

　とばっちりをうけた秘書は、心の中でこの初老の男に見切りをつけながら、神しん妙みような顔をしてハンカチを渡わたした。

　その時、突とつ然ぜん、爆ばく音おんが鳴り響ひびき統轄局の庁舎全体が大きく揺ゆれた。バランスを崩くずしてブライアンが、肥満した腹からもろに床ゆかにぶつかる。

「何事だっ！」

　許容量を越こえる怒いかりに真っ赤になって、汗あせみどろになりながら起き上がろうとし、すねを嫌いやというほど椅い子すにぶつける。

　オペレーターが泣きそうな顔で、さらに追いうちをかけた。

「侵しん入にゆう者しやです！　新館一階フロアの壁かべを戦車がぶち抜ぬいてきましたっ！」
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　轟ごう音おんとともに壁が崩れた。ギルガメッシュが黒い鋼こう鉄てつの顔をのぞかせる。つづいて瓦が礫れきをキャタピラで砕くだきながらアレキサンダーがフロアに躍おどりでた。

　一、二階吹ふき抜けになった統轄庁舎のインテリジェンス・フロアに、二輌りようの重戦車は問答無用の侵入を果たした。居合わせた人々がポカンと見守る中、床のパネルを削けずり立たせてスピンし、ピタリと停止する。

　ポンと花火のような音がして、銃じゆう座ざから無数の催さい涙るい弾だんが四方に放たれた。

「うわあ！」

「何だ何だ！」

　たちまち大混乱が巻き起こったが、白い催涙ガスがそれを覆おおい隠かくしていく。戦車のターレットが回って主しゆ砲ほうが放たれ、エレベーターと通路の一部を、測ったように破は壊かいした。

　続けざまに後部キャビンが開き、防毒マスクを被かぶった一団が降りてきた。

　ポン、ポンと景気よくハンドガンから催涙弾を撃うち出しながら、喉スロートマイクに祐太が叫さけぶ。

「中央の階段を残して上への道は潰つぶせ！　脇わきの通路は制圧！」

　とりあえず居ても戦せん闘とうの役には立たなくて、欲求不満の溜たまっている者という基準で選ばれた突とつ撃げき部隊は、生活班の女の子が大半を占しめる結果となったが、それでも意外にきびきびと命令に従っている。

「宴！」

　見回すと、宴はすでにインフォメーション・ブースの端たん末まつに携けい帯たいコンピュータをつないでいた。駆かけ寄って訊たずねる。

「どれくらいかかる？」

「三〇秒」

　短く答えて宴は懸けん命めいにデッキを叩たたいた。複雑な暗証コードの壁かべが宴によって切り崩くずされ、きっかり三〇秒でディスプレイに庁舎の設計見取り図が呼び出される。

「ふははは。天才と呼びたまえ」

「ボケ！　反重力システムがどこだか分かんねえじゃねえか」

「電力ラインがいちばん集中してるとこさ。うーんと、新館の地下四階だな」

「よし！」

　うなずいて、祐太はコソコソと二人の脇わきを通り過ぎようとした忍の防ぼう弾だんスーツの襟えりをひっつかむ。

「てめえはどこ行く気だ？」

「いや、今の受付の娘こ、可愛かわいかったなーと……」

「脳ミソないのか、おまえは！　敵地でナンパしてんじゃねえ！」

　手早く全員を呼び集め、指示を飛ばす。

「忍、ギルガメッシュで五人連れて中央コントロールへ。サイリン、七人で退路の確保。残りは俺おれと反重力システムを乗っ取る。警備が出てきたらスタン弾だんで眠ねむらせろ。十五分で離り脱だつする。質問は？」

　一いつ斉せいに手が上がる。

「あたし誰だれについてけばいいのかな？」

「ねえ祐太君。これどうやって撃うつの？」

「ボーナス出るんでしょ？　ねえってばあ」

「おまーらなあ……」

　緊きん張ちよう感かんのかけらもないメンバーたちに何か言いかけて止やめ、それでも祐太は適てき宜ぎ細かい指示をし、送りだした。

　忍のギルガメッシュが中央階段を雄お牛うしのように登はんしていき、危なげな手つきで銃じゆう器きを抱かかえたサイリンたちが持ち場に散らばるのを見届けて、祐太は宴に声をかけた。

「どうだ？」

「作業完かん了りよう。防犯システム、丸まる裸はだかにしてやった」

「えらい。おまえだけだよ、まともに使える奴やつは」

　ハンドガンを肩かたに祐太が立ち上がり、宴の耳朶イヤービードに声を響ひびかせた。

「こっちも行こう！　こんな無茶な作戦、スピード命だ」
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　管制室ではブライアンが半はん狂きよう乱らんになりながら怒ど鳴なっていた。館内の状じよう況きようを報告するオペレーターの応答も歯切れが悪い。

「どうなっておるんだ。侵しん入にゆう者しやの目的は何だ？　人数もつかめんのか」

「それが……どういうわけか監かん視しカメラが根こそぎブラックアウトしておりまして……」

「防犯部は何をしておる。高い給料払はらっておるのに役たたずどもめ」

「三階で交戦中のようですが、対人レーザーが作動しませんので苦戦しているもようです」

「戦車が上がってきているそうだな。隔かく壁へきを閉めて防戦しろ」

「それも動きません」

　ブライアンはついに口から泡あわをとばした。

「何とかしろバカ者。わしを殺す気か」

　第二秘書が後ろからすっかり感心した口ぶりで進言する。

「敵に電子戦のエキスパートがいるようですな。機械には頼たよらないほうがいいでしょう」

「そんなことは見とればわかるわ！　貴様、なんとかせい！」

　ブライアンが秘書の襟えり首くびをつかんで振り回し、情けない悲鳴が上がった。

　五分近く、ブライアンは秘書の首を絞しめたまま、指示とも八つ当たりともつかぬような言葉を部屋中に吐はき散らしつづけた。最後には無口になり、落ち着かない目配りで、息も絶えだえの秘書に問いかける。

「侵入者は何者だろうか？　もしもレジスタンスだったらわしの命はない」

「落ち着いてください。先日、一いつ斉せい検挙で大量に砂さ漠ばくに追放したばかりじゃないですか。戦車から見ておそらく大おお槻つきキャラバンでは」

　ブライアンの目が、末まつ期き症しよう状じようの中毒患かん者じやのように病的に輝かがやいた。

「そうか、ならば心配ない。なにしろ大槻とわしは長いつきあいの親友だからな」

　その親友に数分前、軍事部隊を差し向けたことも忘れ、ブライアンは快活な笑い声を上げた。笑い声をオペレーターの怒ど声せいが断ち切る。

「新館地下の重力制せい御ぎよ室に侵入者！　占せん拠きよされました！」

「なにィ！　クソ狸たぬきめ！　ウォーレンの大動脈を破は壊かいする気だ！　たいへんな裏切り行こう為いだ！　ネズミ臭くさい商人風ふ情ぜいが！」

「どうしましょう？」

　ブライアンは銀ぎん髪ぱつを振り乱して後ろを見せ駆かけ出した。

「わしはもう知らん。屋上から脱だつ出しゆつする、ジェット・ヘリを回せ」

　叫さけんだブライアンの正面で管制室の気圧ドアがめくれあがり、ショットガンの銃じゆう口こうが、ヌッと突つき出された。

「ちわーす。鉛なまり弾だまの宅配でーす」

　防毒マスクをはね上げて、忍が陽気な笑え顔がおを見せる。

「な、な、何者だ」

「大槻キャラバン」

「わしを、コ、殺すのか」

「ウソウソ。安心しなよ、老いさき短いジジィの命なんてとらないって。箱はこ舟ぶねへの攻こう撃げき命令、取り消してくれたら、すぐに退散するよ。あとは気にせずに、あんたはあんたの仕事してちょうだい」

「わ、わしの仕事？」

　胸をややなで下ろしている初老の男に、忍はウインクしてみせた。

「統とう轄かつ局の長として、やることいっぱいあるはずだろ。住民の避ひ難なんとかさ」
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　箱舟の周辺では激戦がつづいていた。カタパルトに立ちはだかるインドラが金剛杵ヴアジユラをふるうと、鞭むちのようにしなる雷いかずちがミサイルを次々と撃げき墜ついしていく。箱舟の航空隊もジェラード、ベネディクトの統制のとれた指揮のもと、奮戦していた。

　箱舟はウォーレンの重力壁の内側に侵しん入にゆうしていたが、ローゼンフェイトにとっては、そんなことはどうでもいいらしい。ウォーレン市街の建築物を容よう赦しやなく破は壊かいしながら空くう撃げきはつづく。箱舟が故意に戦場をウォーレンに移したことには気付いていないようだ。

　数に勝まさるローゼンフェイトの航空部隊は波状攻撃をかけてくるが、そのミサイルの多くは箱舟に到とう達たつする前にインドラの雷らい光こうの中に消えていった。

　驚きよう異い的な集中力で、リーンは箱舟をガードしていた。

　が、ふいに衝しよう撃げきを感じてリーンは集中を乱し、眉まゆをひそめた。

　直撃？　まさか。弾だん道どうは確かに上空からのものではなかった。

「来たか……」

　インドラの視覚は、三方から迫せまる大だい艦かん隊たいをとらえていた。絶望的な数だった。すでに射しや程てい距きよ離りに入ったらしい。

　白い尾おを引いた数百もの対艦ミサイルが、すだれのように箱舟に殺到してくる。

「ふぬっ！」

　とっさに張った雷のバリアーが大半を黒くろ焦こげにしたが、全すべてをフォローしきれずに、数発が箱舟の船せん舷げんを直撃した。反動で船が大きくかしぐ。

「くそ。好き放題やってくれる」

　よろけたインドラの巨きよ体たいを、誰だれかが後ろから支えた。ルビー色の眼めをした、しなやかな白猿だった。

「おまたせ、リーンさん」

「宴、戻もどったのか。首しゆ尾びは？」

「すぐに分かりますよ。あと五秒」

　宴が自信たっぷりにカウントダウンを始めると、呼応して箱舟の航空隊が離はなれていく。ゼロと叫さけんだとたん、箱舟をとりまく重力に異常が起こった。

　ふいに体重の三倍ちかい荷物を担かつがされたようにリーンは感じた。

　箱舟の砲ほう塔とうやアンテナ群が、かすかにきしむ音を立てる。

　ウォーレンの重力制せい御ぎよシステムを乗っ取った祐太たちが、箱舟の周囲の重力を加圧したのだ。

　突とつ然ぜん現れた重さという敵に、ローゼンフェイトの航空隊はあらがうことができず、コントロールを失って落ちていく。

　敵艦隊からのミサイルも、重力の壁かべに進路を乱され、ウォーレンの石いし畳だたみにことごとく落下し、爆ばく発はつしていった。

「やったやった、フハハハハ、なまじ命中精度がいいから一発も当たらんわい」

　艦橋でアッザムが小こ躍おどりしながら大槻に抱だきつき、大槻は露ろ骨こつに顔をしかめる。

「これからですよ。ミサイルは防げても、この包囲網もうを突とつ破ぱしなけりゃ話になりません。ほら、匡きよう体たいが出てきますよ」

　大槻の言葉通り、敵の艦かん艇ていから小型の球体が次々と吐はき出されていた。それらは凶きよう悪あくな相を帯び、神話世界の軍隊となって進軍を開始した。

　半人半牛のミノタウロスがいる。腐ふ乱らんした躰からだを引きずるように歩くのはインドの屍し鬼きヴェータラ。スラヴの軍神、白き馬のスヴェンビト。復ふく讐しゆうの三女め神がみアレクソー、メガエラ、ティシフォネ。ペルシアの雨神ティシュトリア……。

　その数はざっと五〇機。一機の保有数の差が戦局を決めるとまで言われた核かく爆ばく弾だん級の兵器が、群れをなして五〇機。宗教も信しん仰こう地域もまちまちな神や悪あく魔まが、遠い神話の記き憶おくの中の、終末を告げる軍勢となって、整然と箱舟に迫せまっていた。

　迎むかえ撃うつ四機の匡体がカタパルトに並んだ。インドラからハヌマーン、アプサラス、キマイラへ、リーンの声が渡わたる。

「あきらめるな。負けたと思った瞬しゆん間かん、死は来る。あたしはこの箱舟にとても大切な物を置いてるんだ。そいつを壊こわそうとする輩やからには断固として容よう赦しやはしない。宴、シンシア、シン、それぞれ守るべきものがあるはずだよ。そいつのために戦い、生きのびよう」

「はいっ！」

　三人が声をそろえて答えた。

「あの数だ。属性を使わせたらおしまいだよ。スピードとフットワークで揺ゆさぶって、引きつけてから矢でしとめる。いいね」

「はいっ」

「行けっ！」

　ドンッ！

　真っ先にハヌマーンが甲かん板ぱんを蹴けった。

　風に乗って空を駆かけ、地上すれすれの高度から、彗すい星せいのように匡体軍の中に突つっ込んでいった。

　右手をかざし、空間から如によ意い棒ぼうを摑つかみとると、走り抜ぬけざまに、左右の匡体を粉ふん砕さいする。

　白しろ髭ひげのドゥルイドや、水の精せい霊れいたちがたちまち相を破は壊かいされ、球体となって地に落ちていった。

　白馬で撃うちかかってきた軍神スヴェンビトの剣を頭上で受けとめ、脇わきに受け流して、背後の黄こう龍りゆうに如意棒の先せん端たんを撃うち入れる。

　飛び上がって、左足のかかとをミノタウロスの顔面にたたき込み、突き出される槍やりをかいくぐって地に沈しずむ。

　反動で這はうように一回転し、スヴェンビトに足あし払ばらいをかけ、ジャンプして、短く持った如意棒を肘ひじもろとも魚ぎよ怪かいダゴンの背に一いち撃げき。相を突き破り、再び空へ。

　神話の光景を、一連の絵巻で見ているようだった。

　ハヌマーンは、インドラほどのパワーはないし、アプサラスのように属性に頼たよるタイプの匡きよう体たいではない。ただ、スピードだけは刮かつ目もくすべきものがある。

　リーンが宴に教えこんだのは、そのスピードをいかし、めまぐるしく変化して、意表をついた角度から攻せめる体術だった。

　幸いにもローゼンフェイトの匡体軍には、ハヌマーンの動きを見切れるほどの熟達したシンカーはいなかった。

　白と金の風が疾はしり、前後左右、上下からも死角をつかれ、匡体たちが次々と崩くずれ落ちる。

「何してる！　押おし包んで動きを止めろ！」

　後方の戦せん艦かんからビヨイトが絶ぜつ叫きようしたころには、すでに七機の匡体が、丸い球になって砂の上に転がっていた。

　ビヨイトの指令に応じて、銀色にかがやく神々の武器が、穂ほ先さきをそろえて突つき出される。軍神スヴェンビトと鍔つば競ぜりあいをしていたハヌマーンは、かわしきれずにいくつかの攻こう撃げきを背に受けた。

「あわわわ」

　あわてて相を整え、宙に逃のがれようとするところに、屍し鬼きヴェータラの吐はきだした毒液がまともにかかった。ハヌマーンの肩かたから左手にかけての相が融とける。

「やば」

　調子に乗って、敵てき陣じん深く切り込みすぎたことに宴は気付いた。アプサラスもキマイラも陣の外がい縁えんで苦戦している。二機ともあまり格かく闘とう戦の得意なタイプではない。

「宴、チョーシこいてないで、こっちも手伝いなさいよ」

「ふえーん、宴にいちゃーん」

　助けに行くべきか、宴が躊ちゆう躇ちよしたとき、天恵のようにリーンの声が響ひびいた。

「宴、離り脱だつしろ！　矢を撃うつ！」

　ハヌマーンを捕とらえようと差し出されるあまたの手をはねのけ、宴は垂直に飛び上がった。

　空に駆かけ上がるハヌマーンとすれ違ちがいに、まばゆいばかりの紫し電でんが墜おちてきた。

　ゴウオッ！

　耳をつんざく大だい音おん響きようとともに、雷が地を嘗なめ尽つくした。一五機ほどの匡体の相が、一いつ瞬しゆんで燃え上がり、黒くろ焦こげになって消しよう滅めつした。

「すっげー」

　リーンの放った「インドラの矢」が、戦場にすさまじい破は壊かいをもたらしていた。至近距きよ離りでその爪つめ痕あとを見た宴が、目を丸くする。

「やったー」

　箱舟の艦かん橋きようでは拍はく手しゆが巻きおこる。帰艦していた祐太と忍が、アッザムと手を取り合ってダンスする。

「艦隊の動きが止まりました。びっくりしてます」

　シータの声に、大槻がパチンと指を鳴らした。

「一〇時の方向にほころびが見えます。祐太君、重力バリア、カット。江守、マルチモード・ミサイル、ホーミング・レーザー発射準備。反応炉ろ全開、強行突とつ破ぱをかけます！」

　艦橋が色めき立った。祐太が得意げに長衣ジユラバからリモコンを取り出す。ウォーレンの重力システムに仕し掛かけてきた爆ばく薬やくのリモート起爆装置だ。忍がするりと横から手を出し、ボタンを押おしてしまう。

「ポチッとな」

「あー、てめー俺おれが押そうと思ったのに！」

「ケンカは後です。戦車をカタパルトに回して。砲ほう塔とうのかわりにします。シータちゃん、リーンたちを呼び戻もどして下さい。重力解除とともに一いつ斉せい射しや撃げき。行きますよ」

　ウォーレン市街の一画で爆ばく煙えんが上がった。同時に箱舟をとりまいていた過重力が消える。

　バシュオウ！

　箱舟のカタパルト前面から対艦ミサイルが、船せん舷げんからピンク色のレーザーが、一斉にローゼンフェイトの艦隊めがけて放たれた。

　包囲網もうの弱いところを狙ねらいすました攻こう撃げきは、ふいをついたこともあって、巡じゆん洋よう艦かん級の船を数隻せき、直撃して炎えん上じようさせる。

　箱舟が全速で進撃を始めた。

　後方の戦艦で、ビヨイトが声を嗄からして叫さけぶ。

「空母が動き始めてるぞ！　距きよ離りをつめて、ミサイルで足を止めろ！」

　しかし、目前で匡きよう体たい部隊の半数近くを壊かい滅めつさせられた艦隊の動きは鈍にぶい。陣じん形けいが崩くずされ、うろたえている艦は、ホーミング・レーザーの格好の的となった。

　大槻の的確な指示が飛ぶ。

「祐太君、忍君、もっと射角を上げて接近する艦を牽けん制せいして。前甲かん板ぱんのミサイルは左舷の敵に集中！」

　ギルガメッシュ、アレキサンダーの主砲が、接近してくる船の艦橋を、片かたっ端ぱしから吹ふき飛ばす。

　壮そう絶ぜつな撃うち合いの後、箱舟はなんとか包囲網の一画を突とつ破ぱしていた。

「よしっ！　抜ぬけた。このまま後方に幻力マーヤー結界を張って振りきる！」

　ヒマラヤの尾お根ねに沿って西に、ウォーレンを後にして、箱舟は逃とう走そうに移った。煙けむりを上げるウォーレンの街が、後方に小さくなっていくのを見ながら、忍が言う。

「あのおっさん、ちょっとかわいそうだったかなあ」

「ブライアン局長のことですか？　そうですね。ほんのちょっぴり悪いことしたかもしれませんね」

　大槻はけろりとしていた。

　各所に着ちやく弾だんの痕あとがあり、損傷も激しいが、艦内は歓かん声せいに包まれていた。

「整備班、修復急いで願います。匡体の収容は底部格納庫から」

　大槻が指揮シートに倒たおれかかって、肩かたの力を抜いたとき、強きよう烈れつな艦かん橋きようを襲おそった。

「何です！」

　前方の突つきだした岩がん塊かいの陰かげから二隻せきの戦艦が出現し、立ちはだかるように箱舟の進路をふさいだ。一隻は船体が真っ白にペイントされている。

「白びやく蓮れん！　やられた！」

　集中砲ほう火かをまともに喰くらい、艦橋が揺ゆれる。おびえて振ふり返る江守たちに、大槻は苦く笑しようして両手を上げた。

「はめられましたねえ。こりゃヤバいな」
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「とらえた。出るぞ」

　短く告げて、焰えん光こう院いん香か澄すみは匡きよう体たいを滑すべらせた。白びやく蓮れんの格納庫から飛び出ると同時に、スサノオの相を帯びる。後を追って発進した五機の匡体、アグニ、ラートリー、スフィンクス、ギガース、ラーヴァナもそれにならった。

　香澄は、通信回線を開いて、火神アグニのシンカーを呼びだした。

「ヒューイット、おまえとスフィンクス、ギガースで空母を沈しずめろ。私とラートリー、ラーヴァナで敵の匡体とあたる。異存はありませんね、カルマン殿どの？」

　一〇の頭と二〇の腕うでを持つ魔ま王おうラーヴァナに乗ったカルマンはうなずいた。ローゼンフェイトが異常に力を入れるこの作戦で戦功を立て、中央に返り咲ざこうという腹が、彼かれにはある。

「文句はない。焰光院殿、下らない情けをかけて、あの雷らい神じんのシンカーを取り逃にがしたりする事のないよう頼たのみますぞ。ビヨイトの匡体部隊を一いつ瞬しゆんで葬ほうむるほどのやつです。押おし包んでなぶり殺しにすれば、我々の株も上がるというもの」

「……どうやらあなたは剣ではなかったようだ」

　失望をこめて香澄は告げ、通信をカットする。

「私は嫌いやな生き方をしているな」

　苛いら立だちをぶつけるように、香澄はスサノオを疾しつ走そうさせた。

　ヒューイットの乗る火神アグニ、人面獣じゆう身しんのスフィンクス、石の巨きよ人じんギガースが箱はこ舟ぶねに向かった。

　残った三機は、空母の後方についていたリーンたちに襲おそいかかる

　いち早くリーンが襲しゆう撃げきに気付いた。

「シンシア、シン、箱舟の援えん護ごへ。ここはあたしと宴えんで、くいとめる」

　リーンは指示しつつも雷いかずちをイメージし、迫せまる三機の匡体のど真ん中へ撃うち込んだ。三機が、さっと散開し、かわす。

　砂さ塵じんの中で、スサノオとインドラがお互たがいを認みとめた。

「リーン！」

　香澄が呼ぶ。

「おう！」

　リーンが応じる。

　砂すな煙けむりをつっきってスサノオが突とつ進しんしてきた。打ち下ろされる草くさ薙なぎの剣つるぎを、インドラが上体をそらしてかわす。低い体勢からスサノオの懐ふところに飛び込むと、至近距きよ離りで雷をスパークさせた。飛びすさりざま、逆にスサノオの剣が、インドラの腕うでを浅く切り裂さいた。雷を撒まき散らしながら、リーンは距離をとる。

「接近戦は不利だね。なんとか宴とのコンビネーションに持ち込まないと……」

　ところが宴は、それどころではない様子だった。ラーヴァナの二〇本の腕うでから繰くり出される攻こう撃げきに、わき見もできない。

　ハヌマーンとラーヴァナ。

　奇くしくもインド神話のライバル同士が相まみえていた。シータ王女をさらったラーヴァナと、ラーマ王子の家臣だったハヌマーンは対戦している。神話ではラーヴァナが討うち取られたが、ここではラーマ王子のいない分、ハヌマーンは苦戦しているようだった。

　巨きよ大だいなスカートを履はき、ゆうにハヌマーンの二倍はあるラーヴァナは、当たるを幸いに二〇の武器を振ふり回してくる。宴の、スピードを活いかした空中からの攻撃も、一〇の頭で追つい尾びされて、攻せめきれない。

　どうやらシンカーの才は、性格とは無関係らしく、カルマンはなかなかの熟練ぶりを発はつ揮きした。

「えーい、これでどうだっ！」

　じれた宴がハヌマーンの手をかざした。意識を集中する。風の属性をラーヴァナの顔面に放った。

「小細工をっ！」

　ラーヴァナが銅色の目を光らせると、風がとたんに力を失い、途と絶だえた。

「クソ猿ざるめ。なかなかやるが、このカルマン、匡きよう体たいでは負けたことがないんだよっ」

　今度はラーヴァナがスカートを浮うかせて回転を始めた。コマのような動きの中から、二〇本の腕うでが、剣や槍やりや棍こん棒ぼうをハヌマーンに突つき出す。

「こいつ、強い」

　宴は防戦一方になる。

　斬ざん撃げきの雨を如によ意い棒ぼうで受け流しながら、宴の注意はいつしか箱舟に向いた。キマイラとアプサラスが防戦しているが、敵の匡体が強いらしく苦戦している。特に火神の使う炎ほのおが、カタパルト各所を燃え上がらせていた。

「シータ！」

　あせりが窮きゆう地ちを招いた。背後に忍び寄る女め神がみタイプの匡体に、宴は気がつかなかった。

「宴、うしろ！」

　リーンの叫さけびは、わずかに遅おそかった。夜の女神ラートリーがハヌマーンの相に軽くタッチする。たちまち夜の黒い属性がハヌマーンを冒おかした。

「あ、目が……」

　宴がうめく。ハヌマーンと同期シンクロした視覚が、突とつ然ぜんの闇やみに包まれ、まったく見えない。

「くそっ、冗じよう談だんじゃないぞ。僕ぼくはシータを守らないと」

　歯を食いしばり、気配を探さぐる。そのハヌマーンの襟えり首くびをラーヴァナが無む造ぞう作さにつかまえた。高々と宙に吊つるし上げて、カルマンが笑った。

「てこずらせやがって。おまえ、ずいぶんローゼンの匡体を沈しずめたらしいじゃないか。おまえをブチ殺せば大おお手て柄がらだ。ははは、わざわざ俺おれに殺されに来てくれてありがとよ。礼がわりに、素す手でで殺してやろう」

　ラーヴァナの二〇本の腕うでが、武器を放ほうり出し、あらがうハヌマーンを殴なぐりつけた。

　ゴン、ゴン、ゴン。

　単調な、恐おそろしいリズムが続いた。ハヌマーンの体が、押おしつけられた砂岩にめり込んでいく。相が乱れ、亀き裂れつが入る。めまいが起きそうな振しん動どうがコクピットを襲おそった。

　インドラはスサノオに阻はばまれて、救助に向かえない。

「やめろっ、なぶり殺しにする気かっ」

　リーンの叫さけびに答える声はない。

「宴！」

　祐ゆう太たも忍しのぶもシンシアも真しん一いちも、誰だれもが絶望をこめて叫んだ。奇き跡せきでも起きないかぎり、このままでは全ぜん滅めつは必至だ。

「これまでか……」

　宴は体から急速に力が抜ぬけていくのを感じていた。ハヌマーンとの同期シンクロが薄うすれつつあるのだ。

　立体ディスプレイがかき消え、計器が狂ったように振ふり切れ、警告音が鳴り渡わたる。

　通信機から断続的にシータの声が届いていた。

「古こ城じよう君！　古城君！」

　その悲痛な声が、自分を心配しているのか、それとも助けを求めているのか、宴には判断できなかった。

　ただ、為なすべきことを果たしていないという、ふがいなさが、宴を責め続けていた。

（守るっていったじゃないか、あの娘こを絶対に守るって。これじゃウォーレンの二の舞まいだ。僕ぼくにもっと力があれば……）

　相の劣れつ化かを知らせる警告音が、割れんばかりに大きくなったが、逆に宴の意識は薄うすれていった。

　死ぬのか。

　漠ばく然ぜんとそう思った。

　死は怖こわくなかった。なぜなら七歳さいの時から、それは絶えず、宴につきまとっていたから。

　恐きよう怖ふのかわりに、悔くやしさがあった。

（僕にもっと力があれば、シータを守ってあげられたのに）

　そう思うと、自分の体を八つ裂ざきにしてやりたかった。

「神様！　誰だれでもいい。僕にほんの少しだけ、力を分けてくれ」

　無人のコクピットに宴は叫んだ。

　相を介かいしてそれを聞いたカルマンが、高らかに笑い声をあげる。

「バカか、おまえは。神様どころか、人間さえ、他人を助けようとするものか。頼たよれるのは自分だけよ。さあ、そろそろ止とどめをくれてやる」

　ラーヴァナが黒い偃えん月げう刀とうを振ふりかぶった。うなりをあげて振り下ろされる。

　それがハヌマーンの額を両断する寸前、コクピットの宴は「声」を聴きいた。

　記き憶おくにない声だった。感情の起き伏ふくのない、不思議な声だった。その声は静かに、ハヌマーンの音声ヴオイスコントロールから響ひびいてきた。

《いいだろう。手を貸してやろう》

　ハヌマーンの機体が、不気味に蠢しゆん動どうしはじめた。
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　通信回線からの声ではなかった。ハヌマーンの内部、おそらく戦術コンピュータあたりを経由して伝わる声だ。しかし、しゃべる匡きよう体たいなんて聞いたこともない。

　幻げん聴ちようか？　と宴は思った。それなら、つき合ってやってもいい。

《想おもいを象かたどれ。最強の想いを。私はそれに形を与あたえてやろう》

　二度目の声とともに、何者かがバランサーを介かいして、頭の中に侵しん入にゆうしてきた。そんな気がした。脳の眠ねむっている部分を、わしづかみにされたようだ。

　ゆらり、と宴の記き憶おくの中で影かげが揺ゆれた。

　全身が炎ほのおを噴ふいたようにカッと熱くなり、激痛が脳を起点に中ちゆう枢すう神経を走った。

「ぐうっ」

　うめいてバランサーを、むしり取ろうとして、宴は愕がく然ぜんとした。指が麻ま痺ひして操縦桿かんから離はなれない。

　コクピットの前面にある、ハヌマーンの全身像を表すホログラムが、めまぐるしく移り変わっていた。月色の光が、プラズマのようにはじけ、飛び散る。

　変化が起こった。

　ハヌマーンの背から肩かたにかけて、新たな腕うでが四本、ぐっとせり出してきた。頭の両わきに、新たな顔が二つ、浮うかび上がる。

　阿あ修しゆ羅らのような姿だ。

　さらに、輝かがやく相の粒りゆう子しが、オーラのようにハヌマーンの全身を包む。

「な、なんだこいつ……」

　ラーヴァナが痺しびれたように動きを止めた。カルマンをさえ震しん撼かんさせたその姿は、どことなく宴の記憶の中の、あの魔ま神じんに似ていた。

　宴の頭に、正体不明の声が響ひびく。

《三さん面めん六ろつ臂ぴモード。思ったより速すみやかな移行だ。やはり素質があるようだな》

「だ、誰だれ？」

《魔だよ。おまえが喚よんだ。悪あく霊りようでも死神でも、好きな名で呼ぶがいい》

　声は告げると、それきり沈ちん黙もくした。

　統とう御ぎよできない膨ぼう大だいなエネルギーが、宴を支配していた。体内に溜ためたままだと、体を喰くい破られそうな邪じや悪あくなパワーだ。初めて属性を使ったとき感じた、気力の充じゆう実じつ感かんとは比ひ較かくにならないほど強大で凶まが々まがしい。

　宴は本能のままにハヌマーンを駆かった。

　自由を奪うばっている者に対し、反はん撃げきの右腕を動かす。

　第一の腕が、喉のど元もとをつかむラーヴァナの手首を握にぎりつぶした。

　第二の腕が、驚きよう愕がくするラーヴァナの顔面を叩たたき割った。

　第三の腕が、迫せり出したラーヴァナの胸むな板いたを貫つらぬいた。

「げっ！」

　わずか一撃でラーヴァナは戦せん闘とう不能になり、仰あお向むけに倒たおれかかる。ハヌマーンがすかさず踏ふみ込む。六つの拳こぶしが、怒ど濤とうのように撃うち込まれ、ラーヴァナの全身に風かざ穴あなを空けた。

　バシュッ！

　爆ばく発はつするようにラーヴァナの相が消しよう滅めつする。防ぼう御ぎよバリアを失ったコクピットで、カルマンは蒼そう白はくになってうろたえた。

「た、助けてくれ。お、俺おれはこんな所で死んでいい人間じゃねえんだ」

　宴の中の防衛本能が、破は壊かい衝しよう動どうに切りかわった。

　むき出しになった匡きよう体たい球を、躊ちゆう躇ちよなくハヌマーンが踏ふみつぶした。

「げえーっ！」

　カルマンは緩かん衝しようフレームに押おしつぶされ、内臓を吐はき出して絶命する。

　もはや宴は自意識を保っていなかった。頭の中であばれまわるパワーに引きずられるままに、天を衝つくような光を迸ほとばしらせる。

　あまりの異常な出来事に、戦場全体の時間が止まっていた。

「宴？」

「な、なんだ、あれは」

　うめいたきり、リーンも香澄も絶句するしかなかった。

　六つになったハヌマーンのルビー色の目が、箱舟の燃え上がる甲かん板ぱんと、彫ちよう像ぞうのような匡体たちを静かに見すえた。

「いけない！　ヒューイット、逃にげろ！」

　香澄の叫さけびに反応できた判断力の差が、明暗を分けた。

　火神アグニがカタパルトを蹴けって逃げるのと、三さん面めん六ろつ臂ぴの猿えん神しんが、風をまいて箱舟に殺さつ到とうするのが同時だった。

「宴！」

　シンシアが悲鳴に近い声を出してアプサラスを後退させる。

　カタパルト上で好き放題に暴れまわっていたスフィンクスとギガースは、いぶかしげに空をあおぐ。

　恐きよう怖ふが、飛来した。

　人じん獣じゆうスフィンクスの首に、しなやかな白い腕うでが三本巻きつき、コルク栓せんでもぬくように、無む造ぞう作さに引きちぎった。負ふ荷かに耐たえきれず、スフィンクスの相全体が飛び散る。

「アーレン！　ううっ、なんだきさまっ」

　ギガースが一声吠ほえて、背後からハヌマーンに飛びかかる。両肩かたを羽は交がい締じめにするが、またたきをする間も、ハヌマーンの動きを押おさえておけなかった。

　うるさげに身じろぎして、ギガースの腕を振ふり払はらい、平然と三つの顔が振り返る。

　ゾゾッ

　ハヌマーンのぬき手がひらめいてギガースを貫つらぬき、そのままズズズッと第二関節まで押し込んだ。力まかせに巨きよ人じんの体を真っ二つに引き裂さく。

　それで終わりではなかった。さらにハヌマーンは、裸はだかになった二機の匡きよう体たい球きゆうを拾い上げて、両手に捧ささげ持ち、見せしめにするかのごとく握にぎりつぶした。
















「……アーレン……フォーレス……！」

　スサノオが怒いかりにふるえて、カタパルトに立ちはだかった。

　鬼き気きをみなぎらせてハヌマーンと対たい峙じする。

　深い呼気とともに、剣を腰こしだめにして香澄は間合いをつめる。

　部下を殺された怒りが、香澄の判断力を鈍にぶらせていた。冷静な香澄ならば、明らかに尋じん常じようならざる力を放つ、白はく魔まのような匡体に討うちかかりはしなかっただろう。

「ちえいっ！」

　草くさ薙なぎの剣つるぎが鳴り、まさしく神のような速さでハヌマーンの額に斬きり下ろされた。

　絶対の自信が込こめられたその一刀を、ハヌマーンは白しら刃はどりに拝み受けた。ほとんど同時に、残った四本の腕うでが、横あいから草薙剣をへし折る。

「な!?」

　恐きよう怖ふと、段違ちがいな力量の差を、香澄は味わっていた。

　連続して拳こぶしが繰くり出され、スサノオが吹ふっ飛んだ。制動柵さくに激げき突とつし、横たわったスサノオの腹に、さらにハヌマーンが膝ひざを落とす。つま先で上空まで蹴けり上げ、落下点でカタパルトに突つき刺さす。

　あの香澄が、スサノオが、まるで子供扱あつかいだった。

　スサノオは蹴飛ばされて、カタパルト上をボールのように跳はねた。引きずり起こされて、相をむしりとるように砕くだかれていく。

「……悪あく魔まが……乗っているのか？」

　香澄は恐怖の中から、やっとそれだけを言葉にした。抵てい抗こうするだけの気力は、紅あかく光る目ににらまれたとき、根こそぎ奪うばわれていた。

「もういい、宴！　やめろ！　どうかしてるぞ！　殺すんじゃない！」

　リーンが、変形したハヌマーンに背後から組みついて、強引に二機を分ける。わずかの間、ハヌマーンの動きが止まった。

「宴、返事しろ。あたしだ。どうしちまったんだよ」

　宴の返事はない。聞こえているはずだ。

「宴、あたしが分かるか？　返事しな」

　リーンが叫さけび続ける間に、アグニとラートリーが駆かけつけ、スサノオを抱かかえて引きずりながら白びやく蓮れんへ後退していく。目もくれずにリーンは、宴を呼び続けた。

　三つの顔がつかのま逡しゆん巡じゆんする様子をみせ、キッと上空を睨にらむと、インドラを振ふりきり、飛んだ。

「宴！」

　白面の悪あく魔まと化した匡きよう体たいは、上空で風を呼び集めると、今度は後方のローゼンフェイト軍に襲おそいかかった。

　六本あまりのハリケーンの柱が、艦かん隊たいを取り囲む。死の風が、艦隊の中を縦横無む尽じんに駆け回り、アンテナや砲ほう塔とうを次々に切り落としていく。いや、それだけではない。勢いを増す風は、駆く逐ちく艦かんの船体を斬きり裂さき、艦橋を削そぎ落とし、匡体さえ両断した。

「おおおおお」

　旗艦の司令室でスクリーンを叩たたき、ビヨイトが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「信じられん。これが属性だというのか」

「化け物です。神格値が３００００を越こえてます。現在も上昇中……」

「回かい避ひだっ。回避しろ。これじゃ積層装そう甲こうももたんぞ」

　ミサイル艦が一隻せき、船首から船尾までを、きれいにかち割られて、爆ばく沈ちんした。その爆ばく炎えんも、あっという間に強風にかき消される。剝はがれた装甲が飛び散って周囲の艦を巻き込み、各所で誘ゆう爆ばくが起こる。

「前の艦を盾たてにしろ。嵐あらしから抜ぬけるのだっ」

「間にあいませ……あーっ！」

　オペレーターの絶ぜつ叫きように振り向いたビヨイトは、巨きよ大だいな甲板の破は片へんが迫せまってくるのを見た。

「ひぃっ！」

　艦橋が炎ほのおをふいて爆発し、ビヨイトの悲鳴を永遠にかき消した。

　鋭えい利りな風の余波が、箱はこ舟ぶねまでを揺ゆさぶる。

　荒あれ狂う渦うずの中心で、ハヌマーンは六本の腕うでを組み、悠ゆう然ぜんと世界を見おろしていた。

「宴、目を覚ませ！」

　吹ふき飛ばされないよう踏ふんばりながらリーンが叫さけぶが、ハヌマーンは風を使う手をゆるめる様子はない。

「宴、悪いが直ちよく撃げきさせる！」

　ついにリーンは決意し、意識を集中して両手の間に雷らい球きゆうを創つくり出すと、ハヌマーンに向けて放った。

　ゴゴゴゴ

　雷球は嵐の壁かべを破り、ハヌマーンと真っ向から激げき突とつする。一いつ瞬しゆんのスパーク。インドラの雷球は、ハヌマーンを取り巻く光の奔ほん流りゆうに弾はじき飛ばされ、相まで届かずに、あっという間に拡散してしまった。

　ギロリ、とルビー色の目が、インドラを見た。ハヌマーンが空を水平に移動し、インドラの前に、静かに降りたつ。

「宴、あたしだよ。わからないのか？」

　ハヌマーンが無言で如によ意い棒ぼうを構え、足を踏ふみ出す。リーンは死が近づいてくるのを感じた。

「だめだ。話が通じない」

　戦せん慄りつがリーンの背を走った。リーンはふいに、戦慄の正体に思い当たった。

　シータだ。あの少女に感じた正体不明の危険シグナルと、ハヌマーンの放つ凶まが々まがしさは、どこか似通っている。

　ハヌマーンがゆっくりした動作でインドラの肩かたをつかむ。リーンは、すくんで動けない。メリメリッ、とインドラの相に白い指がくい込んだ。

　一瞬で引き裂さかれるだろう。そう悟さとると、リーンは逆に開き直った。どこかにある宴の意識に届けといわんばかりに、ハヌマーンに向かって叫さけんだ。

「このマヌケ！　あんたはシータを守ってやるんだろうが！　いつまでもおかしなモンに取り憑つかれてんじゃない！」

「シータ……」

　そのリーンの言葉には劇的な反応があった。風が止やむ。空気の流れが静止した。

　ハヌマーンが苦く悶もんするように全身を震ふるわせる。相の輝かがやきが衰おとろえて、急速にもとの人型にもどった。

　宴の意識も解放される。宴は身体からだを捕とらえていた力が抜ぬけていくのを感じた。先ほどまでの高ぶった感情が、噓うそのように消えていく。敵の属性にやられた視覚も、いつのまにか回復していた。

　きょとんとした目で、インドラを見る。

「あれ？　インドラ？　リーンさん？」

　リーンはほっと胸をなで下ろして、シートに倒たおれ込んだ。

「こぉのやろお！　ボケやがって、あたしゃ殺されるかと思ったよっ！」

「ちょ、インドラで首絞しめないでくださいよ。何がどうしたってんですか」

「憶おぼえてないのか？　これだけのこと、しといて」

　宴とリーンは、改めて戦場を見み渡わたした。

　戦せん闘とうは終わっていた。敵も味方も、交戦できる状態ではない。

　二〇隻せき以上の船が、座ざ礁しようしたように傾かたむき、動きを止めている。切り裂さかれて残ざん骸がいとなった船も数隻ではない。白い煙けむりが、そこかしこから上がっている。生き残った艦かんは集められて、撤てつ退たいを始めていた。

　箱舟は無事だ。損傷はひどいが、艦橋など主要セクションが大破した様子はない。微び速そくで航行しながら、カタパルトでは消火作業が始まっているようだ。

　その向こうでは白蓮と残ざん鶯おうが回頭して、スサノオたちを回収しようとしている。

「やりすぎですよ、リーンさん」

「おまえだ、おまえ！　ほんとになんにも憶えてないのかい？」

　宴が頭をこずき、首をひねる。

「そういえばなんか、やったような気も……」

「無茶しやがって。何が起きた？」

「声が聞こえてきて、体が動かなくなって」

「声？」

「ハヌマーンの機体から聞こえてきたんですよ。そしたら身体からだ乗っ取られたみたいになって。ホントにあとは憶えてないんですよ。誰だれかがそばにいたような気もするんだけど」

「うー。そのテの怪かい談だん話は好きじゃないんだが。しかし、確かにおまえじゃなかった……」

　リーンが、理解できない事象に頭を抱かかえたとき、映像回線がひらき大おお槻つきがモニターに顔を出した。

「リーン、無事ですか？」

「なんとかね。我ながら悪運、強いと思うよ。宴ももう平気だ」

「中ちゆう尉い、シータは大だい丈じよう夫ぶでしょうね？　ねえ、ねえってば」

　回線に割り込んだ宴を、大槻はしげしげと眺ながめて、口を開いた。

「宴くん、給料に不満があるなら話し合おうじゃありませんか」

「別にそういうわけじゃ」

「わかった。リーンのしごきが気に入らなかったんですね。私はちゃんと言ったんですよ、あんまりいじめるなって。欲求不満がたまってたなら、なんで一言相談を……」

「違ちがいますって。あーもう、帰ってから話しますよ。シータは無事なんでしょうね」

「ええ。ちょっと気絶してますけど」

　リーンが、外界をうかがうように眺ながめて言う。

「とにかくこの状じよう況きようはまずい。少しやり過ぎた。十八番おはこを決め込むとしよう」

　インドラとハヌマーンが相を解き、残ざん骸がいの散らばる砂さ漠ばくを、箱舟に向けて発進した。

　ハヌマーンの白い匡きよう体たい球の中で、宴はもう一度、自分を助けてくれたらしい誰かに呼びかけてみた。

　応こたえる声はない。

「帰ったら総チェックだな、こりゃ」

　ハヌマーンの戦せん闘とう記き憶おくバンクや環かん境きよう管理ファイルをひっくり返しながら、宴はふと、コクピットの前で揺ゆれるホログラムを見つめた。

「おまえが助けてくれたのか？　いや、それよりおまえ、ホントに僕ぼくを『助けた』のか？」

　どこか遠くで、嘲あざけるような含ふくみ笑いを、宴は聴きいたような気がした。
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　白びやく蓮れんに収容されたスサノオの中で、香澄は放心して、ため息をもらしていた。

　負けた。

　決定的に負けた。

　それはもはや勝負ですらなかったのかもしれない。

　草くさ薙なぎの剣つるぎを、あの白はく魔まのような匡体に折られた瞬しゆん間かん、香澄にはわかったことがある。

　これは勝負だとか、保身のためだとか、すでにそういうレベルの戦いではないのだということだ。

　全能の神が、創つくりそこねた虫をひねりつぶすように、あの匡体は襲おそいかかってきた。

　香澄を殺すことが、さも当然であるかのように、予定調和の一部であるかのように、あの匡体は思考していた。

　相がふれあった瞬間、むき出しの精神波が押おしよせてきて、それがわかった。

　抵てい抗こうしようとする気力が、根こそぎ奪うばい取られた。なすがままに殴なぐられ、蹴けられ、引きずり回された。たとえ抵抗していても、結果は同じだったろう。

　リーンに助けられ、奇き跡せき的に香澄は生きている。

　香澄は静かに眼を閉じた。

　九年前、十四歳さいの香澄は、東京で〝死〟を使う匡きよう体たいと出会った。

　以来、敬愛する父を奪ったその匡体に復ふく讐しゆうすることだけを目的に生きてきた。

　剣においても、匡体戦においても誰だれにも負けないほど強くなった。

　なぜなら、死を恐おそれなかったからだ。真に恐ろしい〝死〟を知ってしまった少女には、閃ひらめく白はく刃じんも、凶きよう猛もうな匡体も、こわいものではなかった。

　それが負けた。白はく猿えんの匡体に負けた。死を恐きよう怖ふしての負けだ。

　おかしなことに、香澄の中で凍こおりついていた何かの感情が、動き始めていた。

　自分は忘れていたことがある、と香澄は思う。

　かつて問われたことがある。

　なんのために人は生きるのか？

　何をすれば、人は生きる目的を果たしたことになるのか？

　そんな問いは無意味だ、と香澄は答えた。なぜなら人間の生に、意味や価値などありはしないから。そんな小さな問いなど、あっという間に踏ふみにじり、肉体ごと引き裂さいてしまう力を、香澄は知っている。

　今日、再びその理り不ふ尽じんな力を、白猿の匡体の裡うちに見た。

　そして思い出した。

　生きる目的などといった大げさなものではない。だが私は、この理不尽な力と戦うために生きてきたのではなかったのか。

　ささやかな幸せ、愚おろかしい悩なやみ、人間らしい感情のゆらめき。そういったものを、とりたてて理由もなく、当然の権利のように奪い、踏みにじってしまう力と、私は戦いたかったのではないか。

　それを長い間忘れていた。

　いつのまにか、復ふく讐しゆうに心を凍いてつかせていた。死に場所を求めるように、世界を放ほう浪ろうしてきた。強者との勝負にこだわり、己おのれの位置を確かく認にんして満足した。生きるために企き業ぎように尻しつ尾ぽを振ふって、ローゼンフェイトの飼い犬になった。

「愚おろかだったな、私は……」

　自じ嘲ちようぎみにつぶやいてみる。九年前、廃はい墟きよの東京を見たときの震ふるえるような感情が、香澄に甦よみがえりつつあった。

「焰えん光こう院いん様、焰光院様」

　モニターに灯ひがともり、ヒューイットの気づかわしげな顔が映し出された。火神アグニの有能なシンカーであり、香澄がシャリアの次に頼たのみとする男である。

「ヒューイットか」

「ご無事でしたか。匡きよう体たいから出てこられないので心配しておりました」

「戦せん況きようはどうなってる？」

「残念ながら負け戦いくさのようです。ローゼンフェイトの艦かん隊たいは八割が航行不能。旗艦を含ふくむ七隻せきの戦艦が撃げき沈ちん。匡体部隊はほぼ全ぜん滅めつ。我わが部隊も被ひ害がいは甚じん大だいです」

「すさまじいものだな」

　香澄はあらためて感かん嘆たんした。白はく魔まの匡体は、残存していた三〇機あまりの匡体を、わずか数分で壊かい滅めつさせたことになる。

「焰光院様、おけがはありませんか。かなり奮ふん戦せんなさっていたようですが」

「完敗だよ。まるでかなわなかった。次にやれば勝てるというものでもない。あれは人知を越こえた力のような気がする」

「焰光院様？」

　ふだんとどこか違ちがう香澄の雰ふん囲い気きを感じとって、ヒューイットは怪け訝げんな面おももちで香澄を見た。

　香澄は疲ひ労ろうした青ざめた顔をしていたが、唇くちびるに静かな落ち着いた笑えみを浮うかべていた。

「いや、弱音を吐はいていてはいけないな。勝たねばならぬのだった。あれに勝てねば、父の仇かたきにも勝てぬ」

　香澄は自分自身に語りかけているようだった。

「空母はどうした？」

「戦線から離はなれて、南西に向かっています。これからどうなさいますか。ローゼンフェイトから本隊と合流するよう命令がきていますが……」

「ローゼンフェイトには戻もどらない」

　過去と決別するように、きっぱりと香澄は言いきった。敗北感も迷いもない、生き生きとした目をしていた。

「おまえも見たろう。あの変形した白い猿さるの匡きよう体たい。九年前、父を奪うばった魔ま神じんと同じような力を発していたような気がする。だとすれば魔神につながる唯ゆい一いつの手がかりだ」

「なるほど。たしかに、悪あしき心が凝こり固まったような匡体でした」

　ヒューイットの直感に、香澄は素す直なおに同意した。

「リーンたちも驚おどろいていたようだ。そういえば思い当たることがある。聖共感ネットの妖よう怪かいどもが奪い返せと言っていたのは、あの匡体のことだったのかもしれぬ。どのみち……」

　白蓮の全すべてのフロアに響きわたらせるかのように、香澄は宣言した。

「焰光院部隊は大槻キャラバンを追う。彼かれらの行く先に、私たちの求める敵がいる。そんな気がするのだ。降りたい者は艦を降りてローゼンフェイトに保護を求めよ。強制はしない」

　モニターの向こうでヒューイットの上品な顔立ちが笑みを浮かべていた。

「いちおう伝えますが、そんな奴やつはいないと思いますね。この艦の者は皆みな、あなたが好きで、ついてきているのですから」







　終章　フリー・シード







　箱はこ舟ぶねがウォーレンの包囲網もうを切り抜ぬけて二日が過ぎた。

　全速力で航行しながらなので、艦かんの修復は遅ち々ちとして進まなかったが、ローゼンフェイトの脅きよう威いも消えたことで、大おお槻つきキャラバンはもとの平へい穏おんさを取り戻もどしていた。

　ヒマラヤの押おし迫せまってくるような山並みを左手に見ながら、カタパルトの上で例のごとく宴えんたちがサボっている。

「だからさ、絶対聴きこえたんだって。何だか冷たい声でさ、助けてやるとか言って」

「そーかー宴。おまえ神の声とか聴く人だったんだ」

「あぶねえなあ。変な宗教ひろめんなよ」

　祐ゆう太たと忍しのぶにからかわれて宴はむきになる。

「おまえら全然信じてねェだろ。ほんとに聴いたんだ。ハヌマーンがしゃべったんだよっ」

「悪いもんでも喰くったか？　猿さるとか」

「シンシアに妄もう想そう病うつされたようだな」

「あんたはそのうち、いっぺん殺してあげるからね」

「噓じゃねえ！」

　絶ぜつ叫きようする宴を囲んでひとしきり笑いに花が咲さいた。ふてくされる宴を取りなしてシンシアが声をかける。

「ま、それはそれとして宴。あんたってプッツンすると怖こわいタイプなのねえ。大だい活かつ躍やくだったじゃない」

「そうそう。おまえが一人でやっつけちまったようなもんだもんな」

「だからそれは変な声が手助けしてくれて……」

「まだ言ってるよ。マジで頭打ったか？　花はな咲さきんとこ行けよ」

　忍がポンと手を打つ。

「そーだ」

　意地悪そうにシータを見た。

「シータちゃんはどう思うのさ？　宴の言うこと信じるわけ？」

　静かに微笑ほほえんでいたシータは、急に矛ほこ先さきを向けられて戸と惑まどいの色を見せた。

　はにかんで言葉を選びながら答える。

「わたしは……古こ城じよう君が言うんなら……そうだったんだと思います」

「オォー」

「熱いー。妬やけるねぇ」

「シータってば、だいたーん」

「お……まえらあ！」

　耳まで真っ赤に染めた宴が、祐太たちに飛びかかる。かわして祐太、忍、シンシアは甲かん板ぱん中を逃にげ回った。

　歓かん声せいと口笛と笑い声が、ヒマラヤの山さん嶺れいから伝わってくる冷気と陽光に、やわらかに融とけていた。

　楽しげにはしゃぐ若者たちの姿を、艦かん橋きようから慈いつくしむように見おろしている者たちがいた。

　作戦司令室のキャットウォークの手すりにもたれて、リーンが苦く笑しようする。

「まったく、あの神経の図太さにはあきれるね。ほんの二日前、死線をくぐり抜ぬけてきたばかりってのに、あの能天気さ。頭が下がるよ」

　デッキチェアーに寝ねそべって日向ひなたぼっこを決め込んでいた大槻が、気のなさそうな返事をする。

「彼かれらのいいところですよ。この不毛の時代に、常に前向きに生きていられる。貴重な才能です」

「何も考えてないだけかもよ。考えなきゃならないことが多すぎるのに」

「そうですか？」

「そうよ！　ローゼンフェイトはなぜあんな大勢力を投入してきたの？　ウォーレンが手のひらを返したみたいに裏切った理由は？　ハヌマーンのあの変へん貌ぼうは？　宴が聞いたという声は？　それにシータのこと……」

「くくくっ」

　大槻は小さく笑うと、跳はね起きた。リーンの側そばまで歩み寄ると、滅めつ多たにとらないサングラスを外し、まぶしげに外の光景を眺ながめた。

「考えるだけ無む駄だですよ。今の質問、どれ一つでも答えるには情報が少なすぎる」

「ずいぶん消極的ね」

「ただ予測できることもあります。さっきの宴君たちについての話ですが、彼らはとても自由だ。縛しばられていない。国家だとか企き業ぎようだとか社会だとか、そういった訳の分からんものに縛られて、盲目的に命を捧ささげた人間たちが、けっきょく地球の半分近くを砂さ漠ばくにしてしまった。宴君たちは縛られない。自分のルールで生き、その領域に侵しん略りやくする者と戦い、結果にとらわれず、死を恐れず、なおかつしっかり自分を保っていられる。彼らのような自由の種が世界中にまかれたら、この星は本当の意味で再生するかもしれませんね」

「えらく誉ほめるね。で、何が予測できるって？」

　リーンのからかいの口調に対して、大槻の言葉には重大な宣せん託たくを告げる予言者のような響ひびきがこもっていた。

「これが始まりなのですよ。何一つ終わってないし解決してない。想像を絶する試練と困難が、災さい禍かの渦うずとなって世界をおおうことになるでしょう。そしてその渦の中心には、いつも彼らがいる。彼らを中心に、あらゆるものが廻まわりはじめている。もちろんリーン、あなたを含ふくめてね」

　大槻はそう言って、陽光の強さを思い出したように目をしばたたかせた。

「ねぇ、そんな気がしませんか？」







　あとがき







　お初はつにお目にかかります。滝川羊と申します。ひらがなで書くとたきがわひつじ。むろんペンネームです。ちっ。笑ったな。いいんですよ、こーゆーもんは本人さえ納なつ得とくしていればいいんです。ちなみに由ゆ来らいは、漱そう石せきの『三四郎』にでてくる「ストレイ・シープ」という単語から。以後、よろしくお見知りおきを。お願いっ！　お見知りおいてっ！

　さて、なんだかわけのわからないうちに、とんでもないことになってしまったようで。受賞の電話をいただいたときは類人猿に先祖返りさせていただきました。奇声を発して家中をのし歩く兄を見て、弟はマジに「壊こわれた」と思ったそうです。

　でも本当に嬉うれしかったです。高校一年のとき、夢ゆめ枕まくら獏ばくという作家に出会った日から、物語に憑つかれて生きてきました。ＳＦ、大衆小説、詩、アニメ、映画、漫画、ドラマ、ゲーム、考えつくかぎりのメディアを（バカなりに）心から楽しんで研究した学生時代を経へて、現在は二十五歳。オス。独身。職業は……秘密だ。

『神々の砂漠』は、応おう募ぼ〆しめ切きり前の一年がかりで書いた作品です。プロットとかいう難しいもんを考える脳はないので、頭に浮かぶシーンを積み重ねていき、行き詰づまったときは二か月くらいほったらかす。こんな感じで、生まれて初めて書きあげた小説です。指し摘てきされる前に言っときますが、基本路線は「がんだみゅ」と「らぴた」。こんなもんがまさかおそれ多い賞をいただくとは思ってなかったので、臆おく面めんもなくそういうことを……いずれ冥めい府ふ魔ま道どうに堕おちるものと覚悟しております。

　ハヌマーン神の声に導みちびかれるまま、トランス状態で書き上げた原稿が四百枚。応募規定が三百五十枚であったため、泣く泣く五十枚を削けずり、なんとか形にしました。幻まぼろしとなった五十枚は、第七章の前に入っていたもので、帰艦した宴たちをめぐる箱舟内部のドタバタ劇。この本に名前だけとか、一シーンだけとかいう登場人物は、実はここに居たわけです。ま、このヘタクソバカの書いた小説を四百枚は読まない、読まない。

　羊は、良質のお話を読んでいると、ときどき震ふるえが来ることがあります。肋ろつ骨こつの内側から背中を通って脳のう髄ずいのあたりまで、つめたいもんがピーンと疾はしるんですな。症しよう状じようが凄すごいときには両腕にまで感染します。すっげえやあ、という感動の震えと、十年経っても追いつけないやあ、という悔くやしさの震えが背筋を何度も往復します。で、ベッドの中で一ひと晩ばん中じゆう、身み悶もだえすることになるんですな。バカだから。

　このお話に、その震えがあるとは、まだ断言できません。でも今まで生きてきて面白いと思ったものの要素を、すべて詰め込んだつもりです。今はこれが精いっぱい。でも見ていて下さい。このヘタクソはいつか……あ、でも……そんな機会ある……かな？

　とにかく偶然と幸運が、とんでもなく積み重なったおかげで、この本が出ることになりました。富士見書房は失敗を恐れない、度胸のある会社だと思います。

　地べたに頭こすりつけてお礼を言わなくてはならない方々がおります。

　まず担当のＯさま。すいません。すいません。いろんな意味でご迷めい惑わくかけっぱなしで。決してサボっているわけではないんです。能力がないんです……。

　それからイラストを付けてくださったいのまたむつみ大先生。お話を聞いたときは、始祖鳥くらいまで先祖返りさせていただきました。『宇宙の王子』とかいうようなタイトルの本から、先生の大ファンでした。このあとがきをそこで立ち読みしているあなた。これだけは命令口調で言える。買いなさい！　文章読まなくていいから。絵だけで価値があります。

　メカニック・デザイン（！）の佐山善則先生。メカ音おん痴ちですので、参考にならず、すいません。どんな箱舟を書いていただけるのか、楽しみでたまりません。

　こんな作品を拾ってくださった審査員の先生方。ありがとうございました。感謝の気持ちでいっぱいです。

　解説を書いてくださった火浦功大先生さま。ご恩は一生忘れません。先生の本は、今でも部屋の神かみ棚だなに上げて、毎日ふし拝おがんでおります、（実話）

　それから家族へ。照れくさいから簡単に。ありがとね。

　貴重な時間を割いて協力してくれた友達のみんな。昌弘、充伸、中川健児くん、鈴木泰治くん、渡會清孝くん＆天空のマントヒヒ会のみなさん、金田宜よし寿ひさくん、小林ゆみちゃん、柴田真知子ちゃん、難波一美ちゃん、佐藤邦博くん、豊橋東高校旧二年五組＆夏目先生。ほんとに、ほんとにありがとね。

　それから数少ないであろう読者様。あなた様がいるから生きていけます。羊は今、孤独な戦いの荒野に足を踏み入れております。どうか見捨てないでやってください。

　それでは、またお会いしましょう！　（たぶん……）





滝川　羊









　ザッツ・エンターテイメント！





火浦　功






　ページをめくらせる力。

　続きを知りたいと渇かつ望ぼうさせる力。

　小説の戦闘力とは、つまり、そういうことだ。

　断言しよう。

　この『神々の砂漠』こそは、まさに、そういった意味での、正しい戦闘力に、満ちあふれた作品である!!

　数値に直せば、ざっと50万。

　戦闘力50万といえば、あなた、ほとんど超スーパーサ○ヤ人なみの戦闘力ですぜ。（おいおい）

　しかも、これがまったくの処しよ女じよ作さくというのだから、イヤになる。

　自じ慢まんじゃないが、私の処女作なんぞ、活字になっていないのが幸いというくらい、レベルが低かった。

　まあ、戦闘力にしたら、せいぜい３か４程てい度ど。

　ダンゴ虫クラスですな。

　いやー、面めん目もくない。

　さて。

　本書を、あっと言う間に読み終わった（それはもう、あっと言う間に読み終わるに決まっているのだ）読者の皆さんなら、すでにお気づきのことと思うが、この作品には多くの魅み力りよく的てきな謎なぞが提てい示じされ、それが未解決のままに残されている。

　シリーズの第一作目なのだから当然といえば当然なのだが、選考会においては、そのことが少し問題となった。

　つまり、『完結していない作品に大賞を与あたえていいものか？』という問題である。ファンタジア長編小説大賞は、原則として『読み切り一本勝負』ということになっているからだ。

　選考委員全員による慎しん重ちような討とう議ぎが、何度も繰くり返された。

　そして、我々は一つの結論に達した。

「固かたいこと言わなくてもいいじゃーん」

　というのが、その結論である。

「謎の一つや二つが何だ！　私なんか、一つとして完結したシリーズがないんだぞ!!」

「そんなこと威い張ばってどうするんですか」

「とにかくね、面白けりゃいいのよ。小説には、それ以外の原則なんか、存在しないんだから」

「締しめ切きりを守るっていう原則は、どうなんですか？」

「えーと……」

　ま、それはともかく。（汗）

〈神しん格かく匡きよう体たい〉って、アイデアとして抜ばつ群ぐんに優れているだけではなく、ヴィジュアル的にも、すごく恰かつ好こういい。

　冒ぼう頭とう、正体不明の「神」が、東京をあっさり壊かい滅めつさせるシーンなど、燃えるものがありますな。

　さらに、〈〝相〟を帯びる〉とか〈〝属性〟を使う〉とか、〈神格値〉とか〈相密度〉といった用語の選び方にも、作者の並々ならぬセンスが感じられます。

　いわゆる『オタク心をくすぐられる』ってやつですか？

　私は、今でこそ、日焼けした、ただのテニスおやじと化しているが、その昔は、誰だれからも後ろ指をさされる、立派なオタッキーだったので、こういう『来てる』作品を読まされると、つい血が騒さわいでしまうのだ。

　うお～～。騒ぐ騒ぐ。

　私の予想では、シータは、古城宴の曾祖母ひいばあさんだと睨にらんでいるのだが、あなた、どう思いますか？

　それから、今後の希望としては、ぜひ七福神の〈神格匡体〉を出して欲ほしい。宝船に乗ってね。『越え天てん楽らく』か何かの、拍ひよう子し抜ぬけするような雅が楽がくをＢＧＭにして。お正月に、砂漠の真ん中で〝箱船〟と遭そう遇ぐうするってことにすると、いい話になると思うんだけど、そう思うのは私だけ？

　あと、千せん手じゆ観かん音のんってのもいいなー。

　でも、千手観音の〈匡体〉に乗るシンカーって、気が狂うだろうなー。手がいっぱいありすぎて。引っ越こしの時と、背中を搔かく時には便利かもしれないが。

　今のところ、宴はハヌマーンの〈匡体〉に乗っているわけだが、さて、一番強い〈神格匡体〉って、何でしょう？

　やっぱり、アレかな？

　それとも……？

　いずれ、〈神格匡体〉の秘密が完全に解とき明かされる日が来るだろうが、その時こそ、神と人間と、そして宇宙の本質にまで迫せまるような、壮大なスケールの哲学的ＳＦ叙じよ事じ詩しが完成するに違いなく、これはもう本当に楽しみなことである。

　早く続きを読ませろ。







　言わずもがなの蛇足





富士見ファンタジア文庫編集部






　というように、火浦先生から解説までいただいて、いのまた先生や佐山先生の設定資料まで付いて、この『風の白猿神』はほんとうに幸せな作品です。でも、それだけの価値のある作品だと確信しています。はっきりいって、95年富士見ファンタジア文庫のイチオシです。（すでに読まれた方は納なつ得とくしてくれますよね？）

　まったくアラがないわけではありませんが、とにかくおもしろい作品です。

　作者の滝川羊もとってもマジメないい青年です。

　わかってます。

　続編が読みたい！　宴やハヌマーンや焰光院様の活躍がもっと見たい！

　いま、その声に応こたえようと作者はがんばっています。ぜひ応おう援えんしてあげてください。

　作者を育てるのはひとえに読者の力。さあ、ともだちに勧めよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう！










神かみ々がみの砂さ漠ばく




風かぜの白猿神ハヌマーン








滝たき川がわ　羊ひつじ
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